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  人物紹介


  



  中津川司狼（なかつがわ・しろう）　高校二年生


  茶髪のサラサラヘア、犬歯がチャームポイントだが自身の美少女顔がコンプレックス。


  



  中津川風恋（なかつがわ・かれん）　16歳


  異世界ウィクスからやってきた司狼の双子の妹。鋭い眼光が特徴的。通称カレン。


  



  滝沢撫子（たきざわ・なでしこ）　高校二年生


  司狼の中学時代からの友人で明るく朗らかな健康的美少女。


  



  リタ　高校三年生？


  司狼とカレンのことをいつも遠くから眺めている女生徒。なにやら秘密がありそうな感じ。


  



  浦山良彦（うらやま・よしひこ）　高校二年生


  柔道部に所属している司狼の小学校時代からの親友。愛称・ヨッシー。


  



  滝沢大和（たきざわ・やまと）　高校三年生


  撫子の兄。県内でも有数の実力を持つ柔道選手で、司狼や他の部員からの信頼も厚い。


  



  中津川なごみ（なかつがわ・なごみ）


  穏やかでメルヘンチックな性格、少女のような可愛らしい外見を持つ司狼の母。
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  　黄金のきらめきが世界の隅々にまで降り注ぐような月夜。


  　カレンは数日前から続く胸騒ぎのせいで今日も寝付けず、ついに寝床を飛び出した。


  　この月明かりを浴びれば心の熱も冷めるかもしれない。


  　しかし、淡い期待はあっさりと裏切られた。


  　穏おだやかなはずの月光はまるで炎のように身を焦こがし、静かなはずの夜風はまるで嵐あらしのように心を騒がせるばかり。


  　より強くなってしまった焦しよう燥そう感にかられ、カレンは当あて所どもなく駆け出していた。


  　体が求めるままに、心が求めるままに、夜の草原を走る。住すみ処かから遠く離れ、木々の間をすり抜けていく。そのまま森を抜けると、月光の降り注ぐ小高い丘へと行き着いた。


  　背後から魔獣レムレースの声が聞こえたが、興奮しているせいだろうか、恐ろしくはない。


  　いつどんな時でも冷静でいられると自負していたカレンは、この時初めて感情にまかせて走る心地好よさを知った。そして更さらなる快感を得ようとその身を夜空へと投げ出す。


  「風よ、風よ、風たちよ……私もそなたたちと共に──」


  　甘い言葉に、彼女を愛する風の精霊ウエントウスは大いに喜び、その願いを受け入れる。カレンは風と一体化して夜空を舞い、魔獣レムレースたちの悔くやしがる声を無視して恍こう惚こつの笑みを浮かべた。


  　仰あおぎ見れば、満月から降り注ぐ砂金のような月光。その一粒一粒が体に溶け込んでくるかのよう。


  　見下ろせば、大きくふたつに束たばねた長髪がまるで蝶ちようの羽のような影を大地に描く。


  　まるで自分が絵画となり、世界と一体化していくような感覚がある。


  　カレンは官能的な陶とう酔すいに身をまかせる。そして満月をかき抱いだくかのように両腕を広げ──。


  　唐とう突とつに、我われに返った。


  



  「そうですか、これが……恋」


  



  　心を冒おかす熱病の正体を知り、カレンはようやく冷静さを取り戻す。


  　しかし、まだ胸騒ぎは止まらない。高こう揚よう感がおさまったわけではない。むしろ更さらに増した興奮を冷静に受け止め、大地へと降り立った。


  　満月の夜にだけ咲き誇る、白く可か憐れんな花々がカレンを迎え入れる。


  　すると、その足下もとから細い光が噴ふき出した。一ひと条すじ、また一条と稲いな光びかりが立ち上がり、輪のようになってカレンを取り囲んでいく。


  　そして満月から降り注ぐ月光が、大地から噴き上がる稲光が、世界を繋つなぐ道となり、カレンが求める彼方かなたへの大いなる門を開く。


  「ならば、ゆきましょう」


  　カレンは臆おくすることなく光の道を歩み、そこにできた門をくぐる。


  　振り返る必要はない。


  　この先に何が待つのか、カレンはとっくに承知していた。


  「待たせましたね、私の運命の男デイレクトウス……名は、そう……シロウ」


  　以前、親に聞いた名を思い出して、笑みがこぼれる。


  　そこにはもう焦しよう燥そう感はなく、幸福への期待感が満ちあふれていた。


  



  「これまで逢あえなかった分まで、たくさんたくさん愛してもらいましょうか…………


  　ねぇ、兄さん」
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  　中なか津つ川がわ司し狼ろうには出生の秘密がある……それは〝父親が女性にしか見えないこと〟だ。


  



  　司狼は今日も出がけに母──なごみに呼び止められた。


  「シロちゃ～ん、パパに行ってきます言った～？」


  　玄関にも写真立てはあるのに、リビングから額がく装そうされた大判の写真を持ってくる。若かりしころの両親が海水浴デートでの水着姿を写した、なごみお気に入りの一枚。


  　何な故ぜわざわざそんな写真を……などとはおくびにも出さず、もちろんだよとにこやかに返す司狼。なごみは嬉うれしそうに抱きついて、息子の頬ほおへとキスをする。


  　見た目はまだ二十代で通りそうな母に毎日頬チュウされるのは、思春期の司狼としてはこそばゆいのだが、抵抗すると泣いてしまうので毎日受け入れている。


  「今日は久しぶりの部活動でしょう？　お怪け我がしないように気をつけてね？　シロちゃんの可愛かわいい顔に傷でも付いたら、パパに顔向けできなくなっちゃう」


  「ありがとう、気をつけるよ」


  「それにパパだけじゃなくて、今日にでも出で逢あうかもしれない、シロちゃんの運命の人にもね。そう……出逢いはいつどこであるかわからないんだから、いつだって身だしなみには……」


  「う、うん、わかってる。大丈夫だよっ。それじゃ、行ってきます！」


  「あぁん、んもぅ。早く帰って来てね～？」


  　このまま話を聞いていたら、思い出話まで聞かされてしまうところだ。母に負けず劣らず見事な大きさの〝乳〟を持った、生き別れの父との。


  　母が十八歳ごろに撮ったというその写真には、清せい楚そなワンピース水着姿の母と、扇せん情じよう的なビキニ水着姿の乳が……ではなく、父が写っている。


  　その顔立ちは端正、四し肢しや指先はすらりと細く、くねる腰もまた細く引き締まっており、流れるようなヒップラインには目を見張る美しさがあった。父だけど。


  　腰まである金髪は太陽を浴びてキラキラと輝き、海よりも深さを感じられる色合いの碧へき眼がんには吸い込まれそうな魅力がある。父だけど。


  　物心ついたころからその違和感に気付き、司狼は何度も何度も母に尋たずねてきた。


  　──僕のお父さんは女の人なの？


  　──ノアはノアよ、あなたのパパ！


  　なごみの答えはいつも同じで、司狼の聞きたい答えではなかった。


  　日本では同性同士の結婚が認められていないことは知っているし、日本どころか世界中のどこを見渡しても単性（単たん為い）生殖できる霊れい長ちよう目もくヒト科ヒト属ヒトがいないことも知っている。


  「父さん……あなたは生まれた時、男性だったんですか？」


  　相変わらずそんなことを考えてしまう自分が嫌だったし、問い詰めてものらりくらりとかわす母の態度に辟へき易えきして、父のことを尋たずねなくなってからもう何年経たっただろうか。


  　しかし司し狼ろうは、いまだこの出生の秘密に思い悩んでいるのだった。


  



  　両親共に美しい女性（？）だからだろうか、司狼も厳いかつい名に似合わず可愛かわいらしい容姿をしている。身長も自称一六〇センチ（春の身体検査では一五九・五センチ）と、高二男子としてはやや低めで、幼いころから女の子と間違われることがコンプレックスだった。


  　このご時世、女顔だからと苛いじめられることは少なかったが、代わりにおかしな人たちにつきまとわれること多数。少年愛者や男性同性愛者、女装愛好者や自称写真家の盗とう撮さつ男。そして女性同性愛者から「あなたなら！」と迫られることも。


  　幼いころから逃げ足が速く、危険察知能力にも優すぐれていたため大事に至ることはなかったが、中学校に上がった際、せめて心だけでも男らしくあろうと柔道部に籍をおくことにした。


  　以来四年間、司狼が練習をサボったことは一日もない。


  



  　高二最初の中間考査が昨日ようやく終わり、今日から待ちに待った部活の解禁。


  　自宅の前の大きな自然公園を通り抜け、最も寄より駅の北きた河かわ越こしまで徒歩二十分少々。ここで部活仲間たちと待ち合わせをして登校するのが、一年生のころから司狼の日課。


  　せっかくのテスト明けの土曜。普通の高校生なら休んだり遊びに出かけたいところだろうが、司狼にとって柔道部の練習に参加することはそれ以上に心躍おどること。


  　といっても、柔道が強いわけではない。むしろ驚きの弱さで、公式試合どころか練習試合にすら一度も勝利したことがなかった。


  　それでも司狼は満足していた。満ち足りた中学時代であったし、高校生活だと思っている。


  　何な故ぜならば……。


  「おーい、シロくーん！」


  　はつらつとした少女の声に、伏せていた顔を跳はね上げる。


  　通りを挟はさんだ向こう側から大きく手を振る少女……の大きな胸に一瞬気を取られるが、司狼は慌あわててその笑顔に目を移す。


  　この距離なら視線移動もバレないだろうが、司狼はいやらしさを恥じて自分の頬ほおを軽く殴なぐる。


  　そして、少女が自転車で横断歩道を渡ってくる間に心を自然体に落ち着けた。


  「おはよう、撫子なでしこさん」


  「おはよ、シロくん……って、もうお昼過ぎだけどね、あはは」


  　司し狼ろうは胸をときめかせ、笑顔が爽さわやかな少女に見み惚とれる。


  　着衣の乱れはなく清らかで、大きく突き出した胸部は鮮やかで、短めのスカートからすらりと伸びた脚あしの健康美はまばゆくて、ポニーテールにまとめた髪が風になびいてきらめいている。


  　五月の清すが々すがしい太陽と風がこれほど似合う少女はほかにはいまい。そう確信させるになんの不足もない爽やか美少女、それがこの滝たき沢ざわ撫子なでしこである（注：司狼の主観）。


  　司狼は柔道を始めた中学一年の春、部のマネージャーをしていた彼女と出会い、そして今、恋をしていた。


  　片思いではあるが、こうして共に登校できることで、同じクラスで勉強できていることで、充分に満足な高校生活を送れているのだ。


  「はぁ～、まだ五月なのに今日もあっついね～……ごめんね、待った？」


  　撫子は自転車を降りて司狼の側そばに寄る。その距離は友達というには近過ぎ、恋人というにはやや離れていた。


  「うぅん、僕も今来たところ」


  「そんなこと言って……実はもう、三十分くらい待ってたりして？」


  「そんなに待ってたら、心配して電話しちゃうよ」


  「ふぅん？　……してくれても良かったのになぁ」


  　司狼が照れて目を伏せた瞬間、撫子の口から甘い言葉が漏もれる。慌あわてて目を向けるが、撫子はいつもの爽さわやかな笑顔だった。
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  「あははっ……ねぇ？　待ってる間、またワンちゃんに絡からまれたりしてた？」


  「うぅん、今日は大丈夫だった……というか、近付いてもくれなかったよ」


  「おっかしいね。シロくん、こんなに優しそうなのに。それとも本当は怖い系だったりして」


  「自分で言うのもなんだけど、僕を怖がる人はどうかしてると思うんだ」


  「何がどうだかわかんないけど、確かにそうよね。シロくん可愛かわいいもん、超可愛い系っ。あたしの可愛いランキングで、常に上位を突っ走ってるよ。あ、そうだ。写メっちゃお～っと……えへへ、いい？」


  「う、うん」


  　スマホをかざして満面の笑みを浮かべる撫子なでしこを、司し狼ろうが拒否できるはずもない。


  「はい、チーズッ！　……うん、これでまたあたしの可愛いコレクションが充実するよ～」


  　男子に可愛いは褒ほめ言葉にならない、という考え方は撫子にはない。本気でそう思っていることは、その眩まぶしい笑顔からもよくわかる。


  　わかるのだけれど、ホントは一緒に写りたいよー、と心で叫ぶ司狼であった。


  「でもホントは、子犬を抱いてるシロくん画像とかも欲しいんだけどな。大型犬でも可」


  「……ごめんね」


  　先週のこと、いつものように待ち合わせて登校しようとしていた司狼に、この辺りでは見たことのない大型の土佐犬が吠ほえついた。


  　司狼自身は犬や猫はもちろん、そのほかの動物も普通に好意的に感じる一般人だ。犬派か猫派かと問われれば犬派であり、できることなら飼いたいとも思っている。


  　けれど、犬たちはそうは思っていないらしい。


  　司狼と目が合うと、小型犬は震えてオシッコを垂たれ流し、中型犬は即座に腹を見せて許しを請こい、大型犬であっても稀まれに唸うなる犬もいるが、それでもすぐに頭を垂れて敗北を認める。


  　土佐犬も最初は激しく吠えていたが、司狼が目を合わせるとすぐにオシッコを漏もらして腹を見せた……その様子を、撫子も見ていたのだ。


  　動物に怯おびえられるというのは前にも話していたことだが、やはり目まの当たりにして驚いたらしい。その不思議さが気になってしまってテスト勉強に身が入らなかった、と撫子に言われて司狼はかなりへこんだ。


  　ちなみに野の良ら猫や野鳥などは、餌えさを持っていても近付いてもくれない。


  　もしかすると動物だけに見える恐ろしげなオーラでも出ているのかもしれないが、人間・中なか津つ川がわ司狼は可愛らしい外見をした、ごく一般的な少年なので人間は問題なく近付いてくれる。


  「……ところで、大和やまと先輩は？」


  「うん、お兄ちゃんなら、もうすぐ来ると思う。出がけにお母さんに何か頼まれてたみたいだから、先に来ちゃった」


  　それが、少しでも早く自分に会いたいと思ってくれてのことなら、どれほど嬉うれしいことか。


  　司し狼ろうが毎日、一番早く待ち合わせ場所に来るのも、少しでも早く撫子なでしこに会いたいからにほかならない。


  「それにしてもさ？　やっとテスト終わったんだから、今日くらい休みにしてくれてもいいのにね。やりたい人だけ自主練してればいいのにさ」


  「でも明日は大事な試合だから大和やまと先輩だったら絶対に稽けい古こするでしょ？　そしたら撫子さんだって一緒に……あれ？」


  「何？　鼻ひくひくさせて、ワンちゃんみたい」


  　撫子の体から、気になる匂においが届く。


  「えーと……もしかして、怪け我がしてる？」


  「あたしが？　うぅん、してないよ？」


  「そう？　ならいいんだ。ちょっと、血の匂いがしたような気がしたから」


  　ん？　と小首を傾かしげる撫子が可愛かわいらしくて、司狼はうっとりとしてしまう。


  （今日も可愛いなぁ……怪我じゃないなら心配しなくてもいいよね。僕の勘違いかな）


  「ふふっ、おかしなシロくん。血の匂いなんて、どこからもしな……──ッ！」


  　はっと息を呑のみ、見る間に顔を真っ赤にする撫子。へっぴり腰で後あと退ずさるその姿に、今度は司狼の方が首を傾げる。


  「どうかしたの？」


  「なっ、ななっ……っ……なっ、なんで!?」


  「なんでって、何が？」


  「え、嘘うそ？　匂うの？　わかっちゃってるの!?」


  　真っ赤な顔をした撫子に睨にらまれてたじろぐ司狼。理由はわからないが、今のが失言だったのは間違いない。


  　次第に潤うるみ始める撫子の目が見られなくなり、視線を外してしまう。司狼は、とにかく詫わびようと口を開いた……その時。


  「何をはしゃいでるんだ？」


  　落ち着きのある渋い声が、二人の間に割って入った。


  「お兄ちゃん！」


  「大和先輩！」


  　撫子の頭を撫なでているのは、柔道部主将にして撫子の兄──滝たき沢ざわ大和。


  　撫子の兄らしく、やはり爽さわやかそうな好青年。身長一八〇センチ体重八一キロという体格の良さは、学生服を着ていなければ二十代半なかばくらいにも見える。


  　県下でも有数の実力を持った柔道選手で、司狼にとっては〝男らしさ〟のお手本となる尊敬すべき人物。柔道のことはすべて大和に教わったと言っても過言ではない。


  「べ、別にはしゃいでなんかっ……ない、けど……っ！」


  「いえ、すみません。僕が何か失礼なことを言ってしまったみたいで……」


  「べべ別に失礼とかじゃないけどっ、その、えぇと、な、な……なんでもなぁい！」


  「なんでもないなら、往おう来らいで騒ぐな。みっともないぞ？」


  「うぅ、ごめんなさい……」


  「いえ大和やまと先輩、僕が悪いんですっ」


  「シロくんは悪くないってば！　悪くないんだけど……ううっ……うっきゃ──っ！」


  「あっ、撫子なでしこさん!?」


  　撫子は自転車に飛び乗り、思い切り漕こぎ出した。


  　司し狼ろうは慌あわてて後を追い、その荷台に手をかける。


  「とっとっとっ……あっ、危ないよ!?」


  「ごめんシロくんっ、離して！　行～か～せ～て～～！」


  「えぇ？　でもまだヨッシーが来てない……っとっとっと！　す、すみません大和先輩っ、僕たち先に行きますから！」


  「違ーう！　あたし一人で行くのー！」


  「なんで？　一緒に行こうよ。今日もちゃんと押して行ってあげるから、っとっとっと」


  「そ、それじゃ匂においが……きゃーっ！　無理無理無理っ、駄目駄目駄目っ」


  「はぁ、はぁ、はぁ、な、なんで？　どうしたのさ？」


  「だから……うっきゃ──っ！　シロくんの馬ば鹿か！　なんてこと言わせる気なのよ──！」


  「わわわっ、撫子さん危ない危ないっ、そんなに漕がれたら追いつけな……ぅわぁあああ！　とと、止めて～～！」


  「離して～～！　……あっ、赤信号」


  「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……な、撫子さん、いきなり走り出したら危ないって……」


  　ようやく自転車を止める撫子。司狼は肩で息をしながら背後を振り返るが、既すでに大和の姿は見えない位置だった。


  「はぁ、はぁ……どうしようか、先輩のとこまで戻る？」


  「……っ……鼻摘つまんでてっ」


  「ふぁい？」


  　素直に鼻を摘む司狼に、撫子は唇を尖とがらせつつも言葉をつなげる。


  「もういいから、先に行こ？　ただし、今日は押さなくていい。ランニングねっ、早めの！」


  「ふぁい」


  「ぷっ……鼻はもういいわ。前を走って？」


  「ふぅん？　……わかった。それじゃ、行こうか」


  「うんっ」


  　笑い出した撫子なでしこに安あん堵どし、小走りに駆け出す司し狼ろう。


  　登校時は撫子の乗る自転車を押して走るのが司狼の役目。いつもはその後ろに、大和やまとともう一人の友人が連なって走る。


  （なんで突然、怒り出したかわかんないけど、もう怒ってないみたいだし……何より、二人きりになれたんだからいいか）


  　中なか津つ川がわ司狼十六歳、この春で高校二年生。


  　たとえ女の子のように可愛かわいらしい外見をしていても、女の子への気づかいが足りない、思春期の少年であった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「ねぇお兄ちゃん、体の具合はどう？　なまってない？　今日の稽けい古こで、どこか痛めたりしてないでしょうね？」


  「……お前には、どこか駄目そうに見えた部分があったのか？」


  「ない！　さすがテスト勉強そっちのけで稽古してた甲か斐いもあって、心身共に問題なさそう。技のキレはいつも以上だったと思うし。これで、明日の試合もバッチリよね！」


  「そうか、ありがとう。頑張るとしよう」


  「えへへ、お兄ちゃんなら大丈夫。絶対優勝して本戦出場だよ……ねっ、シロくん？」


  「もちろんですよ！　及ばずながら、僕も力の限り応援します！」


  「ありがとう、中津川。明日は、皆に恥ずかしくない試合をするつもりだ」


  「だから大丈夫だってば。今のお兄ちゃんに勝てる相手なんて県内……うぅん、日本中捜したってどこにもいないわよ」


  「褒ほめ過ぎだ……浮かれて足下もとをすくわれたらどうする」


  「足への直接攻撃は反則だから大丈夫。お兄ちゃんの勝ちよ」


  「そうかもしれないな」


  　微ほほ笑えみながら撫子の頭を撫なでる大和。撫子も、まるでじゃれつく猫のように目を細める。


  　司狼は、二人のこうした姿を眺めるのがとても好きだった。


  （兄きよう妹だいっていいなぁ……もし僕にも妹がいたら、すごくすごく可愛がるのになぁ！）


  　物心つく前から母一人子一人の生活だった司狼としては、父親はもちろんのこと兄妹という存在にも強い憧あこがれがある。


  　仲の良い滝たき沢ざわ兄妹は、大和の男らしさ、撫子の可愛らしさも含めて、司狼の理想像。


  　そんな滝沢兄妹と出会ったのは、柔道を始めた中学一年の時。その時の大和は、主将ではなかったものの既すでに実力は部内一。撫子はマネージャーだった。


  　撫子自身も小学校六年間は柔道を習っており、かなりの実力を持っていたとのことだったが、中学からマネージャーに転向したとのこと。その理由は聞けていないが、元もと々もと経験があるからかマネージャーとしての能力も高い。


  　以前通っていた町の柔道教室にはまだ顔を出すこともあるそうだが、司し狼ろうは柔道着姿の撫子なでしこをまだ見たことがなかった。


  「……それはそれとして、ねぇお兄ちゃん。いい加減、和わ田だの奴やつなんとかしてくれない？」


  「仮にも先輩に対して奴呼ばわりは感心しないな。だが、お前の言いたいことはわかる。先生とも話しているから、お前は余計な手出しをするんじゃないぞ、いいな？」


  「それは、しないけど……でも、シロくんのことを考えてもらわないと」


  「あの、撫子さん、僕は大丈夫だから」


  「端はたから見てて大丈夫じゃないの！　シロくんはもっと怒ってもいいのよ！」


  　柔道部三年の和田浩こう二じ郎ろうは、体格こそいいが強い方ではない。精神的にも未熟で、自分より弱く、また文句を言わない司狼に対して、無茶な技をかけてはいたぶっている節ふしがあった。


  「乱らん取どりでのことだからな……しかも、当の本人からクレームがついていないわけで」


  「僕、忍耐強さなら自信ありますから」


  「和田との稽けい古このおかげで、固め技からの逃げ方も上う手まくなったような気がするしな」


  「ありがとうございます、主将」


  「ありがとうございますじゃないの！　シロくんは忍耐力より攻撃力を身につけないとね？」


  「うん、頑張るよ」


  　笑顔を見せる司狼に、撫子は毒気を抜かれる。大和やまとも苦笑いを引き締めた。


  「それでは大和先輩、撫子さん、また明日……朝八時にここで集合ということで」


  「うむ」


  「じゃあね、シロくん。また明日」


  　明日は大事なインターハイ個人戦予選。もちろん司狼の出番はないが、大和やほかのレギュラーの応援に行かなければならない。


  　レギュラーたちは必ず勝ってくれる。そんな期待感に胸を躍おどらせつつ、司狼は駆け足で家いえ路じについた。


  　司狼を見送った滝たき沢ざわ兄きよう妹だいもたわいない話をしながらしばし歩く。少しして実家のマンション前に着き、撫子が家の鍵かぎを取り出そうと通学鞄かばんを開いた。


  「……あ、いっけない！」


  「どうした？」


  　唐とう突とつに声をあげる撫子に、大和は目を丸くする。


  「シロくんに借りてた参考書、今日返そうと思ってたのに」


  「テストは終わったんだ、それは明日でも月曜でも……おい、撫子？」


  「まだ追いつくから返してくるね。はい、鞄よろしくっ。お兄ちゃんは先帰ってて？」


  　大和やまとの制止も聞かず、撫子なでしこは参考書だけをかごに入れて自転車を漕こぎ出していた。


  



  　司し狼ろうの足で十分も走れば、河かわ越こし自然公園に辿たどり着く。


  　ボートの出る池やテニスコート、簡易なフィールドアスレチックなどのあるこの大きな公園を突っ切れば、すぐに母の待つ自宅。


  　司狼は足を緩ゆるめて歩きながら、木々の間から見える満月を見上げた。


  「大きいなぁ。まるで、今にも降ってきそうな気がするよ」


  　幼いころから、満月には特別な思い入れがあった。


  　理由はわからないが、このまん丸な月を見るのがとても好きで、一晩中でも見続けることができた。高こう揚よう感が沸き上がり、眠くならないのだ。


  　本当ならいつまでも見続けていたいのだが、今日は帰って眠らなければならない。明日の試合の応援用に力をためておかなければならないからだ。


  　月を見上げるのをやめ、また駆け出そうとする司狼。その視界の端に、小さな光が見えた。


  「ん？　え……？」


  　街灯ではない。その証拠に、左から右へと流れていく。自転車やバイクの照明でないことは、地上二メートルあたりを浮ふ遊ゆうしていることからも明らかだった。


  　まさか月の光が降ってきたのだろうか……そんな幻想的な考えは、更さらに幻想的なものによって打ち砕かれる。


  「蝶ちよう？　じゃ、ない……何あれ……？」


  　大きな蝶の羽が見えた。鱗りん粉ぷんなのだろうか、光の粒を振りまきながらゆっくりと飛ぶそれは……しかし、昆虫であるはずがなかった。


  　頭部から生はえる長い触覚、くるりと丸まった口吻マズルは確かに蝶の特徴。しかし、胸から生える三対ついの脚あしはなく、腹もなく……代わりに、まるで人のような体と四し肢しがあった。


  「まさか蝶人間!?　うわっ、気持ち悪っ！」


  　一瞬目を逸そらすが、完全には逸らし切れない。


  　どうして人は、見たくないものに限って二度見したくなってしまうのだろうか。司狼は恐る恐る目を向けるが、そこにはもう光る蝶人間の姿はなかった。


  「み、見間違い？　だよね……そうだよ、見間違いだ……」


  　きっと満月が見せた幻まぼろしに違いない。司狼は夜空を見上げ、大きく深呼吸した。


  　そもそも一〇メートルは離れていただろうに、そんなものがはっきりと見えるはずがない。


  　蝶人間などいなかった……それを確認しようと、司狼は目撃位置へと恐る恐る歩み寄る。そこで周囲を見回すが、蝶人間どころか光りながら飛ぶものなどもありはしなかった。


  「気のせいだね、うん、気のせい……気の……せ……──」


  　自分を納得させようとした瞬間、夜空から一ひと条すじの光が降ってきた。


  　稲いな妻ずまのような放電か。空気を裂く鋭い衝撃音が耳に痛い。


  　呆ぼう然ぜんとする司し狼ろうの前に、光は一ひと条すじ、また一条と降り注いでいく。


  　光は、地面がこんもりと盛り上がっている場所に合わせて円を描いていく。ゆっくりと数を増していく光の筋に加え、先ほど見たような光の粒が舞う。


  　黄金に輝くそれらはまるで月からこぼれ落ちているかのようで、やはり、月が降ってきたのではないかと司狼に錯覚させた。


  「なんて、綺き麗れいなんだ……」


  　気持ち悪い蝶ちよう人間のことなど忘れ、月光の乱舞に見入る司狼。


  　円を描ききった光は柱となり、地上から月に橋が架かけられたのではないかと思えた。


  　降りてくるのは天てん女によだろうか、それともこれは愛する月から司狼に宛あてられた招待状か。


  　果たして……。


  　司狼は、光の柱の中に人影を見る。


  　やはり天女か。ふわふわと浮く羽は衣ごろものような影は……いや、あれは髪だろうか。


  　次第にくっきりとしてくる人影に目をこらす。


  　羽衣に見えたのは、やはり長い髪だった。大きくふたつに束たばねた金髪が、光の粒を浴びて更さらに輝く。


  　その異様に長い髪が、整った容よう貌ぼうが、ささやかながらも膨ふくらんだ胸元が、そしてふわりと広がったアイドル衣装のようなスカートが、その者を愛らしい少女だと告げる。


  「……妖よう精せい？」


  　知らず漏もれた呟つぶやきが、少女を表わす言葉としてもっとも相応ふさわしいと思えた。


  　そして妖精の少女と目が合い、微ほほ笑えまれる。その笑顔に、司狼は素直に愛いとしさを覚えた……のだが。


  



  「おや、出迎えとは殊しゆ勝しような心がけですね」


  



  「…………へ？」


  　一目で恋に落ちてしまいそうなほど美しい笑顔。透すき通るような声は心に染しみ渡り、まるで全身を愛あい撫ぶされているような気さえ起こさせる。


  「これはお互いの思いが通じ合った結果でしょうね。あぁいえ、我が思いの強さが、そなたの元へと世界を繋ぐ門アモル・フオルタムを開かせたに相違ありません。さすがは私ですね、素晴らしいことだと思いませんか？　遠慮なく褒ほめていただいて構いませんよ？」


  「え？　僕？　……え？　えぇ？」


  「……いつまで呆ほうけているつもりですか？　せっかく感心したのに、これでは私の思いが無駄というものです。愛の言葉はないのですか？　感動の言葉はないのですか？　もしや、思いつかないのですか？　愛いとしき私との逢おう瀬せに心奪われるのは当然としても、そのような間抜け面づらをさらされたままでは百年の恋も冷めようというもの……あぁいえ」


  　見た目の美しさとはまったく無関係なその言葉たちに、司し狼ろうは戸と惑まどいを隠せない。


  「だからといって嘆くことはありません。そなたがどれほどの間抜けであったとしても、私は見捨てはしませんよ。どれほど知恵の回らぬケダモノであったとしても、必ず従えてみせましょう……我が愛は果てしなく広く、思いもよらぬほど深く、こうして世界を繋つなぐほどに強いのだと証明してみせましたからね。もはや、私を待つ涙に枕まくらを濡ぬらすこともありません」


  　少女から差し出された手を慌あわてて取る司狼。


  　その様さまは淑しゆく女じよを扱うに相応ふさわしいとは言えなかったが、少女の微ほほ笑えみは薄れなかった。


  「これより永と久わに、そなたへの愛を誓いましょう……さぁそれでは改めて、歓喜の言葉を聞かせてください。言葉が無理ならば踊りを見せていただいても構いませんよ？　この美しき光の下もと、二人で踊り続けるのもまた一いつ興きよう」


  「え……あの……えぇと……？」


  「……よもや我が愛を疑うことなどありませんよね？　心への誓いで足りぬのでしたら、この愛しき世界アモル・アゲールにも等しく降り注ぐ月光と、その主あるじたる夜の女王ノクス・レギスにも誓いましょうか。私たちの逢瀬に相応しい満月の夜にあって、これ以上の月下氷人メデイア・マヌスもおりますまい」


  　少女は司狼に手を引かれ、光の柱から歩み出いでる。


  　そして何かを確かめるように司狼を見つめ、納得したように頷うなずいた。


  「あぁ、この心のうずき、体の火ほ照てり……そなたこそ、まごうかたなき我が恋、この胸熱き愛、運命の男デイレクトウス……輝ける世界を繋ぐ門アモル・フオルタムの導きに、どれほどの敬意を表ひようしましょうか。ご覧ください、精霊たちエレメントウムも祝福の風を我われらに注いでくれていますよ」


  　風が舞い、少女の長い金髪がなびいた。


  　その美しさは見み惚とれるに足るものであったが、司狼は意を決して少女の手を放す。


  「ごめん。きみが何を言ってるのか、全然わかんない」


  「…………はい？」


  　とても可愛かわいらしい間抜け面だった。


  　目を丸くする少女に、司狼は続けざまに言い放つ。


  「そもそも何？　これ何、この光。きみ、どこから出てきたの？　あとその格好、何？　可愛いけどちょっと不思議だよね、ははは……あぁでも、日本語上手だね。凄すごく流りゆう暢ちようなんだけど……たまにわかんない言葉があってさ……えーと、それでね？」


  「……………………」


  「きみ、誰？」


  　呆ぼう然ぜんとする少女を見て、はっきりと言う。


  　司狼より一〇センチほど低い背、足下まである長い金髪は左右で束たばねられている。月げつ下かだからか青白くさえ見える肌は濁にごりのない白はく磁じのようで、すらりと伸びた鼻び梁りようと薄い唇が魅惑的な、絶世の美少女。


  　そして何よりも印象深いのが、切れ長の目の奥にある深い碧へき眼がん。


  　司し狼ろうはこの眼めを知っていた。この金髪も、そもそもこの顔立ちも。


  （まさか、いやまさか、まさかまさかまさか、あははははははは！）


  　この十六と余年、毎朝毎晩見せられてきた何万枚にも及ぶ写真たちの中に、この少女を大人にしたような美しい顔を見てきた。


  　だから、まさかこの少女が母の言う〝運命の人〟であるはずがない。


  　あってはならないと、直感した。


  「……シロウ……」


  「はいっ。……え？　あれ、なんで僕の名前……」


  「それが、はるばる常若の国ウイクスより世界を繋ぐ門アモル・フオルタムを越え来た運命の女デイレクタに対してのっ」


  「いやだから、ごめんって。何言ってるかわかんな──」


  



  　ＧＲｕＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！


  



  「──い……って、ば……？」


  　モンスターじみた咆ほう哮こうが聞こえた次の瞬間、巨大なものが落ちた地響きが起きる。


  　いまだ光を放っていた柱の中に、それはいた。司狼の三倍はあろうかという体長の獣けもの──ネコ科の巨大肉食獣の類たぐいだろうか。


  　ただし、その頭部はふたつ。口こう腔こうに収まりきらない長い上じよう顎がく犬けん歯しも特徴的だった。


  「えーと、えーっと……こ、これ知ってる！　きっとサーベルタイガー……って、なんで頭がふたつあるの!?　ガオーって言ったよ？　生きてる？　動いてる？　いただかれる!?」


  「たかが双頭剣歯虎デユグリスごときにうろたえないでください見苦しい。愛しき世界アモル・アゲールの……いえ、現世人ウイルの香気に誘われてついて来たのでしょうが、残念ながら私──おぉ？」


  「とにかく逃げるよ！」


  　何を言っているかわからない不思議な子だが、明らかに空腹感を見せつける異い形ぎようの獣の前に置いて自分だけ逃げ去るわけにはいかない。などと理性的に考えたのも束つかの間ま、司狼は少女の手を引くのではなくお姫様だっこで抱え上げた。


  「ふむ、これはなかなか悪くないですね」


  「悠ゆう長ちようだなぁもう！」


  　嬉うれしそうに笑う少女を抱えて駆け出す。本当なら森で獣に遭あった時に背を見せて逃げる……しかも女の子を抱えて……など愚ぐの骨こつ頂ちようなのだが、今の司狼にそんな判断力はない。


  　腰を抜かしたり気絶していないだけ心が強いと言えるかもしれないが、まるで野の良らの子猫を見た程度に呑のん気きな態度でいる少女とは比べるべくもなかった。


  「シャアアアアアアアアアアアア！　ゴァアアアアアアアアアア！」


  「きゃ──っ！　ぅわ──っ！　ぎぃや────っ！」


  「悲鳴とは情けない。図ずう体たいがでかいだけの猫など、そなたの牙きばで返り討ちになさい」


  「猫じゃないし牙なんてないし！　見てほら、ちょっと八や重え歯が出てるだけ！　大根くらいありそうなあいつの牙と一緒にしないでよー……お？」


  　公園の雑木林を抜けて広場に出る。普段ならこの時間でもまだ人ひと気けがありそうなものだが、幸か不幸か人っ子一人見当たらない。


  　そして、気付く。人の気配だけでなく、当とうの獣けものの気配がないことに。


  　司し狼ろうはつい立ち止まり、怖いもの見たさに背後を振り返る……が、そこに異い形ぎようの獣の姿はなかった。


  「に、逃げられた？」


  「馬ば鹿かなことを……ほら、そこです」


  　少女が指さした先は……中空。


  　司狼は瞬間的に息を呑のみ、夜空を見上げた。


  　満月を背にした黒い塊かたまりがある。それが、降ってくる。


  　地響きはほんの少しだった。さすがネコ科らしく、今回はその体長の割りには静かに着地した……司狼たちの目の前、ほんの数メートルの地点に。


  （あー、死んだー）


  　猫は身長の五倍の跳躍力があるという。ならばこの巨大な双そう頭とうのサーベルタイガー（たぶんネコ科）はどれほどの距離を跳べるだろうか。


  　次に背中を見せた瞬間、この異形の獣は自分を食はんでいるだろう。右の虎とらに食われるだろうか、それとも左の虎か。する必要のない想像が、司狼を更さらに混乱させる。


  　そして……死の想像の最後に脳裏をよぎったのは、愛しい少女なでしこの笑顔だった。


  「こ……こんなことなら中間テストが終わったその瞬間に告白しておけば良かった！　テストの点が全部八〇点以上だったらとか悠ゆう長ちように考えてた僕が馬鹿だったぁ！　人間いつ死ぬかわかんないんだからアレができたらとかコレをやったらとか甘いよね、甘かったんだ──！」


  「……は？」


  　突然叫びだした司狼を見て、少女は呆あつ気けに取られる。


  「そうだよ、インターハイ予選団体戦に出られたら、とかっていっても出られなかったし。春季大会だって駄目だったし……三学期のテストだって国語のケアレスミスがなければ全教科八〇点越えしてたんだから、それでやっぱり駄目だったとか言うんじゃなかったよ──！」


  「…………」


  「よし！　もし、この生存競争に生き残ることができたその時には、長年の思いを、この熱い思いをっ……僕の恋心を、しっかりと伝えるんだぁああああ！」


  　司し狼ろうは満月に向かって叫んだ。


  「ふむ、なるほど。最初は何を言っているのかわかりませんでしたが……その時には、期待させてもらっても良さそうですね」


  「…………へ？」


  　叫んだことで少しだけ我われに返って、腕の中の少女を見下ろす。


  　司狼は少女があまりにも軽過ぎて、お姫様だっこをしているのを忘れていた。


  （そういえば、軽い……軽過ぎる？　何キロなんだ、この子）


  　まるでおとぎ話の中に出てくる妖よう精せいのように美しい少女は、やはり見覚えのある雰囲気を持っている。その見た目に、不可解な体重に戸と惑まどい、困惑する。


  「キイシャァアアア！　グルァアアアアアアアアアアア！」


  　そして、大きな口を開いて歩み寄る異い形ぎようの獣けもの。


  　これは夢なのだろうか、それとも満月が見せる幻まぼろしなのだろうか。司狼は自分の精神を疑った。


  「風の精霊よウエントウス！　我が敵を界に結べアルクイレーテ！」


  　少女が放った鋭い声に、異形の獣がたじろぐ。見る間に苦しげな顔をしはじめ、苦く悶もんの呻うめきを発した。


  「え……え……？　何？　何かしたの？」


  　少女の言葉を受けてか、獣は何かに耐えていた。頭を低くし、肢あしを広げて踏ん張っている。見ると、その剛毛が激しく風に揺れている。


  「……風？」


  「このような野の良ら猫、私一人でも魔獣駆除の義務オブリガテイオーを果たすことはできますが……せっかくです、そなたの雄お々おしき姿を見せていただきましょうか」


  「雄々しき姿って……まさか、僕に何かさせる気なの？」


  「ふふっ」


  　一瞬、少女の笑みに見み惚とれるがすぐに戦せん慄りつする。司狼は、魔ま性しようの笑みの存在を初めて知った。


  「我が運命の男デイレクトウスたる者は守護獣ベステイアにとどまることを恥と知りなさい。守護者ウイクトルでも足りません。あらゆる精霊エレメントウムを従える万ばん物ぶつの王となりて、初めてこの私と等しくあるのです！」


  「……だから、わかんないってば」


  　この期ごに及んでもまだ不思議なことを言う少女に、もはや苦笑しか出てこない。しかし少女はそんな司狼に更さらなる困惑を投げかける。


  「風の精霊よウエントウス……」


  　まるで浮いているかのように軽かった少女が、本当に浮いた。


  　目を丸くする司狼の目の前に浮かび上がり、その美しい目を向ける。たおやかな指が司狼の頬ほおを取り、ゆっくりと顔を近づける。


  



  「さぁ、兄さん。そなたの美しき妹に、常とこしえの愛と……服従を誓いなさい」


  



  　司し狼ろうにとって、それは今日、一番理解できない言動だった。


  　少女は恍こう惚こつの笑みを浮かべ、司狼の唇を奪い……すぐに舌を差し込む。


  　生温かく、ねっとりとした舌が絡からみ、唾だ液えきが注がれる。まるで生き物のように蠢うごめく舌はあまりにも甘かん美びで、司狼の理性を一瞬で奪う。


  「ん、んん、んむ～～……っぷはぁ！　はぁ、はぁはぁ、はっ、はっ、はっ、はぁああああ！　あ、あ、あ、あ、ああああああ──アアァアアォオオオオオン！」


  　司狼は、自分の声を遠くに聞いている気がしていた。


  （あ──っ、叫ぶの気持ちいいー……キスってこんなに気持ちいいんだ……キス……キス？　あれ？　なんだろうこの熱さ。頭の中も、お腹なかの中も熱い……熱くて熱くて……どうにか……なっちゃ、い、そう……どうにか……ん？　どうにか？）


  　目の前に地面があった。しかもおかしなことに、目の下に犬の口吻マズルが見える。


  『犬？　なんだよもう、こんな時に犬の相手までしてられないってば……っ！』


  　司狼は思い切り頭を振り、体も震わせ、満月を仰あおぎ……吠ほえた。


  「ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！」


  『……いやっ、ウォオン、じゃなくて！　何？　何がどうしてどうなったの!?』


  「さすがは我が兄。なんと美しい黄金の毛並みでしょう……まるで満月の光をすべて我が物としたかのようではありませんか。これが我が愛ゆえの姿。これが我が守護獣ベステイア……ふふっ、なかなかそそりますね」


  　自分を兄と呼んだ少女は、いまだ恍惚の笑みを浮かべている。


  　その視線は兄を見るそれではなく、明らかに恋する少女の眼差まなざし……いや、愛欲に陶とう酔すいしている女の目だった。


  「ですが、心はまだ生まれたばかりの子犬同然……私の導きなしには、戦うことはおろか心を保つことさえできませんね、えぇできません」


  『いやいやっ、だからちょっと待って？　きみが何を言ってるのかさっぱり……あれ？　僕、わおんわおんとしか言えてなくない？』


  　自分の体を見下ろす……振り返る。


  　少女の言う黄金の毛並みがそこにあった。先ほど見た犬の口吻マズルも、そして大きな尻しつ尾ぽも。


  　慌あわてて手で……犬の前肢あしで顔に触れる。手には爪つめと肉にく球きゆうがあった。顔はなんだか細長くて、大きな口には無数の牙きばが生はえていた。


  　改めて月を仰ぐ。あまりの高こう揚よう感に、自然と声が──咆ほう哮こうがあふれ出る。


  　それはとても強く雄お々おしい遠とお吠ぼえ。司狼はしばし、自分の声に酔いしれた。


  『……って、何これ!?　僕、僕っ……犬になってるぅううううううううううう!?』


  　正確には狼おおかみなのだが、司し狼ろうはそれに気付かない。


  　少女は司狼の困惑など気にもせず、両手を広げ、風の精霊ウエントウスたちを呼び寄せる。


  「風よウエントウス、風よウエントウス、風たちよウエントウス……この現うつし世よでも私にその力を貸してもらえるでしょうか」


  　風の精霊ウエントウスたちは大いに喜び、少女を抱くようにまとわりつく。


  　司狼は少女の周りに、先ほどまでは見えなかった精霊たちエレメントウムの姿を見る。それは、先に見た蝶ちよう人間などよりもよほど美しく幻想的で小さな美少女たち。


  「風よ、我が身に宿れ。この身を現うつし身みとし、そなたらの力を世に示せ……今より我われも、そなたらの族うから……そなたらそのもの……我は、風なり……風は、我なり！　精霊抱擁コレクテイオー！」


  　少女を中心に風が巻いた。


  　異い形ぎようの獣けものを捕らえている風とはまた違う、親しん和わ性に富んだ風。


  　その風の中で、少女の姿が変化していく。精霊たちエレメントウムが少女と同化し、風ふう貌ぼうを変えていく。


  　黄金の髪からは色素が抜けて白に……いや、透明に近い銀色に。アイドル衣装のようだった衣服は少女の体と半なかば一体化したように幻想的な見栄えとなり、扇せん情じよう的なまでに肌をさらす。しかしその肌は、目をこらし続けなければ透すき通って見えなくなってしまいそうだった。


  （なんて綺き麗れいなんだろう）


  　少女を見れば、何度でもそう思うのだが……。


  「さぁ兄さん……私の守護獣デイレクトウスに相応ふさわしくなるよう、調教して差し上げます！」


  『きみが何を言ってるのか、本当にもう全っ然わっかんないってば──！』


  　司狼は狼の姿になってなお、少女の言動についていけない。いけないが、言葉は理解できるようになっていた。


  　しかしこの緊急事態では、理解できるようになったことを理解している余裕もない。


  「ふふふ、怯おびえていますね？　キャンキャンと吠ほえる様さまの、なんと情けないことか……ですが、それがいい、いいですよ。とてもそそりますよ！」


  『ドエスだ！　そうだろうそうだろうと思ってたけど、この子もの凄すごいエスっ子だ──！』


  「さぁ、まずはその牙きばと爪つめの使い方を覚えましょうか。結界アルクイレーテに封じている双頭剣歯虎デユグリスが、そなたの最初の獲え物ものです！」


  　少女のことはわからないが、この姿になってようやくわかることはある。


  　異形の獣を取り押さえていたのは風の精霊ウエントウス。少女の命めいによって、あの巨体を押さえ込んでいるのだろう。


  　それは、もの凄い力なのだとわかる。わかるが故ゆえに、司狼は戸と惑まどう。


  （とにかくもう何もわからないけど、この子の言いたいことって、あのバケモノを倒せっていうことだよね？　それっていいのかな？　あんな、身動き取れなくなってる相手に……）


  「何をためらっているのです？　早くしなければ結界アルクイレーテがほつれます。もしあれが自由になれば、すぐに現世人ウイルを喰くらいに走ると思いますが……」


  『はぁ!?　ひ、人を喰らうって！』


  「……などと言ってもわかりませんよね。守護獣ベステイアの時には言葉が通じないのが困ります。いえ。なればこそ、早く調教をすまさねばなりませんね」


  『通じてるよ！　……って、なんでこっちからは通じてないのさ！』


  「言葉はともかくとして……まさかあのような低俗な魔獣レムレースに後おくれは取りませんよね？　そなたが倒すべき、倒さねばならぬ相手を見間違えなきよう。愛するそなたの住まう現世アモル・アゲールを脅おびやかす敵を、その強きあぎとにて噛かみ砕くのです！」


  『そ、そんなこと言われたって、できることとできないことがあるよ……』


  「尻しり込ごみとは不ふ甲が斐いない。鞭むち打たれねば戦うこともままならぬのですか？　このまま恐れをなすばかりで、尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出しますか？　そなたには戦うための牙きばと爪つめがあるでしょう。倒しなさい、倒しなさい。奴やつらは世界を繋ぐ門アモル・フオルタムに盗み入り、現世人ウイルを喰らう魔獣レムレースです！」


  『そんなこと言われたって……柔道でならまだしも、こんな姿になって……』


  「そなたの雄お々おしき姿は、まず私を喜ばせるため、愛させるためにあるのは承知しています。ですが、奴らを放置すればその私の身にも危険が及ぶこと必ひつ至し。なればこそ、我が愛よ、我が運命の男デイレクトウスよ。我が剣となれ、我が楯たてとなれ、我が力となりて、不ふ浄じようなるものどもを噛み砕け！」


  　少女の言葉には力があった。


  　司し狼ろうは自分の異常事態も忘れ、異い形ぎようの獣けもの──双頭剣歯虎デユグリスを睨にらみ付ける。


  『倒す？　あのバケモノを？　いや、今はこの子の言う通り、猫くらいにしか見えな…………あ、いや。やっぱり虎とら。頭がふたつある虎っ……いやいや、犬けん歯しが異常に大おっきなバケモノ！　とても猫には見えないって！　戦えるはずなんて──』


  「シロウ！　疾はやく戦いなさい！」


  『はっ、はいぃいいいい！』


  　尻を叩たたかれて駆け出す司狼。初めてのはずの狼おおかみの体は、何な故ぜかとてもしっくりときた。


  『あーもー！　やるならやってやる！　柔道の時だって、怖い相手とはいっぱい戦ってきたんだから──！』


  　もちろんその時は、命は賭とさなかっただろうが。


  　司狼は既すでに、数々の異常事態に思考が麻ま痺ひしていた。そのおかげだろうか、狼の手足、そして牙を使うことに、なんの違和感もない。


  『どんなに大きくたって急所は同じ……だよね？　人間だって動物だって……動物？　バケモノだけど、まぁいいや、あれは動物！　急所は首だっ。首さえやれば……って、どっちの首!?　あーもー、どっちでもいい！』


  　少女の風に押さえ込まれたままの双頭剣歯虎デユグリスは、柔道的にいえば他人に縦四し方ほう固がためか横四方固をかけられているのと同じ。無防備な首に噛み付いて、落としてやればいい。


  　落とす、イコール、噛かみ砕く、だとしても。


  『動けないんならこっちのものだっ……もらった────！』


  「あ。この結界アルクイレーテのままでは、囚とらわれると兄さんまで動けなくなりますね……解きましょう」


  「シャアアアアアアア！　シャアアアアアア！」


  『あれぇえええええ!?』


  　自由になった双頭剣歯虎デユグリスは大きな牙きばを振り上げ、司し狼ろうの横っ面つらを叩たたく。


  　思いもしなかった反撃に、司狼は情けなくも子犬のような悲鳴をあげた。


  「……あぁ、兄さん。とても無ぶ様ざま」


  　怯おびえでも哀れみでもなく、うっとりとしながら言う少女に、さすがに穏おん和わな司狼も愚ぐ痴ちをこぼす。


  『ちょっと！　今のは酷ひどいんじゃない？　動くんなら動くって言ってくれないと！』


  「キャンキャン吠ほえられてもわかりません……ほら、よそ見していていいんですか？」


  「グルァアアアアア！　キシャアアアアア！」


  『うーわぁ──、やっぱ怖いぃいいい！　んも──っ、何なんだよこれは～～、どーしたらいーのさ──！』


  　双頭剣歯虎デユグリスは体の自由を悟さとり、目の前の狼おおかみ──司狼を敵と見なした。


  　長い爪つめを剥むき出しにして襲いかかってくる相手に萎い縮しゆくしてしまう司狼。しかし、あの爪がかすりでもすればどうなるか、理屈ではなく本能でわかる。
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  　逆に自分の爪つめが、牙きばが、相手にどのようなダメージを与えられるのかも無意識にわかる。


  『このっ、このっ、このぉおっ！』


  　前肢あしで互いを叩たたき合う。まるで相手の袖そでを取ろうかという柔道的な攻撃に、司し狼ろうは不思議と安あん堵どを覚えた。


  　しかし、数瞬で我われに返る。


  　獣けもの相手に取る袖はないし、刈かったり払ったりできるわけではない。唯ゆい一いつ、投げることができるとすれば、相手に噛かみ付いた時だけ。


  　それは、獣として最強の攻撃方法。


  （獣として？　僕、ケダモノだったのか？　だからやたらと鼻が利きいたり、小動物に好かれなかったりしてた？　いやいや、そんな馬ば鹿かげたこと……でも、父親が女性っていうのだって、充分馬鹿げたことで）


  「何を呆ほうけているのですか！」


  『えっ……あぐっ!?』


  　雑念が隙すきを生み、体当たりを食らって体勢を崩す。


  　双頭剣歯虎デユグリスの頭ふたつが我先にと司狼に牙を伸ばし、右頭が左前肢へと噛み付いた。


  『痛いっ、痛い痛い痛い痛ぁあああああ！　こ、このぉおおおおおお！』


  　狼おおかみの体から噴ふき出た血は、人の時と同じく赤い色をしている。自らの血を見て、司狼の頭から雑念が消えた。


  　無意識に振るった右前肢が、双頭剣歯虎デユグリス左頭の目を掻かき切る。


  「ガァアアア！　ギャンッ！」


  『痛いじゃないかっ……駄猫の分際で僕に嚙み付くなんてっ、許されると思うなよ!?』


  　司狼は左前肢を噛ませたまま迫り、大おお内うち刈がりの要領で体重を乗せ、相手を押し倒す。


  　しかし双頭剣歯虎デユグリスも負けじと噛んだ肢は離さないまま。司狼は痛みも何も気にせずその喉のど元もとに食らいつき……そして。


  『死ぃねぇえええええええええ！』


  　三倍はあろうかというその巨体を振り上げ、地面に叩き付けた。


  　骨が折れる鈍にぶい音がする。しかしそれは叩き付けた衝撃によるものではなく、司狼が双頭剣歯虎デユグリスの頸けい骨こつを噛み砕いた音だった。


  　しかしまだ、頭はもうひとつ残っている。憎々しげに吠ほえるその口には、司狼の血が滴したたっている。


  　また噛み付こうと首を伸ばすが、もちろんそれを許すはずもない。司狼は爪を剥むき出しにして双頭剣歯虎デユグリスの頭を踏み押さえ、逆に無防備になった首に噛み付く。


  　断だん末まつ魔まの悲鳴は、バケモノであっても儚はかない子猫のような鳴き声だった。


  「ハァ、ハァ、ハァ──グルルルルルルルル……」


  「……凄すさまじいですね。これこそがまさに、雄お々おしいと評すべき姿ということでしょうか」


  　口元を血に濡ぬらす司し狼ろう。その足下もとで急速に溶け落ちていく双頭剣歯虎デユグリスの死し骸がいには目もくれず、少女は愛しき獣シロウに官能的な眼差まなざしを向ける。


  「グルルルル……グオッ……ウォオオオオオオオオオオオオオン！」


  「ふふっ、血に昂たかぶりましたか。ですが、まだ果ててもらうわけにはゆきませんよ？」


  　少女は軽やかに飛び、再度司狼の頬ほおを取る。興奮しきった狼おおかみは牙きばを剥むき出し、荒い息を吐いていたが、少女は優しく見つめてキスをした。


  　そして、顧かえりみる。


  「ご覧なさい。世界を繋ぐ門アモル・フオルタムより、現世人ウイルの香気を嗅かぎつけた魔獣レムレースたちが我われ先にと現れ出いでてきます。門が閉じるまでのしばしの間、私たちは奴やつらを駆除しなければなりません……それが、愛しき男を訪ね来る女の義務オブリガテイオー。もちろん、本来ならば私一人で果たさなければならぬところですが……我が愛は、力添えをしてくれますよね？」


  　少女の視線の先に、不可思議な影があった。


  　月光に照らされたその不気味な姿──猪いのししのような顔を持った寸ずん胴どうな人型のもの、顔の半分を占めるぎょろりとした目を持つしわくちゃの猿のようなもの──は、普段の司狼であれば見ただけで気絶してしまいそうなほど。


  　しかし、狼の姿となった司狼はふてぶてしくそれらを睨にらみ、牙を剥き出す。


  「さぁ我が守護獣ベステイア、共に奴らを駆除しましょう。ですが、ここで次の課題です……血に猛たけりながら戦うだけではいけませんよ？　そなたは、人の心を持った気高きケダモノとなるのですから！」


  



  　美しい少女に従い、黄金の獣けものが満月に吠ほえた──。


  第二章　[image: ]　ファンタスティック（？）な家族のあり方


  



  　柔らかいベッドの感触。使い慣れた枕まくらの匂におい。


  　司し狼ろうは、自分が眠りから覚めたことに気が付いた。


  （あぁ、なんだか変な夢見てたな……なんだっけ？　バケモノと戦う……夢……？）


  　寝返りを打つと、カーテンの隙すき間まから漏もれた朝日が目に刺さる。真夏のように鋭くはないが、もう充分に強い日差しだ。


  （今、何時だろう……目覚ましが鳴ってないってことは、まだ六時前か……あぁ、今日は試合だ……応援に行かなくちゃいけないんだ……応援に……ん？）


  　不意に、違和感を覚えた。


  　いつも熟睡をくれる高級ベッドは何な故ぜか寝返りが打ちにくく、普段嗅かいでいる自室の匂いに異なる甘い香りが混じっている。


  『なんだろ……母さんが、花でも生けてくれたのかな、んん、ふわぁあ……って！　僕、またわおんわおんとしか言えてない!?』


  　自分の発した言葉が、犬の声で聞こえてきたとあっては、正気を疑わざるをえない。


  　司狼はベッドから飛び起きて、自分の顔に手を触れ……手そのものを見る。


  『にっ、にっ、肉にく球きゆうぅううううううううううう！』


  　ある朝、司狼がおかしな夢から目を覚ますと、自分がベッドの中で巨大な犬になっているのを発見した。


  『しかもパジャマ着てる！　うぅん、腰のあたりがちょっと窮屈！　無理やり服を着せられる犬の気持ちがわかる朝ってなんなのさ!?』


  「ん、んん？　なんですか、わおんわおんと騒々しい……おや？　いやですね兄さん、人の寝込みを襲うだなんてはしたない。ですがその劣情、嫌いではありませんよ」


  『わははー。今日もばっちり、きみが何言ってるのかわからないよ！』


  　もはや泣くしかなかったが、涙は出なかった。


  　司狼は諦あきらめて状況を確認する──ここは自室、自分のベッド。日付は五月二十六日。時間は午前五時五十分を少し回ったところ。


  　そしてセミダブルのベッドには、パジャマ姿の美しい少女と、パジャマ姿の巨大な犬（狼おおかみ）。


  『よし！　やっぱりさっぱり意味がわからない！』


  　ワオーン、と悲しげな声が室内に響いた。


  「ふふふ、人が寝ている間に唇を吸い、唾だ液えきを啜すすったりするからそのような姿になるのですよ」


  『そんなことしてなっ……いかどうかは、寝てる時の僕に聞いてみないとわからないけど……そ、そうか、昨日もキスされて変身したんだっけ。いや、でもそんなことがあるわけが……あれは夢？　これも夢？　僕、まだ眠ってる？』


  「兄さんが私の寝姿に愛を感じるのはよくわかります。抱き締めたくもなるでしょう、口づけしたくもなるでしょう、それ以上のことも……もちろん私は、求められればいつでもどこでもお相手いたしますよ」


  『なっ、なんの相手さ！』


  　少女の手が司し狼ろうの口元に伸びる。あごを撫なで、そして首を、耳の後ろを撫でる。


  『わ、わ、わ……気持ちいいっ……いいけど！』


  「さぁ兄さん、なすべきことをなさってください……わかっていますよね？」


  『わかんないよっ、何もかもわかんないんだってば～～！』


  　どことなく卑ひ猥わいな感じのする少女の言動に、司狼は我われを忘れてのたうち回る。


  　すぐに目が回ったのか、気分が悪くなった。高熱を出したかのように朦もう朧ろうとし、血の気が引くような不快感が襲いかかる。頭を振ってそれらを払い落とし、はっと姿見を覗のぞき込んだ。


  「も、戻ってる!?　僕だ、僕がいるよ！　お帰りなさい僕、ただいま返りました僕！　あぁ、人の姿って素晴らしい……人間ってとっても素晴らっ……あ痛っ、たたた、何これ」


  　左腕を包み込んでいたのは、しっかりと巻かれた包帯。


  　そこに傷があるとわかると、急激に痛みが増す。そしてその痛みが、昨夜のことを真実だと教えてくれた。


  「夢……じゃ、なかったんだ。今、犬になってたことも、昨日のことも」


  「犬ではなくて狼おおかみですよ。そうした卑ひ下げは見苦しいので改めていただけませんか、兄さん？」


  「そうそれ！　兄さんって何？　ほかにも聞きたいことがあり過ぎてまとめるのも大変なんだけど……まず、そもそも、きみは誰？」


  「誰、とはなんとも不ぶ調ちよう法ほうではないですか。これほどまでに惹ひかれ合っているというのに、まだそのような無ぶ粋すいな戯たわむれを？　……はっ！　まさか、私を受け入れないと言うのですか？」


  「受け入れるも何も……い、妹って言わなかったっけ？　なのに惹かれ合うとか……」


  　にじり寄ってくる少女にたじろぎ、後あと退ずさる司狼。


  　その妖よう精せいのように美しい容よう貌ぼうや、甘い花のような香りには、確かに惹かれるものはある。まして、その美しい唇と触れ合ったとあってはなおのこと。


  （あぁでも、胸は小さいな。僕はもっと大きい方が──）


  　少女の胸元に目をやった瞬間、司狼は自分の顔面を殴なぐりつけた。


  「……何をしているのです？」


  「自分を罰してるだけだから気にしないで」


  「わかりました、気にしません……さて。はるばる常若の国ウイクスより、そなたと逢あうためだけに世界を繋ぐ門アモル・フオルタムを越えて来た愛いとしい妹が、今こうして目の前にいるというのに……ねぇ、兄さん？　惹ひかれ合わない理由などありません。愛し合わない理由など、ありはしません……えぇ。情を交わさない理由など、どこにもありはしないのです」


  「じょじょじょじょ情を交わすとか、なななな何を言ってるのか……ごっくん！」


  「……ふむ、なるほど。そうだろうそうだろうと思ってはいましたが……つまり兄さんは、率直な物言いがお好みなのですね？」


  「いや、言ってる意味は辛かろうじてわかる……」


  「兄さん。愛すべき妹であるこの私を、孕はらませてください」


  「率直すぎるぅうう！」


  「私と子をなしましょう。二人で愛する子どもをもうけましょう。私は、兄さんに孕ませていただくためだけに、こうして側そばに参ったのですよ？　嬉うれしいでしょう、嬉しいですよね、もっと素直に喜んでください。そして私のことも喜ばせてください」


  「いやいやいや、それはおかしい！　兄きよう妹だいなんでしょ？　いやいや、僕一人っ子だし？　妹を孕ませるって意味がわかんないっていうか、それよりもっと根本的にわからないことをっ」


  　顔を真っ赤にして捲まくし立てる司し狼ろうの背後で、ドアがノックされてすぐに押し開かれた。


  「シッロちゃ～ん、朝ですよ～！　お怪け我がの具合はいかがですか～……──あら？」


  「かっ、母さん!?　うわっ、あっ……あ痛ぁ！」


  　母の乱入に慌あわてふためき、ベッドから転げ落ちる。


  「あら～。カレンちゃん、ここにいたの？」


  （な──!?）


  「なんですかナゴミ、兄さんとの逢おう瀬せを邪魔立てする気ですか」


  （に──!?）


  　司狼は床に転がったまま、母と妹（自称）の自然なやりとりに驚く。


  「あらあら、逢瀬だなんて可愛かわいいわね。でもわかるわ、ようやく会うことが許された愛しいお兄ちゃんだものね。思う存分甘えたいのよね、うんうん」


  「そうです。なので、永と久わに二人だけにしておいてはいただけませんか？」


  「あら、まるで二人が結婚しちゃう～みたいな言いぐさね。でも、だぁめ。シロちゃんは大切な息子だもの。まだまだ親離れして欲しくないわ……巣立つには早すぎるの」


  「そんなことはありません、遅いくらいです。現に私はもうノアの庇ひ護ごを離れていますよ」


  「ノアのことはとても愛しているけど、子育てに関しては最初から意見が違っていたわ。でもいいの、おかげで私はシロちゃんと一緒に過ごしてこられたんだから……だから、これからもシロちゃんと幸せな家庭を築いていくのよ」


  「手強いですね。さすがはノアの運命の女デイレクタ」


  「もちろん、カレンちゃんも大切な娘よ。だからこそ、二人には清い関係でいてもらいたいの……さぁ、親子三人で清く幸せな家庭を築きましょう。まずは朝ご飯からね」


  「ふむ、朝食ですか。良いですね……仕方ありません。ひとまずは引きましょうか」


  　母の言葉で、妹（自称）から括かつ弧こ書きが消えた。


  「……母さん？」


  「なぁに？」


  「説明してくれない？　って、まずはどこから説明してもらうかも考えつかないけど！」


  「ん～？　カレンちゃん、シロちゃんに何も話してないの？」


  「言葉など交わさずとも、私たちの心は深く繋つながっていますので」


  「ごめん、繋がってないからわかんない。名前だってさっき初めて知ったよ」


  「そうして焦じらすのが兄さんの嗜し好こうなのですね。いえ、悪くない、悪くないですよ、ふふっ」


  「うっとりされるようなことは言ってないよ!?」


  　てっきりエス気質かと思っていたが、もしかするとエム気質もあるのかもしれない。


  　ますます正体不明になった少女──カレンを見み据すえ、司し狼ろうは思い切り頭を抱えた。


  



  「ほら、カレンちゃんとノア、とってもよく似ているでしょう？　それに、シロちゃんとも鼻筋から唇にかけてよく似てる。さすがは双ふた子ごね」


  「元は二人で一人だったのだから当然ですが……目元が違うのは、聖霊サンクトウスの悪いた戯ずらと言うべきでしょう。もっとも、私は兄さんがどのような容よう貌ぼうをしていたとしても構いはしません。大切なのは、お互いの気持ちですから」


  「サンなんとかってのはわからないけど、この十二時間くらいの間で、僕の気持ちが尊重されたことは一度もない気がするよ」


  「でもほら、カレンちゃんの目はノアに似ているわ。シロちゃんはわたし似ね」


  　きりりと鋭い眼差まなざしのノア、そしてカレン。穏おだやかな目をしているなごみと司狼。


  　そして髪の色は、カレンが透すき通るようなプラチナブロンドで、ノアはくっきりとしたゴールデンブロンド。なごみは天然の栗くり毛で、司狼はノアとなごみの中間だった。


  　目の色もノアとカレンが同じで、なごみは黒。司狼は、黒だがじっくり見ると深い碧あおが含まれていることがわかる。


  （でも、身長は結構違うかな。これは男女差ってとこか……いや、発育が悪いっていうのは僕とよく似てるかも。これについては、二人して母さん似なんだな）


  「ほら、これが二人が赤ちゃんの時の写真。可愛かわいいでしょ～。こっちがシロちゃん、こっちがカレンちゃんね」


  　言われずとも髪色でわかる。赤子のころの顔立ちは、双子らしくよく似ていた。


  「……こんな写真があったなんて。なんで今まで見せてくれなかったの？」


  「だって、ノアが見せなくていいって」


  「なんでさ！」


  「さぁ？　一緒に暮らせないからじゃないかしら」


  「父親ぁっ……」


  　ただでさえ秘密だらけの父なのに、妹に関する秘密まで隠していたとは。問題だらけの父に、司し狼ろうは怒りを覚えるが、もし面と向かったとしても文句が言える気はしなかった……今、母に何も言えないのと同じように。


  「それじゃ……カレン、ちゃんは」


  「ちゃん、などと他人行ぎよう儀ぎな。私たちは、元は二人で一人の……」


  「カレンはっ……本当に、僕の妹なんだね？」


  「えぇ、そうよ」


  「ようやく受け入れられましたか？　兄さんは頭の回転が遅くていらっしゃいますね」


  　世に言うどや顔を見せるカレンに、司狼は呆あきれて母を見る。


  「日本語では、風に恋って書くのよ。可愛かわいいでしょう？　中なか津つ川がわ風か恋れん、十六歳。あなたには、生き別れていた金髪の妹がいたっていうわけ、凄すごいでしょう」


  「……凄過ぎて、どう納得すればいいのかわからないよ」


  「考えなくていいわ、感じるのよ」


  「格好良さそうに言っても駄目！　それじゃ父さんは？　ノアって人はどうしてるのさ、生きてるの？　死んでるの？　どこにいるの！」


  「さぁ？　カレンちゃん、知ってる？」


  　母は首を捻ひねり、娘を見る。


  「常若の国ウイクスのどこかでしょうね」


  「それ何県？　世界中のどこを探してもそんな国はないよ！　カレンはどうやって日本に……ここに来たの？　あの光の柱は何？　それと、あのっ──」


  　あの、バケモノは何？　……息を呑のむ司狼に、カレンは冷ややかな目を向ける。


  「兄さんは本当に頭が悪いのですね。それとも、耳が遠くていらっしゃるのですか？　既すでに何度も、世界を繋ぐ門アモル・フオルタムをくぐり、この愛しき世界アモル・アゲールを訪れたのだと」


  「あー！　もー！」


  「アーモーではなく世界を繋ぐ門アモル・フオルタムです。私たち兄きよう妹だいが互いを思い、欲する気持ちが強くなった時に……実は私一人の思いでも大丈夫なのですがそれはおいておいて、と……開く、常若の国ウイクスと愛しき世界アモル・アゲールを繋つなぐ門、そして道。我われら精霊人フエミナは、自身と世界と精霊エレメントウムの導きに従い、恋人アマトウスを愛するために、そしてその子を授けていただくために門をくぐり来るのです……どうですか、嬉うれしいでしょう。もっと素直に悦んでください」


  「最後のニュアンスがおかしかったのはともかくとして……母さん、わかった？」


  「ノアも同じようなこと言ってたわね～……そう、あれは桜舞い散る春の日のこと」


  「はいはい、わからないってことね」


  「考えなくていいわ、感じるのよ」


  （駄目だっ。脳のう天てん気きな人だと思ってたけど、ここまで果てしなく呑のん気きな人だとはっ！）


  　十六年も経たって今いま更さらだが、なごみ自身もノアについて何も知らないのではないだろうか。それでもなお、ノアが司し狼ろうの父だと嘯うそぶき、カレンを妹だと認知してしまう。


  　出生の秘密に悩むが故ゆえに鍛きたえられた司狼の常識力は、母にも妹にも、そしてまだ見ぬ父にもまったく通じないのだと悟さとる以外になかった。


  



  　朝食を終えて一息つく。


  　カレンは器用に箸はしを使い、なんの違和感もなく和食をたいらげた。


  （ホント、この子の言ってることがまったくわからないままだよ……でもそういえば、戦ってた時にはもう少し理解できたような気がするんだけどな……って、そうだ！）


  「さて兄さん、腹もふくれたところで、朝の続きをするというのはいかがでしょう」


  「いや、それより昨日のことなんだけどさっ」


  「なんです？」


  　話を無視されて不満げに唇を尖とがらせるカレンの隣に座り、台所仕事をしている母に気付かれないよう耳打ちする。


  「あのバケモノ、あれからどうなったの？　そもそも、どうやって僕たち帰って来たの？」


  「バケモノ……魔獣レムレースのことですね。一通り駆除した後、意識を失ったままの兄さんと森で休もうと思いましたが、ナゴミが迎えに来ましたので」


  「母さんが？　なんで……って、ＧＰＳか」


  　帰りの遅い息子の位置を携帯ＧＰＳで追跡したら、目の前の公園でずっと動かない──それで様子を見に来たのだろう。


  「それってもしかして、犬になってるところ見られたんじゃ!?」


  「狼おおかみですってば……いいえ、見られてはいませんよ。その時は既すでに+を終えていました。下半身丸出しの兄さんと私を見つけたナゴミに案内され、こちらの住まいまで……ご安心ください。兄さんは私が、風の精霊ウエントウスの力を借りて運びましたからね」


  「突っ込みどころが多過ぎてどうにかなりそうだよ……って、それって、きみの、その……ま、魔法？　母さんに見られちゃったってこと？　いいの？」


  「いい、とは？　ナゴミはノアの運命の女デイレクタでしょう。何を見られたところで構うことはありませんが……それに、マホウ？　なんですかそれは」


  「あのバケモノを押さえ込んだり、僕を狼に変えたりしたじゃないかっ」


  「風の精霊ウエントウスのことですか？　獣化ミユータテイオーはともかく……マホウ、魔法、あぁなるほど。こちらでは精霊魔法アクテイオーをそのように言い習わすのですね」


  「あくちお……うえんとす……みゅーたちおー……さっぱりわからないけど、よくわかった。カレンって、その……日本人じゃ、いや、地球人じゃ、ない？」


  「えぇ、私は精霊人フエミナ。常若の国ウイクスよりこの愛しき世界アモル・アゲール……日本？　地球？　を訪れし者。兄さんは精霊人フエミナにして現世人ウイル……地球に住むことを求められた精霊人男子フラーテル。そして我が愛、恋人アマトウスよりも更さらに愛深き、運命の男デイレクトウス」


  「……精霊人フエミナね。常若の国ウイクスって、どこにあるの？　まさか宇宙？　僕たちって宇宙人なの？」


  「ウチュージンというのがなんなのかは知りませんが、そのような無ぶ粋すいなものではありません」


  「わかんないのに無粋って……うぅん。なんとなくわかってきた気がする」


  　どうやら日本語に直せない、直しにくい言葉が、カレンの国の言葉で聞こえるらしい。もちろん、ほかの部分がちゃんと日本語で聞こえる理由はさっぱりわからない。


  「別にわからなくても構いません。感じてくださればいいのです」


  「親子だっ」


  　カレンの澄まし顔に、母の面影を見た。


  「宇宙人じゃないなら、異世界とか？　異世界人っていうやつかな……それってやっぱり妖よう精せいみたいなもの？　日本的に言えば妖怪……っていうよりは、やっぱ欧米ファンタジー系だよね。つまり僕は……僕たちは、異世界人と地球人の間に生まれたっていうこと？」


  「……兄さんが何を言っているのか、さっぱりわかりません」


  「カレンには言われたくないよ！」


  　平凡な男子高校生には納得しがたいことだが、状況を見るに母は納得ずくらしい。


  　どうにかこうにか納得したとしても、父親が女性である意味はわからないまま。


  　水着姿を確認するに、地球人の女性とまったく変わらない……むしろグラマーな体型をしていたが、もしかするとあの体で男性器も持っているのだろうか。だとすると、このカレンも少女に見えて実は？


  （いやいやいや、ないないない！　ないというか、それはあって欲しくない！）


  　両りよう性せい具ぐ有ゆうという言葉も存在も知らない司し狼ろうには、こうした想像＆妄想は理解の範はん疇ちゆうを超えていた。そしてもちろん、ノアもカレンも両性具有ではない。


  （異世界人っていうのは無理やり理解したとしても、出生の秘密はわからないままじゃないか。それどころか、いきなり妹ができるだなんてどうすればいいんだろう。友達には説明しなくちゃいけないかな……って！）


  「いっけない！　試合が！」


  　柔道部の友人たちのことを思い出し、一気に現実に戻る。


  「部活ならしばらくお休みするって、昨夜のうちに顧問の先生に電話しておいたわよ？」


  　後片付けを終えた母が、澄まし顔で戻ってくる。


  「そんな怪け我がしてるんだから、柔道なんてできないでしょう？　本当はお医者さんに連れて行こうと思ったんだけど、カレンちゃんがいい薬を持ってるからって……大丈夫？」


  「動かせないほどの痛みじゃないよ。今日は大事な試合だから、行かないと」


  「シロちゃんが出場するわけじゃないでしょ？　それに、せっかく来てくれたカレンちゃんを放っておくの？」


  「いや、それは……そういえば、カレンはどうするの？　いきなり妹です、だなんて誰にも紹介できないよ」


  「どうして？　いいじゃない、外国にいた妹が帰ってきただけなんだから」


  「外国って！　なるほど、そういう納得の仕方なんだ……ね、ねぇ？　帰って来たってことは、このまま家に住むの？」


  「もちろん住むわよ？　ねぇ、カレンちゃん」


  「そうですね、近くの森に住んでも構いませんが、兄さんと同じ家にいる方がいろいろと捗はかどりますから」


  「何を捗らせる気なのさ！　カレンとはまずそのあたりのことを話し合わないと……」


  「とにかく、今日はカレンちゃんと一緒にいるの。後でみんなで買い物に行きましょうね」


  　無む下げに逆らえば泣く母である。司し狼ろうは大人おとなしく頷うなずくことしかできなかった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　柔道部の顧問には改めて司狼自ら電話して、腕に怪け我がをしたことで今日の応援を休むことを告げた。


  　その後、撫子なでしこの携帯電話にもかけたが出てもらえなかったので、大和やまとにかける。すると、撫子も体調を崩して寝込んでいるのだと聞き、不安に駆られた。


  「兄さん？　……兄さんってば！　兄さんは、屋外で愛し合うのがお好みなのですか？」


  「……なんでそうなるのさ」


  　愛いとしい少女への思いを遮さえぎられ、仏ぶつ頂ちよう面づらをしてしまう司狼。


  「部屋で朝の続きを、と言っているのに、わざわざ森にまで来るからです。それはもしや、愛し合う姿を万ばん人にんに見せつけようという嗜し好こうの……」


  「見せないよ！　そもそも愛し合わないし……あとここ、森じゃなくて公園ね。なんだか昨日のことがまだ信じられなくてさ」


  　買い物に行くのは午後からとのことで、空あいた時間で昨日の場所を再訪する。家の目の前にあり、幼いころから何度も遊び、隅々まで知り尽くしたはずの河かわ越こし自然公園。


  　カレンと出会った場所も、落ち着いて思い出せばすぐにわかる。


  「古こ墳ふん、か……」


  　園内のそこかしこにこんもりと盛り上がった部分がある。何も知らなければただ地面が盛り上がっただけの場所だが、それは古こ墳ふんだった。円墳十二基、方墳八基があったはずだ。


  　思い返せば、ここの円墳の上に光の柱が立ったような気がする。それは果たして、偶然なのか、なんらかの必然なのか。


  　カレンに聞いたところでまともな答えが返ってくるとも思えなかったが、異世界から来た妹のことを少しでも理解できるならと振り返る。


  「ねぇ、カレン。訊ききたいこと……うわぁ!?」


  「はい？」


  「駄目っ、一緒にいたかったら空飛んじゃ駄目！　そういえば飛べるとか忘れてたっ。いやもうホント、何このファンタジーっ子！」


  　司し狼ろうの胸の高さあたりで、まるでハンモックにでも釣つられているかのようにゆらゆらと浮ふ遊ゆうするカレン。司狼は慌あわてて抱きつき、地面に引きずり下ろした。


  「ふむ……やはり屋外が好みなのですね。もちろん私は兄さんの寵ちよう愛あいがいただけるのならどこでも構いません、さぁ参りましょう、めくるめく官能とやらの世界へ」


  「そんなおかしな世界には行かないよ！　とにかく降りてっ」


  「大丈夫ですよ。私だって愛しき世界アモル・アゲールでの行ぎよう儀ぎ作法くらい心得ています……この姿は、ほかの誰にも見られないように、えーと……魔法をかけることができますから」


  「何それ便利っ、けど胡う散さんくさ過ぎ……って、うわぁ！　ホントに見えないし！」


  　視界からカレンが消える。しかし、その肩には触れたまま。


  「さ、さわれる、でも見えない……向こうの地面も透すけて見えてる。なんなのこれ……」


  「なんなら、兄さんも見えなくして差し上げましょうか？　空を飛ぼうが、素裸でいようが、誰からも咎とがめられることはありませんよ」


  「やめてやめて、怖いことしないで」


  「怖くなどありません。慣れてしまえば気持ちいいものです……さぁ兄さん、共に快楽に身をまかせましょう。官能に、欲望に心を預け、我われらの愛する子をなしましょう」


  　姿を現し、唇を寄せてくるカレン。


  　司狼は慌てて身を引き、カレンの攻撃を避ける。


  「あ、危なっ……怖過ぎるってば！　だいたいそのおかしな誘惑やめてよね？　僕には、その……なんというか、その……えぇと、あの……」


  「なんですか、うじうじと見苦しい。もっと凛りんとしてください。言いたいことも言えないような矮わい小しような心は、矯きよう正せいしなければなりませんね……いえ、調教ですか？」


  「わー！　だ、だから、僕には好きな子がいるから、おかしなこと言わないでよ！」


  「わかっています。私ですよね？」


  「違う！」


  「……………………」


  「……か、カレン？」


  「おかしなこととは失礼な。兄さんが私を愛するのは世界の運命に定められた確定事項なのですよ？　もちろん私も兄さんを心の底から愛しています。両思いって素敵ですね」


  「なかったことにした!?　だから、僕にはちゃんとほかに好きな子がいるから」


  「あー、あー、聞こえません。いっそのこと、その声が常とこしえに誰の耳にも届かないようにして差し上げましょうか」


  「本当にできそうで怖いっ……そ、それに、兄きよう妹だいで愛とか、じょ、情交とかおかしいから！　いくら初めて会ったとはいえ、僕とカレンは本当の兄妹なんでしょう？」


  「もちろん。だからこそ惹ひかれ合い、愛し合うのが定め」


  「そこがわかんない！　そっちの世界じゃどうだか知らないけど、こっちの世界じゃ兄妹で愛し合っちゃいけないの！」


  「おやおや、それは哀れなこと……ですが私たちには関係ありませんね」


  「僕の倫理観的には関係あるんだってば！」


  「リンリカン……ふふっ、そのようなもので縛らなければならぬほど、兄妹愛は甘かん美びなものということにほかなりません。本当はこちらの人々も兄妹で情を交わし、その官能的な陶とう酔すいにふけっているのではありませんか？」


  「あぁっ、なんだか説得力がありそうな気がしなくもない……いやいや、ないものはない！」


  「強情な……ですが、その気概が折れる時、兄さんがどのような艶なまめかしい顔を見せてくれるのか楽しみで仕方ありません……さぁ、倫理の壁を突き破るほどの昂たかぶりを、つまらぬ規則など蹴け散ちらすほどの滾たぎりを、昨夜の雄お々おしく激しいケダモノの姿を見せてください」


  「人のことを狼おおかみにしようとしないで～～！」


  「いいのですよ、強き狼となって野生の本能の赴おもむくまま私を襲ってください……大切な初体験がケダモノ相手だったとしても、私は一向に構いませんから」


  「せめてそこは構って!?　人としての最低限の倫理は守って～～！」


  　しかし悲しいことに、司し狼ろうはただの思春期の少年。あからさまにエロティックな誘惑には、それがたとえ実の妹であっても、男子としての情動を隠しきれなかった。


  （反応しちゃってることがバレたら、それこそカレンの思うつぼだ。話を逸そらさなきゃ、話を……聞きたいことはたくさんある）


  「ねぇカレン、どうして僕を狼にするの？　確か、バケモノは一人でも倒せる、みたいなこと言ってなかったっけ」


  「それはもちろん、兄さんが私の守護獣デイレクトウスだからです」


  「駄目だ、やっぱりわかんない……」


  　誇らしげな顔、というよりはどや顔を見せるカレンに、司狼はがっくりと肩を落とす。


  「今でもそれなりに好ましいのですが、更さらに愛するに足る運命の男デイレクトウスとなるため、兄さんには研けん鑽さんを積んでいただこうと思っています。昨夜も双頭剣歯虎デユグリスのほかに三体の魔獣レムレースを駆除いたしましたが、そのまま気絶してしまうようではまだまだですので」


  「えっ、あのふたつ頭のサーベルタイガー以外にもまだいたの!?」


  「いましたよ？　三体とも兄さんが倒しましたが……それも覚えていないんですね」


  「覚えてないよ……そうだ、この傷。サーベルタイガーに腕を噛かまれたあたりから、なんだかぼうっとして……うぅ、最初のうちはちゃんと意識あったのになぁ」


  「…………はい？」


  「それとさ、倒したバケモノたちはどうなったの？　あんなのの死し骸がいが見つかったら、大騒ぎになるんじゃ……」


  「守護獣ベステイアの時に意識があったのですか？」


  「ベスチアって何。イタリアのベネチアしか知らないよ、一回しか行ったことないけど」


  「狼おおかみの姿のことですっ。意識……あぁ、空腹感とか恐怖感とか、そういうことですか？」


  「いや、きみが何言ってるのかもちゃんとわかったけど……そうそう、なんでこっちの言ってることはわかってくれないのさ。そりゃあ、わおんわおん言ってるようにしか聞こえなかったかもしれないけど」


  「私の言葉が理解できたのですか？　しかも、私に話しかけていた？　それは誠まことですか？」


  「本当だってば……あぁ、そういえば狼の時にはきみが何を言ってるのか、だいたい理解できてた気がするんだよね。あの綺き麗れいな、風の精霊ウエントウス？　……も見えたし」


  「それならば何な故ぜ、すぐに守護者ウイクトルに進化エボルテイオーしなかったのですか」


  「……わかんないよ。意味も、言葉も」


  「ふむ……獣化ミユータテイオー自体が初めてだったからでしょうか。守護者ウイクトルの概念がわからなかった？　確かに、どのような意思で進化エボルテイオーするのか、私にはわかりませんが……」


  「わかったのは、狼になることが獣化ミユータテイオーなんだね。そして、その姿が守護獣ベステイアで……守護者ウイクトルっていうのはもしかして、更さらに何かに変身すること？」


  「守護獣ベステイアの状態では、体に合わせて心もまた狼の程度となるのが常であるはずです。しかし、人としての意思が、知性や知恵が生じていれば、それはもはや守護獣ベステイアにあらず、守護者ウイクトル足りうるはずなのですが……」


  　つまり、人の心を持った狼、ということだろう。司し狼ろうは最初からその状態だったはずだ。


  「とはいえ、双頭剣歯虎デユグリスを倒すころにはもう意思はなかったのですね？」


  「うん、そうだね……ごめん」


  「詫わびることはありません。普通と少し順番は違いますが、守護獣ベステイアで意思を持てていたというのは朗報です。これならば、守護者ウイクトルへの進化エボルテイオーにもさほど時間はかからないでしょう……後は、また魔獣レムレースが出てきてくれればいいのですが」


  「えぇ!?　魔獣レムレースってあのバケモノたちのことだよね？　もう戦うのは嫌だよ！　狼にされるのもごめんだし……だ、だから、あんなのの死し骸がいなんて誰かに見つかったらっ」


  「それは心配しなくても構いません。こちらでは、魔獣レムレースは死ねばすぐに朽くち果てます」


  「へぇ……だからって、また戦わされるのは」


  「意い気く地じのないこと。先が思いやられますね……とはいえ、世界を繋ぐ門アモル・フオルタムが開かなければ、奴やつらがこちらに来ることはないでしょうが」


  　カレンを、そしてバケモノたちをこちらの世界に連れて来た光の柱。道であり、扉とびら。


  「来ないならそれに越したことはないけど……その、アモルなんとかが開くのには、何か儀式めいたものとかが必要なの？」


  「ギシキ？　……いえ。世界を繋ぐ門アモル・フオルタムはそうした行事のようなものではなく、私たちの思いと精霊エレメントウムの導きによって開かれる、愛の架かけ橋なのです」


  「なんでその愛の架け橋から、あんなバケモノが出てくるのさ！」


  「私たち精霊人フエミナは恋人アマトウスを求めてこの愛しき世界アモル・アゲールを訪れますが、奴ら魔獣レムレースはその多くが現世人ウイル……こちらの人々を喰くらうために無理をして門をくぐって来ます。自分たちで世界を繋ぐ門アモル・フオルタムを開くことのできない奴らは、基本的に私たちに便びん乗じようするしかありませんので……もっとも、私たちも自分の意思のみで開くものではないのですが」


  「それってもしかして、きみがここに来なければ良かったっていうことなんじゃ……」


  「そうした問題が起きることは承知しています。ですから私たちも、連れて来た魔獣レムレースを駆除するための能力を持っていますし、それを行おこなう義務感も持っていますよ……それに」


  「……何？」


  「兄さんだって、私の愛を欲していたでしょうに」


  「ほ、欲してなんかないよ！」


  　うっとりと微ほほ笑えむカレンに、司し狼ろうは胸の高鳴りを覚えてしまう。


  「ふふふ、そんな強がりを言って……ですが、わかっていますよ。兄さんは私と同じように、心に満ちる愛欲を抑えきれずにいた。だからこそ世界を繋ぐ門アモル・フオルタムが私たちを引き合わせたのですから。そしてお互い、子をなすのになんの支障もない体を持てあましている……そうですよね？　そうに決まっています。素敵なことですね」


  「そ、そんなことない……ないってば、あぁ……」


  　顔を寄せてくるカレン。その美び貌ぼうに、芳ほう香こうに、心が揺らぐのを感じる司狼。


  「本当はもっともっと強い獣けものに、強い男になっていただきたいところですが、今すぐ愛を交わすことになんのためらいもありません……強くなった暁あかつきには、またその時に合った愛し方をしていただければ良いのですから」


  「だから、兄きよう妹だいでそんなこと……」


  「兄妹だからいいのです。兄妹は愛し合うために存在するのです。元もと々もとひとつだったものがまた交わることに、何をためらうことがありましょう。さぁ兄さん、我が愛すべきケダモノ……実の妹わたしと獣欲に満ちた愛を育はぐくみましょう」


  「そんな人の道に外はずれまくった愛なんて嫌だ──！」


  　耐えきれなくなった司し狼ろうは、闇やみ雲くもに駆け出した。本気で逃げられるとは思っていないが、このまま面と向かっていると本当に籠ろう絡らくされてしまいそう。


  「ふふふ、可愛かわいらしいこと。とても素敵ですよ。遠慮せず、本能の赴おもむくままに愛し合いましょう。大丈夫、怖くありません。そこにはきっと、めくるめくような悦よろこびの世界が待っています」


  　本当に待っていそうだから怖い。


  「いや、違うんだ！　僕はもっと清らかな男女交際から始めたいのであって……あぁもう！　だから飛んじゃ駄目！　……って、消えればいいわけじゃなくて！」


  　振り返ると、満面の笑みを浮かべたカレンが飛び寄って……消える。


  　妖よう精せいというより幽ゆう霊れいのように思えてちょっと怖い。見えない姿のまま首にしがみつかれると、更さらに怖さが倍増した。


  「はい、捕まえましたっ……さぁ兄さん、大人おとなしく私と素敵な時間を過ごしましょう。きっと気に入ってくれるはずです、気に入らせてみせます……そして、永と久わに私と二人きりで」


  「怖い怖いっ、そんな重たい愛はいらないよ！」


  「重いですか？　風の精霊ウエントウスのおかげで羽のように軽いと思いますが」


  「そういう意味じゃなくてっ、というかむしろそれも怖っ……んぐえっ、首絞しめないで～！」


  「しっかりと抱いていないと、兄さんがどこかへ行ってしまいそうで……」


  「しおらしさを装よそおっても駄目。カレンの図太さはもう充分わかって……ん？」


  「兄さん？」


  　視界の端に見えたものに向かう。それは、司狼も持っている数学の参考書だった。


  「なんでこんなものが落ちてるんだろ。誰か落としたのかな、それとも捨てた……あれ？」


  「なんですか、そんなものを拾って」


  　司狼の首にしがみついたまま、自主的におんぶされるカレン。


  　重たくはないので司狼はもはや怒りもせず、拾った参考書をめくり、首を傾かしげる。


  「……なんだ？　これ、僕のじゃないか。撫子なでしこさんに貸したはずの参考書」


  　それは確かに、テスト前に撫子に貸した参考書だった。撫子が難しいから、と悩んでいた公式がわかりやすく書いてあった教材。


  　テスト明けに返してもらえればいい、そう話していたのだが。


  「なんで落ちてるんだろう？　ここに捨てられた？　……まさか、ね」


  　サイクリング・ジョギングコースにもなっている道路の端に落ちていた参考書。


  　路面を見るとかすかに自転車のタイヤ跡が見られたが、それが撫子の自転車のものかどうかはわからない。


  （まさかとは思うけど、昨日別れた後に僕を追って来て……それで、あのバケモノを見たとか？　いや、僕が狼おおかみになるところを見られちゃってたなんてことは!?）


  「兄さん？　んもう、兄さんってば！」


  「ねぇカレン、昨日戦ってた時、公園には誰もいなかったよね!?」


  「はい？　そうですね……世界を繋ぐ門アモル・フオルタムの現れる付近には、あまり近付く者はないはずですが……もっとも、兄さん以外の現世人ウイルがいたとしても、私の目には入りませんでした」


  「だったら、見られた可能性はゼロじゃないってことか……うぅ、そ、そんな」


  　体調を崩して寝込んでいるという話だったが、それは果たして本当なのか。バケモノを見たのではないか、それどころかバケモノに襲われたのではないだろうか。


  「電話をっ……でも、もし普通に具合が悪いだけなら迷惑だし、あのバケモノたちに少しでも触れてたんだとしたら……あ」


  　唐とう突とつに思い出したのは、あの不気味な蝶ちよう人間のことだった。


  「ねぇ、カレンが来るより先に、光の柱を通ってくるバケモノがいるってことはあるのかな」


  「それはありません。いればだいたいは気付きます……あぁいえ、隠れて動くのが得意なものもいるでしょうが、気配や物音で気付くと思いますが」


  「見間違いかもしれないんだけど、蝶の羽を持ってる人型の気持ち悪いバケモノって、いたりしない？」


  「……なんですって？」


  「体は人で、蝶の羽があるんだ。顔も蝶……蝶ってわかる？　花の蜜みつを吸う昆虫なんだけど」


  「こちらにも蝶はいますよ。そして、兄さんの言う、蝶の姿を模もした魔獣レムレースも……はっ！　そうでしたっ。世界を繋ぐ門アモル・フオルタムが開いたのが月下百合ルーナリリユームの群生地……その可能性があることは失念していました……あぁっ！」


  　飄ひよう々ひようとした感のあるカレンが見せる初めての歪ゆがみに、司し狼ろうの方が戸と惑まどってしまう。


  「どうしてそれをもっと早く言わないのですか！」


  「え？　だ、だって、ほかにも驚くことがあり過ぎて……」


  「驚かなければならないようなことは何ひとつありませんでしたっ」


  「い、言い切った。そんな馬ば鹿かな……」


  「寄生蝶パピリスとは……これはまた面倒なものが」


  「ぱぴ、りす……って、なんか可愛かわいい名前だけど、やっぱりバケモノなの？　強いの？」


  「強い、と言いますか……見つければ駆除することは容た易やすいのですが、見つけるまでが大変なのですよ」


  「どうして？　小さいから、とか？」


  「それもありますが、寄生蝶パピリスは、ほかの生き物に寄き生せいしますので」


  　わかりやすく、嫌な言葉が司狼の心を引っ掻かく。


  「奴やつらは動物の雌めすや、現世人ウイルの女性に寄生して、雄おすや男性の体液を啜すすります。宿主ウイスクムさえ見つけてしまえば、駆除にさほど苦労はしませんが……しかし、面倒です」


  「た、体液を啜すするって……まさか、血を吸うってこと？　それってどうなるの？」


  「もちろん死ぬでしょうね」


  　あっさりと言い放つカレン。しかし言葉とは裏腹に、さほど深刻さは見られない気がした。


  「常若の国ウイクスには精霊人男子フラーテルはいませんので、私たちが寄生蝶パピリスの標的になることはないのですが……奴やつらの大群に遭そう遇ぐうした生物は、その多くが滅亡すると言われていますよ」


  「滅亡って、そんなにやばい奴らなの？　そんなのどうすればいいのさ……」


  「見つけてしまえば、倒すのは容た易やすいですよ」


  　寄生蝶パピリスのことを知らない司狼は、容易いと言われても安心できなかった。


  「なんでカレンたちは標的にならないのさ？」


  「ですから精霊人男子フラーテル……男性がいないんです。寄生蝶パピリスは男性の体液を餌えさにしていますので」


  「男性がいないってどういうこと!?」


  「はい？　どうもこうも、そのままの意味ですが」


  　またしてもあっさりと言い放つカレン。司狼は目を丸くした。


  「嘘うそ!?　異世界人って、女の人しかいないの!?」


  「イセカイジン……それはどうも優雅さに欠ける言葉ですね。精霊エレメントウムと共にある者……いえ、私のことは麗うるわしき実じつ妹まいとか、愛欲を覚える実妹とか」


  「翻訳はまた後でいいからっ」


  「……はい。常若の国ウイクスに住まう私たち精霊人フエミナは、全員が女性です。ですから、運命の男デイレクトウスを求めてこの愛しき世界アモル・アゲールを訪れるのではありませんか」


  「そ、そうか……って、じゃあ僕は!?　僕って何者なの!?」


  「兄さんは私の運命の男デイレクトウスです。私を愛するために生まれた、私に愛されるために生まれた、特別な存在なんですよ」


  　相変わらず言ってることがわからない。司し狼ろうには、うっとりとしたカレンが真剣に答えているのか、はぐらかそうとしているのかもわからなかった。


  「そういうことじゃなくってさーっ。精霊人フエミナが女性しかいないなら、なんで僕は男で……あぁ、じゃあ父さんは？　ノアも女性っていうことなの!?」


  「当然ではありませんか。ノアはれっきとした精霊人フエミナですよ」


  「どーいうことなのさ～～」


  　父親が女性であることが確定し、出生の秘密がますます深まった。


  「カレン、僕たちってどうやって生まれたの？　もしかして、精霊人フエミナって女性同士でも……」


  「そのようなことより、兄さんが見た寄生蝶パピリスは何体でした？　群れてはいませんでしたか？」


  「僕にとってはそのようなことじゃないんだけど……でも、こっちも大事なことだよね。うん、一体だった、と思う……遠かったし、気持ち悪くてじっくりは見なかったけど、たぶん」


  「そうですか、それが寄生蝶王パピリオ・レギスでないことを願いましょう。ですがどのみち、餌えさ場ばを決めてもらって、犠ぎ牲せい者が出るのを待つしかありませんね」


  「犠牲者って……そんな悠ゆう長ちような！　早く見つけて倒さないとっ」


  「もちろん倒しますよ。ですが、奴やつらは簡単には捜せませんので……それに、私は兄さんさえ無事でいてくれるのなら、ほかの現世人ウイルがどうなろうと気になりませんから」


  　にっこりと微ほほ笑えむカレン。その笑みの奥に、強烈な無邪気さが見えた。


  （この子は本当におとぎ話に出てくる妖よう精せいみたいだ……自由気まま、天てん真しん爛らん漫まん、そして傲ごう慢まんで残酷な、幼おさな子ごのような女の子）


  　己おのれの快楽だけを求める無む垢くな存在。


  　愛されれば、無条件にどこまででも愛してくれるだろう。しかし、憎まれればどうなるか。いや、愛され過ぎても、どうなってしまうのだろうか……。


  「……ねぇ、カレン。それで、僕たちの出生について、何か知ってることはあるの？」


  「はい？　ふむ……そうですねぇ」


  　ひとしきり思し案あんし、にんまりと微笑む。


  「兄さんが私の真の愛を得るに相応ふさわしい存在になったら、寝物語に話して聞かせてあげましょうか」


  「それってどういう存在なのさ」


  「ふふふ……それは、なってからのお楽しみです。では、早くその時が来るよう、すぐにでも修養を積み始めるといたしましょうか」


  「へ？　あ、いや、そんな……だ、駄目だって──んんんんんんんんＮＮＮＮＮＮＮＮ！」


  



  　ＷｏＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！


  



  　こうして、平凡なはずだった十六歳の少年・中なか津つ川がわ司し狼ろうは、出生の秘密だけでは飽き足らず、魔法を使う妹のキスで狼おおかみに変身してしまうという秘密まで抱え込むこととなった。
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  　朝の校舎には、まだ人ひと気けが少ない。


  　だからその男子生徒は、見知らぬ女子生徒に声をかけられてすぐに自分を呼んでいるのだと理解できた。


  「……はい、なんですか？」


  　女子の上うわ履ばきの色は二年生のもの。まだ一年生の男子は、先輩女子に手招きされるままに階段を上る。十段ほど先に行く女子のスカートは短く、その健康的な脚あしに見み惚とれてしまう。ついスカートの中まで覗のぞきたくなって、男子は誘われるように女子を追った。


  「あの……それ以上行っても、屋上には出られませんよね？」


  　女子は三階フロアを越え、更さらに上っていく。河越高校では屋上は開放されていないので、これ以上、上ってもより人目に付かなくなるだけ。


  　何か凄すごいことが起きるのだろうか……男子は妄想に胸を高鳴らせ、急ぎ足で女子を追う。一段、また一段と上るにつれて鼓動は速まり、息は荒くなり、軽い目め眩まいと興奮を覚えた。


  　そしてすぐに、屋上に続くドアの前へと女子を追い詰める。


  「あ、あの、あのっ」


  　すらりと伸びた健脚と張り出した胸元が魅力的な先輩女子に招かれて、男子は酷ひどく興奮していた。


  　女子はそんな男子の様さまが嬉うれしいのか、微ほほ笑えみを絶やさない。


  　そして歩み寄り、男子の両頬ほおを取り、息がかかるほどに顔を寄せ……キスをする。


  　男子は興奮に我われを忘れ、女子を抱き締めて唾だ液えきを啜すする。胸に当たる乳房の感触に恍こう惚こつとし、すぐさま快感の頂点に達し……。


  　そのまま意識を失った。


  



  「……あ、あれ？　なんで僕、こんな所にいるんだっけ？　……ゲホッ、うぇ、喉のど痛いてぇ」


  　次に男子生徒が目を覚ましたのは、昼休みを告げるチャイムが鳴った時だった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　月曜朝。いつも通り八時少し前に北河越駅前でみんなを待つ司し狼ろう。


  　表面上はなんとか落ち着きを取り戻しているが、胸きよう中ちゆうはまったくもって穏おだやかではない。


  　まるで誰かに追われているかのように周囲に目をやっているのは、もちろんカレンがついて来ていないかを確認するためだった。


  （でも、姿が消せるんだから、目で確認しても仕方ない。だからって、まさか匂においで捜すわけにもいかないしなぁ……って、僕は犬じゃないぞ！　ないんだぁ～～）


  　虚むなしい自己突っ込みに肩を落とす。


  　少し離れたところで、飼い主に連れられた土佐犬がこちらを見て怯おびえていた。


  「犬や動物たちに嫌われてた理由も、わかってしまえば単純なことだったなぁ」


  　狼おおかみであるというだけで威圧してしまうのなら、この先も動物たちを撫なでて楽しむという平凡な幸せは得られないのだろう。


  　撫でて楽しむどころか、撫でられる立場にいるのかもしれない……などと思えることがまた、嘆たん息そくを沸き上がらせる。


  　実際、昨日狼になった時、耳の後ろや首元を撫でられた時にはそこはかとない幸福感を覚えてしまったことを思い出し、司し狼ろうは大きく頭を振る。


  （いろんなものが危うい！　人としての尊厳とか、兄としての威厳とか！）


  　そもそも、その尊厳や威厳を軽く甘く踏みにじっているのが実じつ妹まいなのだが。


  　カレンの話によれば、キスによって変身──獣化ミユータテイオーするのは彼女の精霊魔法によるものではなく、極ごく々ごく稀まれに誕生する精霊人男子フラーテルの体質によるものらしい。


  　精霊人フエミナにも男子がいるという事実は少しだけ司狼を安あん堵どさせたが、ノアはやはり女性であるようだったし、ほかの精霊人男子フラーテルの存在は知らないとのこと。


  　血縁女性の体液を摂取するとケダモノに変身してしまう、という異常体質ではそうそう存在はしないだろう。それが異世界ウイクスに精霊人フエミナの男子がいない理由らしい。


  　司狼自身、そんな希少価値を持っていても嬉うれしくはないのだが、カレンにとっては喜ばしいことのようで、兄が存在していることをとても誇らしく思っているようだった。


  （だったら、もっと普通に喜んで……一般的な兄きよう妹だい愛を感じたかったよ）


  　孕はらませて欲しい、という直接的で積極的なアプローチは、昼夜の別なく繰り返されていた。


  　母も認める実妹だからといって、生まれてこの方、存在すら知らなかった妹など心情的には他人でしかない。しかも、客観的に見れば絵に描いたような美少女。


  　そんな少女に言い寄られ、体を擦すり寄せられ続けていると、思春期の本能があっさりと理性を凌りよう駕がしてしまいそうで怖い。


  　もし今、好きな女の子がいなければ、この誘惑に耐えきれなかったのではなかろうか、と。


  （あぁそうだ、撫子なでしこさんの具合はどうだろう。まさか、あの現場を見られたりしてないよな。バケモノと遭あったりしてないだろうな……バケモノ……狼……珍しい異世界人の男子……女性の父親、魔法を使える双ふた子ごの妹……僕は、僕は……いったい何者なんだ～～！）


  



  「──シロ……シロってば！」


  「え？　あ、ヨッシー……お、おはよっ」


  　顔を上げると、親友のヨッシー──浦うら山やま良よし彦ひこが怪け訝げんな顔をして立っていた。


  　司し狼ろうより十五センチ以上も背が高く、倍近い体重がある巨漢の少年は、司狼の小学校時代からの友人で、柔道を勧めてくれた恩人（主に撫子なでしこの件で）。


  　見るからに迫力のある体格だが、顔にはまだ少年らしさが残っているので辛かろうじて司狼と同い年とわかる。


  「どうしたボーッとして、まだ怪け我がの具合、悪いのか？」


  「う、うん、ごめん……昨日も応援行けなくてごめんっ」


  「腕に怪我したって？　……うわ、包帯ぐるぐるじゃんか、大丈夫なのかよ」


  　袖そでを少しまくって包帯を見せる。


  　見るだけで痛そうに顔をしかめる良彦に、司狼は苦笑を浮かべた。


  「痛みはだいぶ引いてるから……そ、それより、昨日の試合はどうだったの？」


  「おうっ。もちろん勝ったぜ……主将は」


  「ヨッシーは？」


  「……ぉぅ……」


  　あっという間にしぼんでいく良彦を見て、司狼は慌あわてて言葉を探す。


  「そっか、残念だったね。でも、次またリベンジしようよ」


  「おうっ。国体予選では絶対に勝つっ。誰にも負けたりしないぜ！」


  　歯を食いしばる良彦。司狼も大きく頷うなずいた。


  「いい心がけだな」


  　二人の前に、大和やまとが現れる。しかしそこに、撫子の姿がない。


  「押お忍すっ、おはようございます主将！」


  「おはようございます大和先輩。あ、あの撫子さんは？」


  「あぁ、すまないが今日は先に行くと……日直とか、何かやることが多いと言っていたな」


  「日直？　そ、そうですか、もう具合の方は」


  「あぁ、今朝にはピンピンしていた。心配することはない」


  「そうですか～、良かった～」


  　撫子は柔道部マネージャー以外に、学級委員長という肩書きも持っている。いつも四人で登校してはいるが、こうして撫子だけが先に登校することもさほど珍しいわけではなかった。


  「へっへっへ、昨日は一緒に休むから、二人でどっか遊びにでも行ったのかと思ったぜ？」


  「馬ば鹿か言わないでよ。そんな不ふ真ま面じ目めなことしないよっ」


  「お前もマネジも、もうちょっと不真面目でもいいと思うんだがなぁ……いや待てよ？　主将の目の黒いうちはそんな危ない橋を渡ることもないか」


  「浦うら山やま、今日の走り込みは三倍にするか？」


  「いやはは、冗談ですって！　走り込み三倍くらい望むところですけど、それより俺と組んでくださいよ。もっと試合形式でやりたいっす！」


  「よし、昨日の反省点を重点的にやるか」


  「やりぃ、よろしくお願いしまーす！　そうと決まれば、早く我われらが河かわ越こし高校柔道場へと参りましょうぞ！　行こうぜ、シロ！」


  「うん！」


  　良よし彦ひこの明るいキャラクターに司し狼ろうも大和やまとも笑顔を見せる。彼は、柔道部でもそしてクラスでも、この明るさでムードメーカーだった。


  「僕も練習頑張るよ。ヨッシーの相手にはならないかもしれにゃふわひはふへほほほほっ」


  　良彦も大和も、唐とう突とつに現れた少女に目を見張った。


  　いくら試合の場ではないからといって、いきなり司狼の首根っこにしがみついて（くすぐって）くる者の気配を察知できないとは……などというような武道家らしいことよりも、その少女の人並み外れた美しさに。


  「シ、シロ？　なんだその子！　金髪だぞ、金髪!?」


  「はぁはぁ、はぁはぁ……カレン！　ついて来ちゃ駄目って、あれほどっ」


  「つれないではないですか……どれほど離別を望まれようと、私はそなたと共にありたい。どれほど憎まれようと、どれほど蔑さげすまれようと、どれほど足あし蹴げにされようとも」


  「してないよ！　だからそういうことじゃないんだって……あぁもう、とにかく離れてっ」


  「いやです。愛いとしいそなたの香りに包まれていたい……くんくん、んん～、んふふふふ」


  「嗅かがないでっ……うわぁ！　どこさわってるのっ、もっ、揉もまないで──っ」


  「良い胸板です。それに、腹筋も……んふ、ふふふっ」


  「きゃ──っ……って、やめなさい！　ホントに怒るよ!?」


  「むぅ」


  　意外と素直に手を離し、一歩退しりぞくカレン。


  　その少女の美び貌ぼうに、大きくふたつに束たばねた金髪に、どこかアイドルじみた衣装に、呆ぼう然ぜんと見入る良彦と大和。更さらに通りを行く人々も、老ろう若にやく男なん女によを問わず目を向ける。


  　しかし当とうの美少女は、何十という視線よりもただひとつの視線のみを気にかける。


  「それで、兄さん？　ガッコーとやらはここですか？」


  「違……」


  「兄さん!?　ど、どういうことだよ!?　なんでこんな金髪美少女と兄きよう妹だいプレイな──ぐほぁ！」


  「おかしなこと言わないでよー！」


  　さすがに温厚な司狼でも、卑ひ猥わいなボケに手が出た。巨体の良彦相手には、思い切りボディブローを食らわせるくらいでないと突っ込みにならない。


  　しかし、良よし彦ひこのダメージはほぼゼロだった。


  「兄きよう妹だいぷれーい……金髪美少女と怪しいぷれーい……羨うらやましいぷれーい……」


  「中なか津つ川がわ……お前、いったいどういう」


  「違います大和やまと先輩！　カレンは……この子は妹です、双ふた子ごの妹なんです！」


  　いつも冷静な大和ですら怪け訝げんな顔をするほどの言い訳だった。


  「とらすとみーっ！　本当ですってば！　ほら、似てるでしょう？　似てますよね!?」


  　顔を隣り合わせる司し狼ろう。ほっぺがくっつくのが嬉うれしいのか、カレンはニコニコしていた。


  「でもシロ、お前一人っ子じゃないか。まさかお袋さんが再婚して、って……双子の妹？」


  「実はその、父さんが連れてった妹を、急にうちで預かることになっちゃって……これ以上は家庭の事情ってことで、ひとまず見なかったことにしておいてもらえると！」


  　まさか異世界人だなどと説明するわけにはいかないし、したところでわかってもらえるはずもない。異世界っぽさを一発でわかってもらう方法（獣化ミユータテイオー）はあるが、それは司狼の社会的な死を意味しそうだった。


  「さぁカレン、家に帰って母さんとゆっくりしててよ。すぐに、とはいかないけど、夜……夕方には帰るからさ」


  「せっかく逢あえたばかりだというのに、昼ひる日ひ中なかずっと寂しく過ごせとはなんたる非ひ道どう、なんたる無む体たい……また私にそなたを捜させようというのですか？　満月の明かりのみを頼りに魔獣レムレースの闊かつ歩ぽする森を、険しき野山を谷を、風の精霊ウエントウスのみを助けに月影の果てまでも……」


  「お願いだから話を聞いて～～」


  「……変わった子だ、可愛かわいいけど」


  「変わっているな、麗うるわしいが……こほん」


  　良彦が、そして大和までもカレンに見み惚とれていた。通りを行く男性の多くも立ち止まって見つめている。


  　単に金髪だから、見み目め麗しいからというだけではない何かが、カレンにはあった。


  「うちで大人おとなしくしてくれてたら、夜にはちゃんと話し相手するから」


  「……話すだけ？　本当にそれだけですか？」


  「あ、遊んであげる……けど、変なことはしないよ？」


  「変なことなどする必要はありません。私がしたいのは兄さんとの子──ふもふもっ」


  「ははははは！　とにかくっ、もう家まで送ってる時間はないから！　ちゃんと帰るんだよ？　そうじゃないと僕……お、お兄ちゃん、怒るよ？」


  「むぅ」


  　いつもいつも浮うわついたことばかり語るカレンだが、頭ごなしに押さえ付ければ意外と頷うなずかせることは難しくない、というのが昨日わかったことだ。


  　力尽ずくというのは司狼の好きなやり方ではないが、何も暴力を振るおうというのではないし、口を押さえることくらいなら端はたから見ても非ひ道どうではないだろう。


  　むしろ、この口でキスされれば狼おおかみに変身させられ、調教されてしまうという無む体たいを働かれるのは司し狼ろうの方。言葉でやり込むくらいは許して欲しかった。


  「じゃあね？　母さんに心配かけるんじゃないよ？　……さぁ、行きましょうっ」


  　いいのか？　と訊きく良よし彦ひこと大和やまとの背を押し、無理にでもカレンから遠ざける。


  　司狼は後ろ髪を引かれつつも、なんとかカレンの視線を振り切った……が。


  「さて、どこがガッコーなんでしょうね？」


  　カレンの笑みが、消えることはなかった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「シロくん、おはよっ。今朝は一緒に行けなくてごめんね？」


  　撫子なでしこのいつもの爽さわやかな挨あい拶さつに、司狼は安あん堵どの吐息を漏もらした。


  「ううん、いいんだよ。日直の仕事、お疲れ様」


  「あははっ、大したことないよ。それより、シロくんも昨日休んだってホント？　……あ、電話出られなくてごめんね？」


  　頷うなずこうとした司狼は撫子の匂においに違和感を覚え、指摘しそうになる。


  「……シロくん？」


  「う、うん！　ちょっと、腕に怪け我がしちゃって。それより、撫子さんこそ」


  「あたしはもう平気。ほら、元気元気っ……うわっ、包帯？　どうしたのよ、これ。大怪我なんじゃないの？」


  「そんなことないよ。二、三日もすれば治る、と思うから」


  「そう？　でも、しばらく部活はお休みだね……っと、先生来ちゃう」


  「あ、あの、撫子さんっ、一昨日……」


  「ん？」


  「……う、ううん、なんでもない」


  「そ？　それじゃ、また後でね」


  　チャイムと同時に担任教師が入室し、出欠を取り始める。二年Ｃ組は今日も誰一人欠席することのない、健康優良児たちの集つどうクラスだ。


  　今年で二十五歳の若くて可愛かわいい担任教師も嬉うれしそうな笑顔を振りまいて、主に男子を喜ばせている。しかし司狼はその笑顔を見ずに、窓ガラスに映った撫子を眺めていた。


  （参考書のこと、聞きそびれたな）


  　いつも通り屈くつ託たくのない笑顔を見せてくれる撫子。だからこそ、どうして参考書が公園に落ちていたのか訊き辛づらい。


  　大和やまとの話によれば、土曜に別れた後、参考書だけ持って司し狼ろうを追いかけたらしい。そして公園で、落としたのか捨てたのか。もちろん捨てたということはない……と思いたい。


  　となればやはり、公園でバケモノと狼おおかみが戦う姿を見た可能性が高いのではないだろうか。獣けものと化すところを見られてさえいなければ、司狼が狼であるとはわからないはずだが。


  （どうなんだろう。カレンと一緒にいるところを見られた？　キスされて、狼になるところを見られた？　バケモノを倒す……殺すところを見られたんじゃ!?　怖くて訊きけないよ～！）


  　こうして司狼が悶もん々もんとしている最中にも……。


  「ふむ、これがガッコーというものに違いありませんね」


  　カレンは次々に同じ建物の中に入っていく同じ衣装の人間たちを見て、自らの衣装も女子生徒たちと同じものに作り替えていた。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　撫子なでしこと話ができないまま午前中の授業を終え、昼休みを過ごし、放課後を迎える。


  　いつもの司狼なら、良よし彦ひこと連れ立って柔道部へと向かうのだが……。


  「シロ、部活どーすんの？」


  「うん、見学……と言いたいところなんだけど、今日は帰らせてもらおうかなと」


  「病院か？　あっ……お前まさか、あの可愛かわいい子とイチャイチャするつもりなんだろう？」


  「し、しないよ！」


  　撫子に聞かれたらどうする気だ、と周囲を見回すが、その姿はなかった。


  「マネジならもう出てったから安心しろって……でもあれだ、あ～んな可愛い妹がいるなんて知ったら、どういう反応するか楽しみだよな～」


  「どうもこうも、妹は妹だよ」


  「でも、土曜に初めて会ったばっかりなんだろ？　そんなの他人みたいなもんじゃん。いくら血が繋つながってるっていっても、あんなに綺き麗れいな子じゃお前、変な気分になっても……」


  「なるわけないでしょ？　馬ば鹿かなこと言わないでよ！」


  「ははは、冗談だって……でもま、ホントに変な気分になる前に、ちゃんとマネジに告コクっといた方がいいんじゃね？　端はたから見りゃ、友達以上間違いなしなんだからさ、そうそう悲しい結果になるとは思えねーし」


  「う、うん……それは、その……こ、この怪け我がが治ったら、考えるよ」


  「……そう？　ま、無理強いはしねーけど。そいじゃ、俺は行くわ」


  「うん、頑張って」


  　良彦を見送り、もう一度椅い子すに腰かける。


  　次々に出て行くクラスメイトたちを見送っていると、すぐに一人きりになった。


  「さっきまで人だらけだったのに、いきなり静かになるなぁ」


  　普段なら自分もすぐに部活に行くので、最後の一人になるまで教室に残っていたことはない。だから、この静けさは新鮮だった。


  　もちろん、すぐそこに人の気配は多くある。


  　窓の外に見える樹木が風に揺れ、葉は擦ずれが風に乗って届いた。それを掻かき消すように、屋外ではしゃぐ生徒たちの声が聞こえてくる。部活動をする者、帰宅する者、様々な声が。


  　自分の声もその中のひとつになっていることが普通だった。


  　学校生活を、普通の生活を、こんなに客観的に感じたりすることはこれまでなかった。この時間、この場所から見聞きすることがなかったから。


  　ほんの少し立ち位置が変わるだけで、世界はこんなにも様よう相そうを変える。


  　自分が知らない世界は、すぐ側そばにあったのだ。見ようとすれば、聞こうとすれば、すぐに知れるこんなにも近いところに。


  　カレンの出現で、司し狼ろうの立ち位置は変わった……のだろうか。


  「まだ信じ切れない自分も、どこかにいるんだよね」


  　この包帯を取っても獣けものの歯形などなく、柔道場に行けばいつもの汗臭い仲間たちとの稽けい古こが待っている。そこには、温かい眼差まなざしを送ってくれる撫子なでしこの姿もあるだろう。


  　好きで、好きで、告白したいけど、どうしても自分に自信が持ちきれなくて、断られるのが怖くて、これまでの関係が、これからの関係が壊れてしまう恐怖感が先立ってしまって。


  （だけど、このまま告白できないまま卒業しちゃったら？　どう思われてるかわからないまま、別々の道を進むことになっちゃったら？）


  　それ以前に、またあんなバケモノと戦ってどうにかなってしまったら？


  



  　……自分が〝人と違うモノ〟なのだと知られてしまったら？


  



  　妹カレンのキスで狼おおかみに変わってしまう体質。嗅きゆう覚かくが鋭く、小柄な割りに体力はあって、いるだけで動物を威圧してしまう存在。


  　そんなモノが、普通の恋愛などできるのだろうか。してもいいのだろうか。


  「あぁもう、なんでこんな悩みまで……出生の秘密だけで充分だっていうのに」


  　他人とは違い過ぎる悩み故ゆえ、誰にも相談することのできない苦悩。


  　悩みが人を成長させるとは誰の言葉だったか。成長する前に変身してしまいます、なんて話してもお笑いぐさだろうが。


  　机に突っ伏しため息を漏もらす司狼だったが、大きく息を吸い込んで顔を上げる。


  「とにかくっ、ここでぼんやりしてててててとぅわあ！」


  「何千、何万という人々の中からでも、愛するそなたを見つけ出すことは容た易やすきこと……さぁ、出で逢あった時と同じようにこの手を取り、そして二度と離さぬように」


  「カレンッ、なんでいるの!?」


  　目の前に、河かわ越こし高校女子制服姿のカレンが立っていた。


  「離さぬようにー」


  「この学校には何千人も何万人もいないでしょ。まったく、いつの間に……って、その制服どうしたの？」


  「ふふっ、似合いますか？　複雑そうに見えて、結構簡単な作りでしたね」


  　くるりと回ってスカートを翻ひるがえし、ステップを踏んで笑顔を向けるカレン。その手が再度目の前に伸びたので、仕方なしに取る。


  　それだけで笑顔が更さらに色濃くなるのを見て、司し狼ろうは胸を熱くする。


  （可愛かわいい、よね……それだけはもう、絶対に間違いじゃない。でも、だけど、どんなに可愛くてもこの子は妹、実の妹！　僕が好きなのは滝たき沢ざわ撫子なでしこさんなんだ！）


  　出会ってすぐに好意を持たれるのは、たとえ妹であっても嬉うれしいものだ。


  　司狼自身、もし妹がいたら可愛がってあげたいとずっと思っていた。


  　カレンに対しての悩みもたくさんあるが、まずは妹ができたことを喜んであげても良いのではないだろうか。この笑顔を見れば、そんな優しい気持ちにもなれる。


  「待ちきれなくて迎えに来ちゃったの？　でも、よくここにいるってわかったね」


  [image: ]


  「兄さんへの愛で、世界を越えてきた私ですよ？　この程度の建物で迷ったり、現世人ウイルの多さに惑うことなどありません」


  「ははは、なんだかこそばゆいな」


  「もっと心地好よいところをくすぐってあげても良いのですよ？　直接的に、刺激的に、官能的に、扇せん情じよう的に、そして私の……」


  「だから、そういうのやめなさい」


  　エロい気持ちは理性の全力を持って弾はじき飛ばす。


  　それが、兄として優しい気持ちで妹に接する方法なのだと心に誓う……つまり。


  （エッチな誘惑には負けないぞ！）


  　ということであった。


  「せめて最後まで言わせてください。兄さんは結構、底意地が悪くていらっしゃる」


  「カレンに言われたくない……って、そうだ。部外者が校内にいるのってまずくなかったっけ。母さんと一緒に来たの？　ま、まさか、転入手続きしに来たとか？」


  「テンニューとやらが何かは存じませんが、ナゴミはいませんよ？　私も朝からこちらにいましたので」


  「朝から!?　じゃあ、ついて来てたの？　今までどこにいたの！」


  　司し狼ろうは驚きのあまり、声が大きくなる。カレンは少し顔をしかめたが、すぐに笑顔に戻った。


  「なにやら広い建物でしたので、あちらこちら見物していました。安心してください、人々に姿は見られていません」


  「あ、そっか、消えられるんだっけ……とにかく、放課後まで待ってくれたのは良かったよ」


  「ホーカゴ？」


  「え？　学校が終わるのを待って、迎えに来てくれたんじゃないの？」


  「…………」


  「…………」


  「もちろん、すべて兄さんの仰おつしゃる通りです」


  「きみの嘘うそはわかりやすいな！　と、とにかく帰ろう。こんな目立つ金髪がいたら──ッ！」


  　唐とう突とつに教室のドアが開いたので、司狼は息を呑のんで振り返る。


  　室内に小走りで駆け込んできたのは、ほかならぬ撫子なでしこであった。


  「……あれ、シロくん？」


  「なっ、なっ、いやこれはっ、だからそのっ」


  　慌あわてて撫子の席を見ると、鞄かばんが残されていた。日直の仕事だ、と気付いてももう遅い。


  （どうしよう、説明っ。ちゃんと説明しなきゃ。カレンのこと、妹だって……そういう関係じゃないんだって）


  　にっこりとして歩み寄ってくる撫子。


  「どうしたの？　まだ残ってるなン……──ッ！」


  「いや、この子はね？　なんというか、その……い、妹でっ」


  　慌あわてる司し狼ろうをよそに撫子なでしこは飛び退のき、勢いあまって壁にぶつかり倒れ伏す。


  「……えっ？」


  　撫子の異常な様子に目を丸くする司狼。その耳に、ごうと唸うなる風音が届いた。


  「風の精霊よウエントウス！　我が敵を界に結べアルクイレーテ！」


  　カレンの願いに従い、風の精霊ウエントウスたちが結界を作り……撫子を捕らえる。


  「な？　な!?」


  「これはこれは……ずいぶんと楽に見つけられたものですね」


  「あっ、あががっ、んあぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」


  　カレンの嘲ちよう笑しようを掻かき消す、撫子の苦しげな声。


  　耳を塞ふさぎたくなるほど粗暴なその声に、司狼はうろたえるばかり。


  「何これ、カレンがやってるの？　いったい何をっ」


  「ご覧なさい、兄さん。あれが寄生蝶パピリスです」


  　カレンに促うながされ、床でのたうち回る撫子を見る。


  「奴やつらには、私と共にある精霊たちエレメントウムが見えたのでしょう。私が精霊人フエミナであると気付き、慌てて逃げだそうとしたのでしょうが……ふふっ、しょせんは虫ですね。黙っていれば、露ろ見けんせずにすんだものを」


  　見れば、撫子の細い喉のどが異様に膨ふくれていた。


  　ごぼ、ごぼっと響く汚らしい水音が響き……そして。


  「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]──んおぁ[image: ][image: ]」


  　撫子の口から、大きな蝶ちようの頭部が現れた。


  「な、なんだよ、あれ……っ！」


  　すぐに女性の体のようななめらかさと膨らみを持った体が現れ、蝶が羽う化かする時のようなしわくちゃな羽が出て、ゆっくりと伸びる。


  　まるでサナギから羽化するような場面だが、蝶のそれのように神秘的な美しさはない。ただひたすら醜しゆう悪あくな姿は、やはり人の体をしているからだろうか。


  　人の体を持った異い形ぎようの蝶。それは間違いなくあの夜に司狼が見た蝶人間──寄生蝶パピリスだった。


  　寄生蝶パピリスはその手で撫子の唇を押し、下半身を喉から引き抜こうともがく。それが痛いのか、苦しいのか、意識のない撫子がびくんびくんと痙けい攣れんする。


  「ひ、ひどっ……カレン、なんとかしてよ！」


  「いいえ、ここは兄さんの出番です……あの醜みにくい魔獣レムレースを駆除なさい」


  「え!?　また僕が……駄目だよ、こんな所で変身なんんっ、んぅうううううっ！」


  　逃げる隙すきも与えられず、唇を重ねられる。ぬるりとした舌が口こう腔こうに攻め入り、甘くかぐわしい蜜みつのような体液が、司し狼ろうに注ぎ込まれた。


  （うわあ、唇の感触が気持ちいい……舌のヌルヌル感も、吸われてるのも……やっぱりキスってエッチな気分になる。妹相手なのにイケナイ気持ちがわき上がってくる～！）


  　強烈な衝撃で頭の中に火花が散る。そして発火した炎が体内で燃え上がり、胸を、腹を、四し肢しの先までも熱くする。


  　細胞のひとつひとつが熱いものに入れ替わった時、そこにいるのは中なか津つ川がわ司狼という少年ではなく、体長一五〇センチほどの黄金の狼おおかみであった。


  「あぁ、なんて美しい……素敵ですよ兄さん。その服を着ていなければ、ですが……えいっ」


  『わあっ、なんてことするのさー！』


  　風の精霊ウエントウスに頼み、司狼のシャツを切って脱がすカレン。ズボンはしっかりと脱げているので、これで黄金の毛並みを邪魔する衣服はない。


  「完かん璧ぺきです」


  『完璧に裸だよ！　……って、どうせわかってもらえないんだろうけどさ！』


  「ふむ……理性はあるようですが。兄さん、私の言ってることちゃんとわかります？」


  『わかるよ。精霊たちエレメントウムも見えるしね』


  「本当にわかっているようですね。では何な故ぜ、進化エボルテイオーできないのか……ひとまずそれはいいでしょう。まずは、その薄汚い寄生蝶パピリスの始末からです」


  『そ、そうだった！　どうしよう、どうしたらいい？』


  「あの体から完全に抜け出してから攻撃してください。でないと、宿主ウイスクムの女性を傷いためてしまうことになりますので」


  『そんな……それじゃ、こんなに苦しんでるのに黙って見てるしかないの？』


  　とはいえ、寄生蝶パピリスはもう膝ひざまで出てきている。


  　まるで泥に足を取られた人のような動きに、司狼は激しい嫌けん悪おを覚えた。


  『早く、早くっ……早く撫子なでしこさんから離れろぉおおおおおおおおおおおお！』


  　司狼の咆ほう哮こうに促うながされるかのように、寄生蝶パピリスが飛び立つ。


  　カレンに命令されるまでもなくすぐさま飛びかかり、右前肢あしで叩たたき、そのまま体重をかけて寄生蝶パピリスを床に押し付けた。


  　芋いも虫むしを踏みつぶしたような不愉快な感触があるが、構うわけにはいかない。まだ息のある寄生蝶パピリスに噛かみ付こうと牙きばを剥むく。


  「気をつけて！」


  『っ！』


  　たかが蝶ちよう人間、楽に噛み砕けるだろうと甘く見ていた。


  　寄生蝶パピリスの持つ蝶の口吻マズルが鞭むちのように伸び、司狼の頬ほおを裂く。もう少しずれていたら、頸けい動脈を切り裂かれていたかもしれない。


  　司し狼ろうの血飛沫しぶきを浴び、寄生蝶パピリスはその大きな複ふく眼がんを歪ゆがめ、笑った。


  『このっ……虫の分ぶん際ざいで舐なめるなぁ！』


  　不愉快さに、司狼が吠ほえる。


  　寄生蝶パピリスは司狼の意思を解さず、再度口吻マズルを振るった。


  　しかし、来るとわかっている攻撃を避けることなど容た易やすい。司狼は寄生蝶パピリスの頭部を噛かみ、そのまま引きちぎって吐き捨てた。


  『ふんっ、弱過ぎる。この程度じゃ物足りな…………あれ？　なんだか、体が……んんっ？』


  「おや、今回は早いですね。愛が足りなかったでしょうか」


  　あっさりと言うカレンの言葉は耳に入らない。司狼は急激に冷めていく体内の熱に身震いし、大きなくしゃみを噴ふき出した。


  「んぁ～～、気持ち悪い、クラクラする……はっ！　も、戻ってる!?」


  「おやおや、可愛かわいらしいこと」


  「かかかか可愛らしくない！　どこ見て言ってるのさ！」


  　獣化ミユータテイオーさせられる最大の問題は、人間の姿に戻る時に感じる不快感と、戻った時に素裸であること。


  　以前の変身ではシャツは着たままだったが、今回は切り裂かれているので完全に全裸。慌あわててズボンを捜して穿はくが、シャツはどうしようもない。


  「うぅ、このシャツ、どうしてくれるのさ……」


  「どうもこうも、すぐに直して差し上げますよ……風の精霊ウエントウス」


  　裂かれたＴシャツと制服Ｙシャツが風に吹かれて舞い上がる。


  　そして見る間に切り裂かれた部分が元通りにくっついていく……いや、目をこらしてみれば、布を形成する糸の編み込みが繋つなぎ合わされていくのがわかる。


  　まるで映像を逆再生するかのように見えるそれは、しっかりとした修復作業であった。


  「どうぞ」


  「あ、ありがと。でも、わざわざ直すくらいなら、切り裂かなくてもいいのに」


  「何を言うのです。守護獣ベステイアの姿にあのような衣服を纏まとっていては、みっともないでしょう」


  「せめて、返り血を浴びたりすると困る、とかいう言い訳にして欲しかったよ……って、それどころじゃない！」


  　慌てて撫子なでしこに駆け寄る。


  「どうしよう、どうしようっ……って！　どうもこうもない、保健室だ！」


  　意識を失ったその姿はあまりにもむごたらしい。


  　しかし、うろたえている場合ではない。司狼は失神したままの撫子を姫だっこで抱え上げ、保健室へと向かおうとして……立ち止まる。


  （もし今の戦いが、誰かに見られてたら!?）


  　双頭剣歯虎デユグリスと違って、寄生蝶パピリスは吠ほえていない。むしろ吠えたのは守護獣ベステイアになった自分だけ。しかし、撫子なでしこが悲鳴をあげたはずだ。それが誰かに聞かれていなかったとは思えない。


  　息を呑のみ、恐る恐る廊下を見る。


  　そこには、先ほどまでいたはずの多くの人影はなかった。


  「なんだろう？　タイミングが良かったのかな……とにかく、これなら大丈夫そうだ！」


  　違和感は拭ぬぐえなかったものの、今は撫子を助けなければならない。


  　司し狼ろうは教室を出て、今度こそ保健室に向かって駆け出した。


  　教室に、カレンを置き去りにしていることにも気付かずに。


  



  「……兄さんが見たのが本当にこの一匹だけなら、もはや憂うれうことはないのですが」


  　溶け崩れる異い形ぎようの蝶ちようを眺めながら、カレンは無感情に呟つぶやく。


  　寄生蝶パピリスに対する思いはただの一ひと欠片かけらもなく、憂うのはただひとつ、司狼との愛の時間が奪われることのみ。


  「まったく、魔獣駆除の義務オブリガテイオーなど面倒でしかありませんね。私はただ、兄さんと共にいたいだけなのですが……ん？」


  　覗のぞき込んだ廊下に人ひと気けが戻り始める。


  　呑のん気きに場を行き来する人々は、つい先ほどまでこの場が人払いされていたことなど気付きもしない。この現うつし世よにもあまねく存在する精霊たちエレメントウムが、戦いの場から人々を遠ざけてくれていたことなど知る由よしもない。


  　……そのはずなのだが、カレンは何者かの視線を感じていた。


  「嫌な感じがしますね。不愉快な気配がします。兄さん、いつまでもここにいては……おや？　い、いない!?　いつの間に！」


  　司狼はとっくに撫子を保健室に連れて行っていた。


  「私よりも現世人ウイルの女性を構うなんて！　またガッコーのあちらこちらを捜さないといけないではないですかっ……むぅ、兄さんの馬ば鹿か！」


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　運動部員と保健室の先生──養護教諭は顔なじみであることが多い。


  　練習に不慣れで怪け我がをしやすい一年生のころに、お世話になることが多いからで、司狼も一時期はちょくちょくお世話になっていた。


  　以来、仲良くしていたこともあってか、気を失った撫子を運び込んでも養護教諭──江えノ本もと翔しよう子こに、司狼自身がおかしな疑いを持たれることはなかった。


  　撫子のことを翔子先生に任せ、司狼は柔道場へと走り、大和やまとを連れてまた保健室に戻る。


  　それから少しして撫子なでしこは目を覚ましたが、顔は青白く精彩に欠け、酷ひどく虚うつろな様子で司し狼ろうたちを不安にさせる。


  「シロくん……あたし、どうしちゃったの？」


  「どうって、覚えてないの？」


  「うん……日誌を提出して、それから……教室に戻って……？」


  　司狼と挨あい拶さつをしたことも、カレンを見たことも覚えていないらしい。もちろん、その後のことも。それは、司狼にとっては好都合だった。


  「それが、その……僕にもよくわからないんだ。教室に戻ってきたと思ったら、いきなり苦しみ出して……その……ちょっと吐いちゃって、そのまま倒れちゃったんだよ」


  　撫子自身にはもちろん、翔しよう子こ先生に対しても大和やまとに対しても、撫子が気味の悪い蝶ちよう人間に寄き生せいされていた、などと説明するわけにはいかない。


  　理解してもらえるかどうかが問題なのではなく（もちろんそれもあるが）、これ以上誰にも魔獣レムレースに関わって欲しくないという気持ちからだ。


  （覚えてないなら、その方がいいよね。あんなのが体内にいただなんて知ったら、さすがの撫子さんでも取り乱しちゃうだろうし）


  〝普通の人は魔獣レムレースに関わらない方がいい〟……司狼は自分の考え方が普通から逸いつ脱だつしていることに気付いていなかった。


  「食中毒かしらね……お腹なか、痛くない？　今は吐き気は？」


  「いえ、今は大丈夫です……その、自分がもどしたことも覚えてなくて……」


  　翔子先生の問いに答えつつも、司狼をちらちらと見る撫子。その表情には不安が垣間かいま見えるが、翔子先生も大和も、こんな姿を見られたことによる羞しゆう恥ちなのだろうと、追求することはなかった。


  「日曜にも具合が悪くて寝込んでいたんです。ですからきっと……どうだ、撫子？」


  「うん、同じ感じ、かも……ううん、でももう大丈夫……」


  　すがるように兄を見て頷うなずく撫子に、司狼は心を痛める。


  「そう……とにかく一度、病院に行った方がいいかもしれないわね。近くにまだ開いてるところがあるから行ってきなさい。電話しておいてあげる」


  「いえ、大丈夫です。もう大丈夫ですから」


  「でも、意識を失うっていうのはちょっと……あ、そうだわ。それとね？　……男子、ちょっと向こう行ってなさい」


  　しっしっと追い払う仕し草ぐさをする翔子先生に、司狼も大和も素直に従う。


  　そして翔子先生は、撫子にこっそりと耳打ちをした。


  　何かを問うたのだろう。撫子は首を振り、顔を伏せる。


  　ほかにもいくつか問われるが、撫子はずっと俯うつむいたまま。しばらくの間、翔子先生のひそひそ声だけが保健室内に響いていたが……。


  「大丈夫ですってば！」


  　撫子なでしこが耐えきれなくなったかのようにヒステリックな声をあげた。


  　司し狼ろうも大和やまとも慌あわてて歩み寄り、撫子をなだめる。その顔は先ほどまでよりも更さらに青白くなっており、とても大丈夫そうには見えない。


  　そこにいるのは、いつもの元気で爽さわやかな撫子ではなかった。


  「撫子さん、僕も病院に行った方がいいと思うんだ……もし何かあったら大変だから」


  「なんにもないってば！　もういいから放っておいて！」


  「撫子っ……すみません江えノ本もと先生、今日のところは連れて帰ります」


  「そう？　そうね、わかったわ。でも、もし悪くなるようならすぐに病院に行くのよ？」


  　状況が状況だっただけに翔しよう子こ先生も楽観視しているわけではないのだが、ひたすら大丈夫と言い張る撫子を無理に医者に連れて行くことはできそうにない。


  「撫子さん……」


  「……っ……っ……」


  　どこか余よ所そ余よ所そしいその態度に、司狼は不安しか抱いだけなかった。


  　本当は寄生蝶パピリスに寄き生せいされていたことを覚えているのではないだろうか。カレンにキスされて狼おおかみに変身したところを見られたのではないだろうか。


  （参考書を返しに来た時、あの蝶ちように寄生されたんだ……そのことも覚えてないのかな？）


  　今いま更さらながらに思い出すが、そんな異常事態を覚えていたとしたら、無邪気に話しかけてくれたりはしなかっただろう。


  　だとすれば、寄生蝶パピリスに関することは知覚していないと思ってもいいのかもしれない。


  　単に嘔おう吐としたことを知られて恥じているだけであれば、司狼にも対処できるのだが……。


  「吐いたことなんて気にしないよ！　柔道部なんだからゲロなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じじゃないか、だから大丈夫！　……なんて言えるかぁああああああ！　無理、やっぱ対応無理！」


  　……できなかった。


  　そんな司狼の懊おう悩のうなど気にもせず、大和は帰り支度を整え、翔子先生はタクシーを呼ぶ。


  　その間、撫子はじっと押し黙ったまま。司狼も声をかけることはできず、ひたずら黙っていることしかできなかった。


  



  　校門前でタクシーに乗り込んだ二人を見送った司狼は、共に下校できなかったことに、逆に安あん堵どしてしまう。


  「駄目だ……なんだか撫子さんの顔が見られない……見てもらえない……」


  　罪悪感がのしかかる。


  　結果的に撫子を助けたのは司狼だが、その原因を作ったのも自分なのだという思いもなくはない。カレンを擁よう護ごしようというだけではなく、異世界人の血が流れる自分がここにいることがそもそもの原因なのではないだろうかと。


  「ホント駄目だ、そんなことまで考えてたらきりがなさ過ぎる。でも、もういいんだ、大丈夫。バケモノはやっつけたんだから、もうこんなことは起きないよね！　起きるな～！」


  



  　……残念ながら、司し狼ろうの願いは叶かなわなかった。


  第四章　[image: ]　日常を蝕むしばむもの多数（含む妹）


  



  　滝たき沢ざわ撫子なでしこは自他共に認める可愛かわいいもの好きである。


  　もっとも、多くの女子がそうだろう。何に対しても脊せき髄ずい反はん射しや的に「可愛い」を連発するのは現代女子の生態だと思われる……のだが、司し狼ろうとてそれは同じ。


  　同世代男子と比べて、はなはだ不本意ながらも可愛らしい外見をしている自覚はある。故ゆえに、少しでも男らしくあろうと柔道を嗜たしなんでいる。


  　それでも、可愛いものは好きなのである。本当なら可愛い子犬や可愛い子猫を撫なでくり回したい。可愛い女の子でも可（注：性的な意味ではなく）。


  　また、母がかなりの少女趣味であるため、家には様々な可愛らしいものが陳列されている。ぬいぐるみは元より、ショーケースに飾られている数々の小物や美術品、夫婦の写真が飾られている額がく縁ぶちも、机や椅い子す、タンスなどの家具でさえ可愛さを優先している。


  　司狼の部屋も、男性的な格好良さよりも可愛らしさが優先される始末。


  　そうした可愛らしいものは毎年増え続け、中なか津つ川がわ家を圧迫しているのだが……置き場所が足りなくなったからと、隣の空あき家を倉庫として購入したのが一年ちょっと前。おかげで余裕ができたからと、今もなお増殖中。


  　中なか津つ川がわ家は母一人子一人、しかも母なごみは外で働いているわけではないのだが、驚くほどの資産家なのだ……が、それはこの場においてはどうでもいい話。


  　ともあれ、なごみの少女趣味による可愛かわいいもの尽くしな生活環境で育ってきた司し狼ろうである。可愛いもの好きであって当然。


  　その、〝可愛いもの〟に対する感受性の類似もまた、司狼が撫子なでしこに好意を寄せる要因のひとつであった。


  



  　その感覚に従い、母のコレクションの中から小さな犬の置物を選び出す。


  「……ねぇ母さん、これ、もらってもいい？」


  「あらなぁに？　まぁ、孔く雀じやく石ね。ワンちゃんの彫り物がとっても良くできていて可愛いでしょう……欲しいの？　もちろん、全然構わないわよ」


  　格好いい犬のデザインが目に付き、手にしていた。


  　片手にのるサイズも手ごろで、さほど高価そうでもない。気落ちしている撫子にプレゼントして、少しでも元気になってもらえればと思ってみたのだが。


  「ありがとう。それと……これ、人にあげてもいいかな？」


  [image: ]


  「まぁ、プレゼント？　もしかして女の子へのプレゼントなの？　その子、何か危ないことに巻き込まれてるの!?」


  「ちょっ、なんでそんなことがっ……いや、いやいや。別にそんなんじゃないんだけどさ、犬の彫り物だったから、なんかいいなーと思って……え？　どういうこと？」


  　母に何もかも見み透すかされているようで、言葉に惑まどう。


  「あら、わかっててそれを選んだんじゃないの？　そのワンちゃんは孔く雀じやく石でできてるの。それには魔ま除よけの意味があるのよ。犬の意い匠しようにもきっと意味があるわね。だから、もし危ないことに巻き込まれそうな子がいたら、プレゼントしてあげるっていうのはとてもいいことだと思うわ」


  　司し狼ろうは緑色のマーブル模様が綺き麗れいだなと思っただけで、そこまでは考えもしなかった。


  「ちなみに魔除けなら、こっちのアメジストもいいわよ？　うーん、でも天てん眼がん石の方がいいかしら、いいえ、ここはスタンダードに水すい晶しようを……」


  「あぁいや、石の効能とかは別に……単に、これが綺麗だなと思っただけ」


  　そして、撫子なでしこが好みそうだなと思っただけだった。


  　母のものをもらってプレゼントしてもあまり喜ばれないかもしれないが、アルバイトをしていない司狼には自分の金でプレゼントを買うことができない。小こ遣づかいで買うのも、実物をもらうのも、そう大差はないと思えた。


  「あ、そうだ……もしかして、これ高かったりしない？」


  「さぁ、値段は忘れちゃったけど、孔雀石は大して高価じゃないわよ」


  「そう。それじゃ、遠慮なくもらうね」


  「どうぞ。あぁ、プレゼントするなら可愛かわいく包んであげる。シロちゃんの彼女になるかもしれない女の子なんでしょう？」


  「そっ、そういうのじゃないから！　包むのも自分でするよ！」


  　残念そうに肩を落とす母に礼を言い、部屋に戻る。


  　もし、プレゼントとして受け取ってもらえなかったとしても、これを会話のきっかけくらいにはできるかもしれない。


  （なんたって犬の彫り物だもんね。これを僕代わりに……って、ちょっと待ったー！　なんで僕、自分が犬だとか認めてるわけ!?　僕は人間！　ヒューマン！　犬じゃない！）


  　くどいようだが、犬ではなくて狼おおかみである。


  （だ──！　狼はイヌ科イヌ属だ──！　いやそんなことどーでもいいっ、自分を狼と認めてしまってる心の問題なんだよぉおう！　かんばっく僕のアイデンティティ！　まいヒューマンネイチャ～～！　……あ）


  　いつの間にいたのか、悶もだえる司狼をカレンが無表情に見下ろしていた。


  「ふむ……確かコロコロと転がるのは、構って欲しいという合図でしたっけ？　いいでしょう、思う存分撫なでてあげます。さぁ兄さん、私にお腹なかを晒さらしなさい」


  「僕のアイデンティティってなんだっけ──!?」


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「残念ながら、今日は滝たき沢ざわさんがお休みするそうです。季節の変わり目だから、みんなも体調管理はしっかりしてね？」


  　担任教師の言葉に、がっくりと肩を落とす司し狼ろう。


  （そりゃ休むよね……あんなことがあったんだもんね）


  　鞄かばんの奥にしまい込んだ孔く雀じやく石のことは、ひとまず忘れることにした。


  　このクラスには、撫子なでしこが何な故ぜ休むのか知っている者はいない。寄生蝶パピリスとの戦いを見た者もいないし、教室の掃除はあの後で司狼がやっておいた。


  　今日もまた、なんの変へん哲てつもない一日が始まろうとしている。


  　……司狼以外の人々にとっては。


  「こんなに集まって、これから祭りでも始まるのですか？」


  「──ッ！　しっ、しーっ……ははは、なんでもないよ？」


  　突然慌あわてる司狼に、隣の席の女子が怪け訝げんな顔を向けてくる。愛あい想そ笑いを浮かべると、女子はすぐに興味をなくした。


  　まさか、司狼の背後に人の目に見えない少女がいるなどと気付くはずもない。


  　カレンは司狼の首に腕を絡からめて抱きつく体勢が気に入ったらしく、今日も登校の時からずっと姿を消して抱きついていた。


  　重みはほとんど感じないので辛つらくはないが、もうすぐ六月にもなろうというこの時期に、マフラーを巻かれているような感覚があるのは少々きつい。しかも長い髪が頬ほおや首元をかすってくすぐったいし、何よりも唐とう突とつに耳元で囁ささやかれるのは困ったものだ。


  「こんな所で大人おとなしく座っているよりも、木こ漏もれ日のきらめく森を散歩しませんか？　せせらぎの聞こえる川辺で水の精霊アクアたちと共に歌うのも良いと思うのですが……」


  「これから授業なんだから駄目だって言ってるでしょ？　大人しくできないなら家に帰ってなさい……っ？」


  　また、隣の女子に見られる。


  　どうやら、カレンの声は司狼にしか聞こえていないようだが、司狼の声はカレンにだけ届くようにはなっていないらしい。


  　ぼそぼそと独り言を言うおかしな人と思われるのは悲しいことだが、カレンに気づかいを求めるのも無理な相談だった。


  「ジュギョー……ガッコー……ブカツー……むぅー……」


  「僕には必要なことなんだよ。お願いだから、静かにしてて？」


  「でしたら、私のお願いも聞いていただきたいものですね……いつまで経たっても焦じらされてばかりでは、兄さんの願いを聞こうと思う心の余裕もなくなろうというもの。ねぇ、兄さん？　いつになったら、私を孕はらませていただけるのですか？」


  「──ッ！」


  「兄さんとの子どもが欲しい……シロウとの愛の結晶を授かりたい……兄さんの熱い思いをこの体全部で受け止めて、シロウの熱い体をこの体で包み込んで……愛いとしい愛しいそなたの子を、どうぞ孕ませてくださいませ」


  「～～～～ッ！」


  　最後にぺろりと耳たぶを舐なめられて、肩をすくめる司し狼ろう。


  　隣の女子が手を挙げた。


  「……センセー、中なか津つ川がわくんが気持ち悪いです」


  「きっ、気持ち悪くないですから！　っていうか、気分悪そうとかって言ってよ！」


  「あぁ、間違えたわ……とにかく、顔真っ赤よ？　変な妄想してるんじゃなければ、熱でもあるんじゃないの？」


  「してないしてないっ、したこともなぃ──」


  　クラスメイト全員に怪け訝げんな目を向けられるのは、ある意味刺激的だった。


  「大丈夫？　保健室行く？」


  　担任教師の哀れみが込められた言葉に大丈夫ですと言い放ち、居ずまいを正す。


  　耳元では、カレンの含み笑いがしばらくの間続いていた。


  



  　司狼としては正直、カレンはすぐに飽きてどこかに行くだろうと思っていた。


  　とはいえ勝手に動き回られるのも、それはそれで困る。河かわ越こし高校に何人の外国人留学生がいるかは知らないが、こんなに目立つプラチナブロンドの少女はいないだろう。


  　今はこうして姿を消してくれているが、それにもいつ飽きるかわからない。姿を現した時、制服姿であればまだしも、いつものアイドルちっくな衣装でいられては注目を浴び過ぎること必ひつ至し。


  　しかしカレンは、意外と大人おとなしく授業を聞いていた。


  　現代文では教師や生徒が朗読する物語に耳を傾け、数学では数式の記号について尋たずねてきた。


  　世界史の時間になると少し飽きてきたのか、足をふわふわと浮かせて窓を蹴けってしまう。近くの生徒数人が驚いて窓の外を見つめた。小鳥でもぶつかったんじゃないかな、とうそぶく司狼にみんなすぐに興味を失ってくれたのでホッと一安心。


  　司狼は透明なままのカレンの首根っこを捕まえて、自分の膝ひざの上に座らせた。


  　体重をかけられても重くはないが、膝だっこしたままの状態でノートを取るのは少しだけ手間だ。しかしカレンはこの位置も気に入ったようで、しばらく胸に頬ほおを擦こすりつけてはまるで子猫のように喉のどを鳴らし……少しして、そのまま寝入ってしまった。


  （はぁ、やっと静かになった……）


  　とはいえ、あと三十分もすれば午前の授業が終わり、昼休みのために起こさなければならなくなる。


  　昼休みを……昼食を思ったからか、体が空腹を訴えた。


  　普段は良よし彦ひことほかの柔道部同輩の二人と、この教室で弁当を食べることが多い。


  （そういえば、カレンのお昼はどうしたらいいのかな）


  　胸にもたれかかってくるカレン。その髪の毛が首元をくすぐる。


  　姿が見えないのに感触だけあるというのは困ったものだ。もちろん、見えていればもっと困るのだが。


  （浮いてる時ほど軽くはないけど、やっぱり華きや奢しやだな。全然重たくないや……ごくり）


  　姿は見えないけれど、太ももが触れ合う感触にふと劣情を催もよおしてしまう。


  　慌あわてて首を振って邪念を払う。隣の女子はもう飽きたのかこちらを見たりはしなかった。


  （妹を膝ひざの上に乗せて授業受けてるって、何なんだろうなぁ……しかも寝てるし……さ、さわれる？　……いやいやいや！　劣情禁止！　欲情禁止！　撫子なでしこさんが大変なことになってるのに、おかしな気分になってる場合じゃない！）


  　愛いとしい少女を思う……が、ついつい胸の中にいる少女と比べてしまう。


  （なんにしても、カレンは胸小ちっちゃいんだよな……やっぱり撫子さんくらいないと）


  　ぶんぶんぶん！


  　音が出るほど首を振ったが、情欲は頭の中にしっかりとしがみついていた。


  （平常心平常心。ちょっと煽あおられたからって、つられて淫みだらなことを考えたりしたらカレンの思うつぼだからね。おかしな誘惑には負けないぞっ……あぁ、撫子さん大丈夫かな。ゆっくり寝てるかな。寝る時はパジャマなのかな。それともシャツと下着とか？　女の子って寝てる時にブラジャーするのかな。撫子さんの胸は大おっきいから必要……）


  　ぶんぶんぶんっ！


  （違う、違うんだ。胸が大きかったから撫子さんを好きになったんじゃなくて、好きになった女の子の胸がたまたま大きかっただけ……そうそう、中一の時にはもうそれなりに大きかったよね。あのころは僕の方が身長も低くて……そうだ！　身長追い抜いたら告白しようと思ってたんだった！　うわ、いつだっけ？　もう越えてるよね？　ぱっと見は同じくらいなんだけど……あぁ駄目だ。もっとこう、カレンと僕くらいの身長差が欲しい。今から、大和やまと先輩ほどの身長はさすがに無理でも、まだまだ成長できる……はず。撫子さんの胸のようにむくむくと大きくな──）


  　ぶぉんぶぉんぶぉん！


  「センセー、中なか津つ川がわくんが超☆気持ち悪いです」


  「すみませんっ、頭振ってばっかりですみませんっ、おかしな妄想してすみませーん！」


  　保健室送りだけは、なんとか勘弁してもらった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「はい、これ……大丈夫？　これだけで足りる？」


  「問題ありません。多過ぎるくらいです。兄さんは小柄な割りに大食漢ですよね。日に三度も食事をしていては、すぐに体が重くなってしまいますよ？」


  「ははは、太るのは嫌だな。でも、上に伸ばすためにも栄養はいるよ」


  　購買でサンドイッチを買って、首にしがみついたままのカレンに手渡す。渡した瞬間にそれも見えなくなるのが、本当に魔法のようだった。


  「おっと……先にトイレ行ってくるからちょっと離れてて？」


  「トイレ？　あぁ、便所ですね……ん～、お手洗い？　お花摘つみ……」


  「そうそう、だから」


  「嫌でーす」


  「がるるるるるっ」


  「おや、可愛かわいらしい子犬がいますね。虚きよ勢せいばかり張るところが情けなくて、可愛らしいです。このままず～っと一緒にいたら、いったいどんな声で鳴いてくれるのか楽しみでなりません」


  「お願いします、離れてください」


  「お願いします、孕はらませてください」


  「微妙に音おんが似てるのが嫌！　いいから、ちょっと離れててってば！」


  　端はたから見れば一人で騒いでるだけなのが恥ずかしい。司し狼ろうはカレンが離れてすぐトイレに駆け込む。


  　これからもこんなことが続くのかと思うと、オシッコと同時にため息があふれ出した。


  （ずっとついていられるのは困るなぁ……でも、家で大人おとなしくしててくれそうにもないし。だからって学校に通うとかできる？　カレンに学校とか必要なんだろうか。そもそも、本当にここで暮らせるのかな？）


  　もしかしたら、現れた時と同じように唐とう突とつにいなくなってしまうかもしれない。その考えは、司狼の心をざわつかせた。


  （なんて悩ましい存在なんだ……カレンといい、父さんといい……）


  　トイレでする考え事でもない。司狼は用をすませて意識を切り替える。


  「さてと、早く戻らないとヨッシーに弁当食べられちゃう」


  　トイレを出たが、そこにカレンの姿はなかった。もちろん見えないだけなので、すぐに首にしがみついてくるだろうと思ったのだが……。


  「あれ？　来ないな……カレン？」


  　見えないとわかっているのに、きょろきょろと見回してしまう司し狼ろう。


  　周囲に変な騒ぎなどは起きていないので、姿を見せたりはしていないだろうが。


  「カレン？　……カレン？」


  　小声で呼んでも返事はない。


  　しばしその場に立っていたが、首に巻き付いてくる腕の感触はなかった。


  （どっか行った？　トイレ、かな……いきなり個室のドアが閉じて水が流れたりしたら騒ぎになっちゃわないか？　透明人間現る!?　……なんて、そんなことはないか）


  　しばらく待っても、驚きの悲鳴も感嘆の声も聞こえてはこなかった。


  （そういえばカレンって、トイレ行ってる？　お風ふ呂ろは……入ってなかったよね。でも汚く感じないし、もちろん臭くもない。それどころかいい匂においがするんだよな。花のような……香水？　にしては、ナチュラルな感じだし……で、いつになったら戻ってくるんだろう）


  　一人そわそわするも、やはりカレンが戻ってくる様子はない。


  （捜した方がいいかな？　でも、見えないんだから捜せないか。昨日だって一日中、学校の中を歩き回ってたみたいだし、うちのクラスの場所はもうわかっただろうし……問題さえ起こさないでくれたら、校内探索くらい自由にさせてあげればいいか）


  　不安はある。しかしそれと同じかそれ以上に空腹感がある。


  　司狼は後ろ髪を引かれつつも、小走りで教室へと戻った。


  



  「あ……あ……シロ、くん……？」


  「撫子なでしこさん!?　あぁ良かった。休みって聞いてたけど、出てこられるようになったんだね？　大丈夫？」


  　クラスに戻ると、数人の女子に囲まれた撫子の姿があった。


  　その顔にはまだいつもの精彩はないが、学校に出てこられるならひとまずは安心していいだろう。司狼はなんの気もなく、撫子に歩み寄った。


  「……お、おはよう……あの、もう大丈夫だから……」


  「ん？　うん、良かったね。あぁでも、まだ部に出るのは大変じゃない？　僕もまだ休ませてもらおうと思ってるから、帰り一緒に……」


  「あの、ごめんなさい。あたしちょっと行く所あるから……」


  「え？　あ、うん……それじゃ、また後で……？」


  　後あと退ずさり、まるで怯おびえているかのように逃げ出す撫子。司狼はその態度の意味がわからず、しばし呆ぼう然ぜんとしてしまう。


  「……中なか津つ川がわ、あの子と何かあった？」


  　声をかけてきたのは撫子なでしこと仲のいい的まと場ば美み咲さき。


  　司し狼ろうはその質問に一瞬身を固くしたが、すぐに首を振って否定する。


  「そう？　ならいいけど……まだあんまり具合良くないみたいだから、変に驚かせたりしないようにしてね？」


  「驚かすだなんて、そんな……」


  「もち、中なか津つ川がわと仲いいのは知ってるからおかしな意味じゃないわよ。でも、なんだか情緒不安定っぽいから……まさか、おかしなことしてないでしょうね？」


  「し、してないしてないっ、おかしなことって何さ!?」


  「ん～～、あの子に告コクったけど断られたとか？」


  　周りを気にして、そっと耳打ちする美咲。普段の撫子と似た爽さわやかな香りが心をくすぐってきたので、慌あわてて振り払う。


  「それはおかしいことじゃなくて可哀かわい相そうなことだよ!?　可哀相なのは僕っ」


  「あはは、そうかもね」


  　笑いながら自分の席に戻っていく美咲。司狼は肩をすくめ、撫子が出ていった廊下を眺めた。そこにはもう、あの可愛かわいらしいポニーテールは見当たらない。


  　先ほどの撫子は、態度がおかしかった。今の司狼には、不安なことや不可解なことがすぐにバケモノのことに繋つながってしまう。


  （でも、やっつけたんだからもう大丈夫……大丈夫なんだよね、カレン？）


  　ため息をひとつ。そしてふと思い出して、プレゼントしようと思っていた孔く雀じやく石を取り出す。


  「あれ……割れてる？　そんなぁ」


  　簡単な包装だったからだろうか。小袋に入れただけの置物は、袋のままさわっただけでわかるほどいくつかの破片になっていた。


  「これじゃもうあげられないよ。母さんにも謝らなくっちゃ」


  　不安ばかりが胸を打ち、弁当は半分も食べられなかった。
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  　午後の授業に撫子は戻ってきたが、カレンは戻ってこなかった。


  　いたらいたで困るのに、いないと不安に駆られて困る。


  　撫子に対しても、カレンに対しても。ここ数日で、胃痛持ちになってしまいそうな感じさえしてしまう司狼である。


  　放課後になってもカレンは戻らず、撫子も良よし彦ひこも教室を出て行った。撫子はちゃんと鞄かばんを持って出ていったが、司狼に別れの挨あい拶さつをすることはなかった。


  「ばっちり避けられてるわね」


  「……ですよねー」


  　美み咲さきの一言に打ちひしがれる司し狼ろう。


  「まっ、頑張んなさいな。ちょっと嫌われたくらいでへこたれるような男じゃ、撫子なでしこの隣には立ってられないわよっ」


  「痛っ」


  　結構な力で肩をはたかれる。美咲は確か、バレーボール部員だったはずだ。


  　撫子に負けず劣らず爽さわやかで、きっぷの良さが目立つ姉あね御ご肌の少女。司狼よりも一〇センチ以上身長が高いので、隣に立つと圧倒されてしまう。


  「じゃあね、早く仲直りするのよ？」


  「ありがと──ぉお!?」


  　踵きびすを返し、駆け出そうとした美咲が何かにつまずいたのか倒れ込み……そのままくるりと回って背中から倒れ込んだ。


  　柔道ならば見事に一本。もちろん受け身など取ったこともない美咲は、もろに背中を打って咳せき込む。


  　それよりも問題なのは、元もと々もと短めにはしょられたスカートがまくれ上がり、横よこ縞じまの可愛かわいらしい下着が丸見えになっていることだろう。


  「ま、的まと場ばさんっ、スカートスカートッ」


  「え？　……あ！　っと、んっ……っと？　とととっ……きゃあ！」


  　慌あわててスカートを押さえて立ち上がるも、慌て過ぎたのか足をもつれさせ、今度は尻しり餅もちをついてしまい……Ｍ字開脚で下着を見せつけてくれた。


  （縞々っ）


  「みっ、見るな！」


  「見てません！」


  　すぐに目を逸そらすも、横縞のショーツは既すでに脳内画像フォルダに収めてある。バレー部員らしくすらりと伸びた太ももの健康美も、ばっちりと記憶済みだ。


  　ほかの男子も数人、鼻の下を伸ばしていたが、美咲に睨にらまれすぐに逃げて行く。


  　美咲は顔を真っ赤にして立ち上がり、今度こそ転ぶことなくスカートの埃ほこりを払った。


  「……撫子に告げ口してやろうかしら」


  「ひど！　酷ひどいよ、注意してあげたのに」


  「フンだ……中なか津つ川がわって、結構エッチぃわね。人の不幸をジロジロ見てさ」


  「ジロジロだなんて、そんな……僕は的場さんの心配を」


  「でも良かったわね、ちゃっかり見られて。今日のは、私イチ押しの黄色の縞パンで……」


  「え？　青だったよね？」


  「やっぱり見てるじゃない」


  「……ＯＨ……」


  　猛烈な吹雪ふぶきが教室内に吹き荒れた。


  「あの一瞬で、よく色まで見分けたわね……その貪どん欲よくエロスに感心するわ。思春期、怖っ」


  「ごめんってば！　見ちゃったのは謝りますっ、か、勘弁してよ～」


  「今回だけね？　次見たら容よう赦しやしないんだから」


  「全力で回れ右するよ」


  「あはは……じゃあね、また明日」


  　いろいろと言った割りにはさして怒った様子もなく、笑いながら教室を出て行く美み咲さき。司し狼ろうはホッと胸を撫なで下ろし、ふわりと肩に乗ってくる重みを感じた。


  「容赦しないのはこちらです。次に攻撃をしてきたら、転ばせる程度ではすませませんよ」


  「カ～レ～ン～！　まったくもう、何してるのさっ」


  　小声で怒っても、なんの迫力もない。


  「あの者が兄さんを殴なぐったのではありませんか。それなのにヘラヘラとして……なんですか、兄さんは殴られるのが好きなんですか？　私にも殴ってもらいたいのですか？　残念ながら殴るのは得意ではありませんので、その場合にはほかの攻撃方法を用いてあげましょう。例えば火の精霊イグニスの力を借りて、守護獣ベステイアの時の美しい体毛を一本ずつ燃やしていくとか……」


  「そんな拷ごう問もんに使われる、いぐっす？　さんが可哀かわい相そう！　……ところで、それ、どちら様？」


  「火を司つかさどる精霊エレメントウムです。兄さんは本当に物覚えが悪いですね」


  「火の精霊イグニスさんね……カレンにもこっちの世界の教養をもっと持ってもらいたいところだよ」


  「特に必要とはしていませんが、どうしてもと仰おつしゃるのであれば是ぜ非ひ寝物語に……」


  「ベッドに入ったらすぐに寝ちゃうくせに」


  　カレンが戻ってきたことに安あん堵どし、席に戻って鞄かばんを取る。


  　気付けば、また教室内には司狼とカレンしか残っていなかったが、それを不思議とは感じなかった。


  　むしろ安心して声を出せる。司狼は首にしがみついて浮くカレンの頭を軽く撫でた。


  「人間同士はそうそう戦ったり、もちろん殺し合ったりなんかしないからね。ちょっと小こ突づいたり叩たたいたりすることくらい、なんでもないから。怒らなくてもいいんだよ？」


  「怒ってなどいません。不愉快だっただけです……私がっ」


  　カレンに大切に思われていると感じられて、司狼はふっと頬ほおを緩ゆるませる。


  　それに、クラスメイトのうちでも美人に数えられる美咲の下着や太ももが見られたことも思春期的に喜ばしいので、不愉快になる要素はない。司狼はごく普通のムッツリスケベだった。


  「……それで？　今日はどこ行ってたの？」


  「はい、建物の中をあちらこちら……しかしこれだけ広いのに、大勢の人が集まっている部屋とそうでない部屋があるのは何な故ぜなのですか？」


  「特別教室とかかな。授業で使わない部屋には誰もいないよね。あぁ、授業って午前中やってたことね？　勉強……わかる？」


  「わかりますよ。現世人ウイルは数が多いから、集まって教えを請こうのですよね」


  「カレンの所では違ったの？」


  「私はノアや、近くにいる年経へた方々に物事を教わりましたね……もっとも、一番多くのことを教わるのは精霊エレメントウムからですが」


  「ふぅん……風の精霊ウエントウスやイグ……火の精霊イグニス、だっけ？」


  「はい、風を司つかさどる精せい霊れいウェントゥス、火を司る精霊イグニス、水を司る精霊アクア、地を司る精霊テラ。そして、聖せい霊れいサンクトゥス」


  「サンク、トゥス？　……は、なんの精霊なの？」


  「ですから聖霊です。あ、えーと……聖なる精霊エレメントウム、ですね」


  「あぁ、そっち。ふぅん……聖霊サンクトウスだけは特別なんだね」


  「特別というわけではありません。精霊エレメントウムたちに上下も貴き賤せんもありませんよ」


  　カレンは司し狼ろうの背から降り、姿を見せる。


  　制服姿のカレンは、あまりの金髪の美しさで見慣れた制服とのバランスが悪く見えた。


  （あ、誰かに見られないかな？　……大丈夫か）


  　何かあっても、カレンならすぐに姿を消すことができるだろう。司狼も案外、なごみ譲りで脳のう天てん気きなところがあった。


  「はい、こちらが聖霊サンクトウスです」


  「……見えないよ？　どこ？」


  　両手で水をすくうようにするカレン。その手のひらの中に、ぼんやりと光るものが見える。しかしどれほど目をこらしても、ぼんやりとしたまま。


  　野球ボールほどのサイズだろうか。球体っぽい光がそこにあるのはわかる気がするのだが、以前見た風の精霊ウエントウスみたいに妖よう精せいのような姿は見えなかった。


  「風の精霊ウエントウスと違って形はないのかな？　あぁでも、あっちも最初はよく見えなかったっけ」


  「ふむ……ずっとこちらで暮らしていたせいで、精霊エレメントウムの認識が甘いようですね。やはり早急な調教が、矯きよう正せいが、躾しつけが必要です」


  「躾って……」


  「安心してください。私が手取り足取り教えて差し上げます。ですからどうぞ、身も心もすべて私に捧げてください。命も魂たましいも、何もかもすべて……」


  「あぁっ、こらこら！　もうバケモノはいないんだから、狼おおかみにする必要はないでしょ？」


  　顔を寄せてくるカレンの肩を取り、押し退のける。


  　抵抗するかと思いきや、カレンは押されてあっさりと離れた。


  「カレン？　なんで黙るのさ……まさか、まだ戦わなくちゃいけないなんてことないよね？」


  「そうですね、もちろんその方が私も楽です。正直、面倒なんですよね。魔獣駆除の義務オブリガテイオーさえなければ、いちいち現世人ウイルのために魔獣レムレースを退治するなど……私は兄さんと共にいたいだけですから、そのような些さ末まつ事に時間を割さきたくはありません」


  「些末事って……でも、バケモノは人に害をなすんだよね？　カレンがここに来たから、バケモノもついて来たんでしょ？　だったら、なんとかしないと」


  「ですから義務は果たしています。それが魔獣駆除の義務オブリガテイオー……バケモノを倒す義務です」


  　確かにカレンはその義務を果たした。


  　撫子なでしこを巻き込んで酷ひどい目に遭あわせたことは納得しがたいが、命に別状はなさそうだし、もうこれ以上おかしなことにはならないだろう。


  　いや、なってもらうわけにはいかない。司し狼ろうの顔が険しくなる。


  「昨日倒したパピ、なんとか？　あの蝶ちよう人間で、もう全部だったんだよね？」


  「そのはずですよ」


  「はずって……もしかして、まだいる可能性もあるっていうこと？」


  「兄さんが見たのが寄生蝶パピリスだけであったなら、今のところは問題ありません。次に世界を繋ぐ門アモル・フオルタムが開くまでは平へい穏おんでしょう……ですが」


  「ちょい待ち。次に？　またその門が開いて、バケモノが来るっていうこと？」


  「世界を繋ぐ門アモル・フオルタムはいつでも、どこへでも開きますので。もっとも、それが明日なのか、百日後なのかは、私にはわかりかねますが」


  「そ、そう……カレンがわざと門を開くっていうんじゃなければ、そのことはひとまずおいておこう。それで……寄生蝶パピリス？　だけじゃない可能性があるの？」


  「兄さんが見たのが寄生蝶王パピリオ・レギスであった場合、問題が大きくなります」


  「なんで？　それ何？」


  「寄生蝶王パピリオ・レギスは寄生蝶パピリスを生み、集団で餌えさ場ばを作り、狩りをします。先日の寄生蝶パピリスが、もし既すでに新しく生まれた寄生蝶パピリスであった場合、寄生蝶王パピリオ・レギスを駆除しない限り、犠ぎ牲せい者が増えていくことになります」


  「また撫子さんみたいな人が増えるっていうこと!?」


  「ナデシコ？　昨日の女性のことですか……そうですね、寄生蝶パピリスは雌めすに寄き生せいして雄おすの体液を啜すすりますので」


  「そんな。そいつらを手早く倒す方法はないの？」


  「ですから、奴やつらに狩りをしてもらわなければどこが餌場になっているかわかりませんし、狩りの現場を押さえなければ、寄生した寄生蝶パピリスを特定することは困難です。奴らは個体ひとつひとつに大した力はありませんが、その隠おん密みつ能力がやっかいなのですよ」


  「やっかい過ぎる！　寄生されてる人の特定方法はないの!?」


  「そうですね。疑わしい者を集めて結界アルクイレーテに閉じ込め、奴らの嫌う空気を作り出すことくらいでしょうか」


  「嫌う空気って、毒ガスみたいなものじゃないだろうね？」


  「ドクガス？　それは知りませんが、奴やつらの嫌う匂においを充満させたり……それは大たい抵ていの生き物も息ができませんが……あぁ、それよりも単純に呼吸をできなくするだけでも」


  「死んじゃう！　それ寄き生せいされてる人も死んじゃうから！」


  「そうかもしれませんねー」


  　淡々と言うカレンは、犠ぎ牲せい者への関心が薄そうだった。


  「まさか撫子なでしこさんにもそんなことしてたの!?　助かったから良かったとは言え……い、言えるのか？　それ……しかもまだ、そんなバケモノがいる可能性があるなんて」


  「困ったものです。それより兄さん、そろそろ帰ってナゴミの食事をいただきましょう」


  　困った様子など微み塵じんも見せず微ほほ笑えむカレン。司し狼ろうはその無邪気さに背せ筋すじを震わせる。


  （駄目だ、真剣みが足りない。自分のせいだってわかってない……いや、わかってても興味がないんだ。本当に、自分のことにしか興味がないんだな）


  　それはある意味、現代的なことなのかもしれない。


  　司狼もカレンのように気楽に考えられれば、よかったのかもしれない。しかし、撫子が被害を受けたことや、生しよう来らいの正義感から、寄生蝶パピリスを放っておくことはできないと考えていた。


  



  　教室を出て昇降口まで来ると、人ひと気けも増える。


  　今日も部活に出ない罪悪感に襲われたその時、司狼は大きな声で呼び止められた。


  「おい中なか津つ川がわ、テメェ今日もサボりか？　あぁ？」


  「和わ田だ先輩……押お忍す。申し訳ありません」


  　和田浩こう二じ郎ろう。柔道部所属の三年生で、司狼を快こころよく思っていない男だ。


  「もーしわけありませんじゃねーよ、何サボりくれてんだテメェ、舐なめてんのか？」


  「押忍、この怪け我がでは先輩の稽けい古このお邪魔になりますので、治療に専念したいと思います」


  「怪我ねぇ？　応援来んのがメンドーだからって、ずいぶん派手な仮病じゃねーかよ」


  「……いえ、そんなことは」


  　和田に痛いところを突かれ、司狼は俯うつむいてしまう。実はもう怪我は治っているのだ。傷跡さえないので、もし包帯を取られてしまったら言い訳できない。


  （やっぱり見学だけでも出れば良かった……これじゃ、本当にサボりじゃないか）


  　不安や悩みを抱えていたからといって、それを理由に稽古を休んでいいはずはない。


  　撫子のこと、カレンのこと、バケモノのこと。そして、こんなに仰ぎよう々ぎようしく巻いた包帯が数日で取れてしまうことの方が仮病だったと思われてしまうかもしれないこと。何もかも中途半はん端ぱに考えていたことを指摘されたようで、司狼は更さらに俯いてしまう。


  「んだ？　マジで仮病かよ。それじゃもう辞めてもらうしかねーな？」


  「いえ、それはっ……──あっ──」


  「うっせぇな！　テメェみてーなのがいても邪魔なだけなんだよ！　もう投げ飛ばすのも飽きたし。マネージャーに色目使ってんのも気に入らねぇ。二度と道場に顔出すんじゃねぇ！」


  　一瞬、司し狼ろうが何かに気を取られたことに気付かず、怒りを露あらわにする和わ田だ。よそ見をした司狼が許せず、胸ぐらを掴つかもうと腕を伸ばす。


  「あっれー？　和田先輩、こんなとこで何サボってんすか？」


  「ヨッシー……みんな」


  　和田の手は司狼には届かず、二人の目線は良よし彦ひこたちに向く。


  「俺らこれから走りに行きますけど……先輩方は稽けい古この最中っすよ？　また遅刻したりすると、主将にどやされるんじゃないすかねぇ」


  　にこやかな顔ではあるが、そこに怒りが含まれていることに気付かないほど和田も鈍感ではない。まして、ずらりと並んだ二年生部員一同に睨にらまれていては尚なお更さら。


  「チッ……浦うら山やまぁ、テメェも舐なめた口きいてんじゃねーぞ？」


  「とんでもないっす。自分、レギュラー選ばれてるからって稽古舐めたりしてませんから。レギュラーだからこそより励みたいっす。レギュラーだからこそ、選ばれなかった先輩に恥じないよう、日々研けん鑽さんを積んでいきたいと思ってますんで」


  「おいおいヨッシー、レギュラーって言い過ぎだよ……ちょっとは遠慮しなきゃ」


  「ははは、そうかな？　だってほら、俺レギュラーだし？　……実力で、さ」


  「チッ」


  　屈くつ託たくなく言う良彦と二年生たちに怒りを露わにするが、さすがに手を出しはしない。和田は、司狼など最初からいなかったかのように立ち去った。


  　司狼はホッとため息を漏もらし、良彦に苦笑を見せる。


  　もちろん良彦は、自分が司狼を助けたと思って笑顔を返す。同輩たちも笑顔で司狼と別れ、ランニングに出て行った。


  　また一人になり、司狼はぽつりと呟つぶやく。


  「……カレン……あれは駆除しちゃ駄目だからね？」


  　その言葉は、ほかの誰にも聞かれることはなかった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　まだ初夏とも言えないころの日暮れは、赤さよりも黒さが世界に染しみ渡っていくよう。


  　特に部室棟とうの陰になっている裏庭の一角は、ほとんど人目に付かない薄暗い場所だった。


  「こんなとこに誘いこんで何の用だ？　……お、おい？」


  　少女の手招きに従い、柔道着を着た大男──和田が現れる。


  　制服姿の少女は和わ田だに比べれば小柄だが、その手足にはしっかりと張りがある。体付きも良く、その肉感的なところが卑ひ猥わいでそそる、和田は以前からそう思っていた。


  　その少女の可愛かわいらしい手が、和田の頬ほおに伸びた。


  「へへっ、なんだよ……やっと俺の魅力がわかったみたいだな？　いいぜ、俺も嫌いじゃねぇ……せっかくのお誘いなら……ごくっ……い、いいのかよ？　俺のモノになるってのか？」


  　少女の積極的な行動に一瞬たじろぐも、すぐに肉欲が上回る。


  　うっすらと微ほほ笑えみを浮かべた少女の唇を目の前にして、和田は理性を失った。


  　少女の手を取り、抱き寄せる。すぐさま唇を重ねるが、少女からの抵抗はない。それどころか和田の両頬を掴つかみ、自ら唇を押し付けていく。


  　和田はいい気になってその唇を吸い、舌を割り込ませて少女の口こう腔こうを舐なめ、唾だ液えきを啜すする。じゅるじゅると汚らしい音が響くが、下校時間を知らせるチャイムに掻かき消された。


  　……次ついであがる、苦く悶もんの呻うめきも。


  　少女にキスをされている和田の体がびくんびくんと痙けい攣れんする。


  　そして、チャイムが鳴り終わると同時にその巨体は受け身も取らず崩れ落ちた。


  　白目を剥むき、だらしなく唾液を垂たらしている。漂ただようアンモニア臭は漏もらした小便に違いない。


  　少女は唇を手の甲で拭ぬぐい、唾つばを吐き捨てる。唾には赤いものが混じっていたが、それが少女の血でないことは歪ゆがんだ口の端からも見て取れる。


  　そして少女は気絶した和田への興味を失い、悠ゆう然ぜんとその場を立ち去った。


  第五章　[image: ]　男はみんなケダモノです


  



  　その日の朝、日向ひゆうが育いく江えが早く学校に来ていたことに大した意味はなかった。


  　単にいつもより早く目覚めたから、三十分ほど早い電車に乗れただけ。


  　家にいても特にすることがなかったので登校しただけだったが、まだ人の少ない朝の校舎は思ったよりも清すが々すがしく、育江を気分良くさせていた。


  　いくつかの運動部がそうするように、美術部の自分も朝練してもいいかもしれない。そんなことを思いながら校内を練り歩いていると、同じように早く来ていた友達と会った。


  　これは嬉うれしい誤算だった。まともに話したのはテスト前。もう一週間ほど前のことになる。


  　別のクラス、別の部活なので接点が少ないのが難点だが、育江は彼女と話すのが好きだった。特に、恋の話ができるのがいい。


  「……そうなの。最近、練習時間が増えて大変みたい……あ、うぅん、もちろん部活中の話も聞いてるわよ？　でもほら、客観的に見るとまた違うじゃない？　だから、ね」


  　屈くつ託たくなく笑う育江に、友達も笑って頷うなずく。


  「どうかしたの？」


  　あまりに深々と頷いた友達の格好がおかしくてまた笑う……が、顔を上げた友達の顔を見て、育江は自分の正気を疑う。


  「……っ…………蝶ちよう……？」


  　友達の口からあふれ出る異い形ぎようのもの。そのあまりの禍まが々まがしさに、育江は悲鳴をあげるのも忘れて見つめてしまう。


  　そして、すぐに意識を失った。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「わおーん！」


  「ん、んん？　騒々しいですね……あぁ兄さん、また私の寝込みを襲ったのですか？」


  「わおわおっ、わふんわふん！　がるるるるる！」


  「この魅力的な唇を啜すすりたくなる気持ちはわかります。ですが兄さん、口づけはそなたをケダモノに変えてしまうだけ……いえ、いいのです。私はケダモノになった兄さんでも愛していますよ。さぁ、その猛たけった獣欲を、そなたの愛いとしい妹へとぶつけてくださいま……あ」


  「ぷはぁ！　はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁ……ぶつけないよ！」


  「なんですか、つまらない。人の姿に戻るくらいなら、最初から獣化ミユータテイオーしないでください」


  「してないっ。させられたんだ！　どうして毎朝毎朝僕のベッドに潜もぐり込んでくるのさ！」


  「毎朝だなんて失礼ですね……ちゃんと昨夜から潜り込んでいますとも」


  「なお悪いっ。気が付かない僕も悪い！　部屋もベッドも自分用があるでしょ？　いくら兄きよう妹だいとはいえ、年ごろの男女が同じベッドで寝てはいけません！」


  「馬ば鹿かなことを……それではいつ愛し合うというのですか。男女はしとねを共にして初めて互いを知るのでしょう？　であれば、私たちが別々に眠ることこそいけないことです、そうは思いませんか？　そうですよね？　そうなのです。では、もう一眠り……」


  「二度寝かっ、眠いだけか～っ……だったらホント、自分のベッドで寝てよ」


  　時計を見ると、母が起こしに来るまであと二十分ほどある。


  「ちょっと早いけど起きるか……ほら、着替えるから」


  「ん～～……どうぞ～～」


  「出て行って欲しいんだけど？」


  「ふわぁ～……やれやれ、着替えなどすぐでしょう。ほら、このように」


  　少し透すけているようなネグリジェの胸元をさすると、見る間に衣装が作り変わっていく。それは河かわ越こし高校女子の制服……カレンの言う着替えは、三秒もかからない早はや業わざだった。


  「……人間はそんな便利なことできないんだってば」


  　カレンの衣装はすべて、精霊魔法によって作られたものだった。ものの数秒で違う衣装になる様子は、さすがに早着替えの域を超えている。


  （そういえば、着替えとは言えないレベルの変身もしてたっけな）


  　ふと、初めて会った日のことを思い出す。


  　自分が狼おおかみに変身させられたことの驚きで忘れていたが、カレン自身も精霊エレメントウムのような姿に変身していた。あの幻想的な美しさは、思い出すだけでもうっとりとしてしまう。


  （でもあれ以来、あの格好にはなってないな……戦う時だけの格好なのかな）


  　ならば自分を狼にするのも、戦う時だけにして欲しい……いや、もう戦いはないのだから、そもそも獣化ミユータテイオーさせないで欲しいのだが。司し狼ろうはすがるように妹を見た。


  「兄さんにもできるはずですよ。地の精霊テラと風の精霊ウエントウスに頼んでみてはいかがですか？」


  「頼み方なんてわからないし、精霊エレメントウムが見えるわけじゃないし」


  「守護獣ベステイアの時には見えていたのですよね？」


  「……それも気のせいだったかもね」


  「情けないことを……では、もう一度獣化ミユータテイオーしてみましょう。その方が精霊たちエレメントウムも声を聞いてくれるかもしれません」


  「わーっ、駄目駄目！　狼になると、なんかちょっと嫌な感じがするんだよ……あ、そうだ。学校で変身させるのは駄目ね？　特にそれだけは絶対駄目！」


  「何な故ぜです？」


  「人に見られたらどうするのさ！　カレンは消えられるかもしれないけど……あ」


  「兄さんのことも見えなくすることはできると申し上げたはずですが」


  　確かにそう言っていたことを思い出す。


  「だ、だとしても駄目。万が一ってことがあるし……なんか、あの姿になった時って、自分が自分じゃないみたいになるしさ……意識失うこともあるしっ」


  「それは安心してください。私が責任を持って調教させていただきます。兄さんがどのような事態になろうとも私が責任を持って……んふっ、初めての、あの日のように」


  「きゃーっ、だから駄目だってばーっ！」


  　抱きついてくるカレンを押し退のける。


  　華きや奢しやに見える司し狼ろうだが、さすがに柔道を四年続けている筋力は伊だ達てではない。本気を出せば、カレンのようなか弱い少女を近づけさせないことは簡単だった……が。


  「……風の精霊よウエントウス、その者を捕らえ縛り付けよプレヘンデレ」


  「あっ、こら、何を!?　おっ……おぉ!?」


  「強く抱き寄せてくれるのならともかく、引き離すだなんて……私、とても悲しいです」


  「う、動けないぃ……何したの!?」


  「わからないのですか？　なんと情けない……兄さんが風の精霊ウエントウスと言葉を交わせれば、何も起きない程度のことですのに」


  [image: ]


  「そ、そんなこと言ったって～～、んぉおっ、締まる締まるっ……カレン!?」


  「はい、兄さん」


  「…………」


  「なんですか、兄さん」


  「……た……」


  「まさか、あられもないことを仰おつしゃる気ですか？　是ぜ非ひ聞かせてください、是非懇こん願がんしてください、是非求めてください……私の愛を！」


  （助けてとか言える状況じゃないし！）


  　恍こう惚こつの笑みを浮かべ、にじり寄ってくるカレン。


  　風の精霊ウエントウスの力で捕ほ縛ばくされ、身動きのできない司し狼ろうはなすがまま。


  「さぁ兄さん……優しく、熱く、激しく、深く、甘く、私を求めてくださいませ……」


  　キスが来る！　目を閉じた司狼の頬ほおに、カレンの唇が触れる。


  　そして舌が伸び、頬をくすぐり、首筋へと伝っていく。


  「あ……あ……あ……っ」


  「ん、んん、兄さん……ちゅっ、んちゅ、ちゅっちゅ、んむ、んっふ……ちゅ、ちゅぷ、んん、ん～っちゅ、ちゅっちゅ、んふふっ、んふ、ちゅっちゅ、ん～かぷっ、はむはむ、んむん」


  　首にそっと歯を立てられる。


  　急所を噛かまれる恐怖が強烈な官能となって、背せ筋すじを、そして脳天までも痺しびれさせた。


  「兄さん……兄さん……あぁ、兄さんの匂におい……兄さんの汗……兄さんの吐息……兄さんの、兄さんのぉ……んふふっ……んっふ、ちゅ、ちゅぷ、んむんむ、んちゅぅ～っちゅ、んむん」


  （やばいやばいやばいやばいやばいっ……すっっっごくアレがナニしてるぅううううう！）


  　捕らえられ、身動きできなくされて、頬や首筋にキスされて……激しく勃ぼつ起きしていた。


  　こんなマゾヒスティックな状況で性的興奮を得ると思ってもいなかった司狼は、沸き上がる官能と同じくらいショックを覚えてしまう。


  　そんな司狼の思いなど気にもせず、頬を、首筋を、うなじをくすぐるカレン。たおやかな指が鎖さ骨こつをさすり、胸を撫なで、背中へと伸びていく。


  「ん、んん、んはぁ……はぁはぁ、んっふ……ほら、とても良い抱き心地ですよ？　まるで、元がひとつだったかのように一致するとは思いませんか？　ほら、ほら……んん」


  「ふ、双ふた子ごだからそうなのかもしれないけど……と、とにかく、もう許してよ……」


  　抱き締められるとカレンの胸が当たる。


  　そしてもちろん、自分の大きくなった股こ間かんも……。


  「おやおや、いったい何を許せと言うのです？　兄さんに謝られなければならないようなことは、何ひとつありませんよ？」


  「いいからもう離れてってば。あ、当たってるしっ」


  「当たってる？　何がですか？」


  　きょとんとするカレン。この膨ふくれ上がった股こ間かんに気付いていないらしい。


  「いや、それはその……む、胸じゃないことは確かだけど！　ははははは！」


  　司し狼ろうはつい照れ隠しに、自分の肉体のことではなくカレンの肉体についてを口にした。


  　悲しいかな、抱きつかれてもほんの少ししかわからないほどささやかな乳房しか持たないカレンである。


  「……………………」


  「ははは……カ、カレン？」


  「……あぁ、そういえば聞いたことがあります」


  「何、を？」


  　あまりの空気の重さに息を呑のむ。


  「大きな乳房にしか興味を示せない愚かな雄おすがいるということを、ですよ」


  　カレンの笑みがどす黒く歪ゆがむ。


  　そこでようやく、司狼は失言に気が付いた。


  「なるほど。兄さんはそうした浅はかで愚ぐ鈍どんな無む知ち蒙もう昧まいの輩やからと同種、というのですね？」


  「いやっ、違っ……」


  「愚ぐ痴ち無知で短慮な上に、心無い無分別な愚か者。まさか兄さんがそのような……あぁ、なるほど、これが怒りという感情ですか。兄さんからふたつ目にいただいた大きな情動は、憤ふん怒ぬ、という素晴らしいもののようです。ふふふ、素敵ですね……ふふふ……くくく……──」


  　カレンの顔から、すぅ、と表情が消える。


  「──ッ！　ごっ、ごめんなさいごめんなさいっ、大丈夫っ、小さくても可愛かわいいよ！　大きさは問題じゃないと思うっ、大切なのは思いの強さであって肉体的な大きさなんて恋愛においてなんの障壁にもならないと思うんだ、うんその通り！　人は人の外見に恋するのではなくて心に恋をするんじゃないか。外見なんて関係ないってカレンも言ってたよね、うんっ。素敵だ、恋愛ってとっても素敵だねっ……だから、その…………許して？」


  「駄目です」


  　……カレンの唾だ液えきは、少ししょっぱかった。
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  　人の姿に戻るのに時間をとられ、一限目終了のチャイムが鳴るのとほぼ同じタイミングで教室のドアを開く司狼。


  　ほぼ全員から目を向けられて、照れるよりも先に、背中にくっついているカレンの姿が見えていないかが気になるのはどうかしている。


  （あぁ良かった。撫子なでしこさん、今日はいる）


  　もちろん、撫子の機嫌も気になる。


  　一瞬、目を向けてくれたもののすぐに逸そらされたのは、授業のノートを取っているからだと思いたい。そんな司し狼ろうの不安をよそに、良よし彦ひこが慌あわてて寄ってきた。


  「無事だったかシロ、心配したぜ～」


  「ごめんごめん。朝、ちょっとドタバタしちゃってさ……でもほら、なんともないから」


  「そっかそっか、俺はてっきり……ん？」


  　司狼の肩に手を置く良彦が、その違和感に気付く。


  　もちろんすぐに司狼も気付き、身を捻ひねって良彦から離れる。


  　良彦が触れたのは、司狼の首にしがみついているカレンの腕。姿を見えなくできているとはいっても、実体がなくなっているわけではないのだ。


  「ごめんっ、まだちょっと痛くて」


  　腕が、とジェスチャーを入れる。


  「あぁ、うん。悪い……ん、んん？　なんか付いてね？」


  「ははは、何言ってるのさっ……それより、次は体育だよ？　僕たちも着替えなくちゃ」


  　腑ふに落ちない様子の良彦だったが、すぐに別の話題を思い出す。


  「いや、だからさ。お前まで、和わ田だ先輩みたいにどうかなっちまったんじゃないかと思ったんだっつーの！」


  「和田先輩がどうかしたの？」


  「倒れてたんだよ、昨日！　部室棟とうの裏で……救急車が来て大変だったんだぜ？」


  　司狼はぞくりとして、良彦を見つめ返した。


  「酷ひどい状態だったみたいなんだよな。俺は見てないけど……」


  「ひ、酷いって。まさかっ」


  「おいおい、何そんなに慌ててんだよ。まさか死んだとか思ってんのか？　ははは、さすがにそれはねーわ。ションベン漏もらして失神してただけだよ。ったく、部活サボって何してたんだか……おっと、着替えねーとな」


  　クラスメイトに着替えを促うながされ、慌てて体操服に着替え始める良彦。司狼は安あん堵どしつつも、しばし呆ぼう然ぜんとしてしまう。


  「……どうした？　あ、そっか。体育休むか？」


  「う、うぅん。とりあえず出るよ……それで？　和田先輩どうなったの？」


  「救急車で運ばれていって、それからどうなったのかは知らね。誰にやられたのかも知らねーけど、情けない話だよな……まぁ、いい気味だけど」


  「そういうこと言うのは良くないよ？」


  「へいへい……つっても、お前だってあいつ嫌いだろ」


  「好きじゃないけど、陰口は良くないってこと……」


  　目を伏せる司し狼ろうに、良よし彦ひこも口が過ぎたことを反省する。そうだな、と呟つぶやき、急いで着替えを続ける。


  「……ねぇカレン？　まさか、寄生蝶パピリスの仕し業わざじゃないよね？」


  　小声で問うてもカレンからの返答はない。聞こえているのかいないのか。


  （倒れてたって？　漏もらして失神って、あのふてぶてしい和わ田だ先輩が？　ヨッシーや主将に比べれば弱いけど、僕なんかよりは全然強いんだから、そうそう気絶するようなことなんてあるとは思えないんだけど）


  　誰かと喧けん嘩かして負けたのだろうか。だとしても、漏らすほどのことがあるとは考えにくい。


  「よしっ、行こうぜ」


  　着替えを終え、急ぎ足で教室を出る良彦を追う司狼。その背中に、カレンがしっかりとしがみついてきたことで安あん堵どする。まだほんの数日だというのに、カレンが背中にくっついていることに違和感がなくなり始めていた。


  （朝、怒らせてから口きいてくれないけど、くっついては来るんだもんなぁ。でもまさか、胸の大きさを気にしてるとは思わなかった）


  　そうしたところは、人間でも精霊人フエミナでも同じなのだろう。思わず苦笑が出てしまう。


  「待ってよヨッシー……っとっと!?」


  　教室を出てすぐ、司狼は人の気配を察して派手に避けた。


  　背中のカレンがあわわっと小さな声をあげるが、人にはぶつからずにすむ。


  「すみません、大丈夫でしたか？　ぶつかっては、いませんよね……？」


  　見知らぬ女子生徒が目を丸くして立ちすくんでいた。


  　司狼よりもかなり背が高いが、すらりと細い体付きはどこか儚はかなげで、吹けば飛ぶようにも見える。綺き麗れいな目と面おも立だち、そしてすっきりとしたショートカットが印象的だ。


  （うわ、凄すごい美人……けど、胸は小さいかな）


  　思った瞬間、自分を殴なぐりそうになるが、なんとか堪こらえる。


  　そんな司狼を、少女はまだじっと見つめていた。


  「あ、あの……？」


  「おーい、シロ！　遅れるぞー？」


  「あぁっ……すみませんでした。それじゃっ」


  　良彦の声に、詫わびもそこそこに慌あわてて駆け出す。


  　急いで運動靴ぐつに履はき替えると、良彦がムフフといやらしく笑った。


  「なーに見つめ合っちゃってるんだよ～？　え～？」


  「そんなんじゃないよ。ちょっと、驚かせちゃったみたいだけどさ」


  「綺き麗れいな子だったなぁ、何組だろ？　あんな美人が二年にいたんだな」


  　言われてふと、司し狼ろうは少女が同じ色の上うわ履ばきを履いていたことを思い出す。


  「そんなこと言ってると、日向ひゆうがさんに怒られるよ？」


  「馬ば鹿か野郎っ、彼女を愛する気持ちと、美しい女性を愛めでるのとはまた別の感情だろう！」


  「それはわかるけど……」


  　司狼は昨日見た美み咲さきのパンツを思い出す……が、すぐに振り払う。


  「い、いや？　僕にとってはいつだって……」


  「へいへい、シロにとっちゃマネジが一番だよな～っと」


  「もちろんだよ……んぐえっ」


  「ん？」


  「な、なんでもないなんでもない……行こうっ」


  　カレンに首を絞しめられたのは、今の会話についての文句だろうと思ったのだが。


  「兄さん……先ほどの者、私と目が合ったように思えました」


  　それは文句よりもよほど物騒な言葉だった。
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  　昼休み。撫子なでしこと話したい気持ちは、彼女の不在で霧む散さんする。


  （本格的に避けられてる気がする……いやいや、何か用事があるんだよね、きっと）


  　そう思って自分を誤ご魔ま化かす。それに、司狼にもやらなければならないことができた。


  　先ほどの少女を捜し出して、本当にカレンのことが見えていたのかどうかを確認しなければならない。見えていたとすれば、あの時の撫子と同じく、寄生蝶パピリスに寄き生せいされている可能性が高いと思われるからだ。


  「シロ、今日はまたずいぶん食うんだな？」


  「そんなことないよ」


  　腹が減っては戦いくさができぬ……からではなく、カレンの分があるからだ。


  　良よし彦ひこたちにバレないよう、こっそりとサンドイッチを渡しながら自分も食べる。


  「それより僕、ちょっと用があるから急いで食べちゃうね」


  「ん？　なんかあるなら手伝うけど？」


  「ありがとう、でも大丈夫」


  　あの少女を見た良彦にも手伝ってもらえればと考えたが、もし寄生蝶パピリスに寄生されていたら格好の餌え食じきになってしまう可能性がある。


  　和わ田だは生きていたらしいが、カレンの話によれば体液を吸われれば死ぬこともあるようなので、わざわざ危険に巻き込むことはない。


  　もっとも、まだ寄生蝶パピリスと決まったわけでもない。


  　むしろそうでないことを祈りながら、司し狼ろうは早々に食事を終え、ほかのクラスを見て回る。


  　教室内で昼食をとっているとは限らないが、上うわ履ばきの色からして二年生である可能性が高い以上、まずは手近な所から探索するのがいいだろう。


  「……ねぇカレン、本当に目が合ったの？」


  「そのように思えた、と申したはずです」


  「撫子なでしこさんに寄き生せいした奴やつは慌あわてて逃げようとしたからわかったんだよね。でも、さっきの彼女は違った……ほかに、何か寄生されてる人がわかるような行動とかってないのかな？」


  「そうですね。普段のその者とは違う動きをすることはあると思います」


  「違う動きって？」


  「餌えさになる男性をおびき寄せることや、捕食のためにほかの者の目に付かない場所に連れ込むこと、ですね」


  「なるほど。でもそれだと、よく知ってる相手じゃないとわからないか……あと、寄生されてる人って意識はあるの？」


  「寄生されたことはないのでわかりません」


  「それもそうか……でも、撫子さんはあの瞬間まではいつも通りだった。あれは、自分の意思なんだろうか、それとも？」


  　考えてもわかるはずがない以上、無意味なことだ。何も覚えていない撫子に聞くこともできないし、異世界のバケモノの生態など司狼にわかるはずもない。


  「あと、ほかに奴らについて知ってることはある？」


  「鱗りん粉ぷんに催さい眠みん効果があります。主におびき寄せる際に使われるのでしょう。あと、寄生する際にも……そうそう、寄生されてる者は、普段よりも運動能力が増すようですよ」


  「そういえば、撫子さんも凄すごくジャンプしてたな……もしあの時カレンがいてくれなかったら、僕も奴らの餌になってたってことか。あぁ怖っ」


  　催眠効果などなくても、撫子に誘われれば無条件でついて行ってしまっただろう。そして誰もいない教室で、あっさりと血を吸われていたに違いない。


  「安心してください。寄生蝶パピリスなどに、兄さんの体液の一滴でも渡したりしません。兄さんの体液はすべて私のものですから……もちろん、私の体液はすべて兄さんのものですよ」


  「た、体液って」


  　あえて直接言わないことが、むしろ卑ひ猥わいさを生む。


  　さすがにこの程度で興奮したりはしないが、頬ほおが熱くなるのは仕方がない。司狼はその熱を冷ますように首を振り、隣の教室を覗のぞき込む。


  　ざっと見回した限りでは、目的の少女の姿はない。隣のクラスも、そのまた隣のクラスも。


  「まずは彼女に会って話を聞いてみたいんだけど……うーん、見忘れることはないと思うんだけどな」


  　印象的な目をしていた。細く高い鼻び梁りよう、薄桃色の唇、そしてカレンと似た、透すき通るほどの白い肌が、その美び貌ぼうを際立たせていた。


  　ほんの数秒見つめ合っただけだが、忘れようのない美少女。


  　しかし、考えてみれば正面から見ただけで、横顔や後ろ姿は見ていない。この大勢の人の中から、後ろ姿で捜すのはやはり難しいかもしれなかった。


  



  　結局、昼休み中には見つけることはできなかった。


  　何度か似たような女子を見かけるも、振り向いたその顔がまったく違う。あの儚はかなげな雰囲気を持った美少女とは似ても似つかない女子ばかり。


  「名前も、クラスもわからないとなると、ちょっと厳しいな……うちって今、生徒数何人だっけ？」


  　確か女子だけでも五百人近くはいるはず。


  　がっくりと肩を落とす司し狼ろうに、カレンは何も言わずただ寄り添うだけだった……何な故ぜか。


  「……くぅ～～……すぅ～～……」


  「この子の正体って、実は子泣きじじいだったりして……子泣き妖よう精せい、子ども妖精、ご飯食べたら眠くなるって、ホントただの子どもだ──……んぐえ！」


  　たまに寝ぼけて強く抱きつかれると、苦しくて仕方がなかった。
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  　先の少女と目が合ったと思ったのは、カレンの気のせい。和わ田だが倒れたのは、ただの熱中症か何か。そうであればという司狼の願いは叶かなわなかった。


  　事件が起きたのは、五限目終わりの休み時間。


  「おいおい、Ｄ組の奴やつが倒れたってよ」


  　教室の端で、クラスメイトの男子が無遠慮な声をあげた。


  「倒れたってなんだよ？」


  「わかんないけど、裏庭で倒れてたって。意識がなくて、救急車呼ばれたらしいぞ」


  　今朝聞いたばかりの類似事件に司狼は驚き息を呑のむ。良よし彦ひこは好奇心旺おう盛せいに、男子の話の輪に加わった。


  「なんだそれ、詳しく聞かせてくれよ」


  「いやぁ、俺も詳しくは聞いてないんだよ。なんか、五限サボってたらしいんだけど、ほかの生徒が見つけて保健室に運んだって」


  「裏庭で？　誰が見つけたんだよ？」


  「一年みたい。マラソンの授業じゃないかな。ほら、アレって裏門から戻ってくるだろ？」


  「なるほどな～」


  　うんうんと頷うなずく良よし彦ひこ。


  「なんでそんなに気にしてんだよ、ヨッシー」


  「いやぁ、うちんとこの先輩も、昨日裏庭で倒れてたからさ」


  「は？　何それウケる。裏庭やばいんじゃね？」


  「かもしんねー……俺も裏庭でサボんのはやめよっと」


  　特に真剣みのない会話と軽い笑い声が教室内に響く。しかし、司し狼ろうは笑えなかった。


  　裏庭で倒れていたのはいずれも男子。しかも、熱中症やちょっと驚いた程度で失神するようなか弱い男たちではない。


  　胃が締め付けられるような感覚に苛さいなまれる司狼。


  「何をおかしな顔をしているのですか兄さん」


  「おかしくないよっ……バケモノのことを考えてたら、平静じゃいられないじゃないか」


  「寄生蝶パピリスなど恐れるに足りません。兄さんの力で手早く駆除してください」


  「そんな簡単に言われても困るよ」


  　相変わらず真剣味のないカレンの態度にも、胃が痛くなりそうだった。
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  　放課後。撫子なでしこは早々に教室から消え、良彦もすぐに柔道部へと向かった。


  　司狼は腕の包帯をさすり、既すでに傷跡ひとつないことに罪悪感を覚える。


  （でも、まだバケモノがいるんだとしたら、放っておくわけにはいかない……よね？）


  　何な故ぜ自分が？　もちろんそう思う。


  　しかし、魔獣レムレースが現れた原因が妹カレンにあるのだとすれば、兄として放っておくことはできない。ましてや、撫子のあの姿を見てしまっては、関係ないなどと言っていいはずがない。


  　ないのだが……。


  （うぅ、やだなぁ。また戦わされるのかなぁ……怖いし痛いし、狼おおかみにされるし～～）


  　それでも魔獣駆除の義務オブリガテイオーを自ら背負おうとするのは、司狼の正義感にほかならない。


  　カレンのやる気のなさが、逆に司狼の保護欲や自尊心に火をつけていることも間違いないのだが、当とうの本人はそれに気付いていなかった。


  「カレン、そろそろ起きてよカレン……さっきの人、捜しに行くよ？」


  「ふわぁあ～……ずいぶんと熱心ですね。……はっ！　まさか兄さん、ああいう女性が好みなのですか？」


  「違うし。僕の好みはもっと……こほん。とにかく、バケモノが完全にいないってわかるまでは、ちゃんとしないと……義務なんでしょ？」


  「……はいはい」


  「めんどくさがらないの！　僕にとって、この学校は大切な場所で、ここにいる人たちもみんな大切な人たちなんだからね？」


  「それはまた、ずいぶんと広く浅い愛をお持ちで……私のようにたった一人の兄だけに、深く熱く激しく濃い愛情と欲情を捧げてはいただけませんか？」


  「妹に捧げるのは家族愛だよっ……ほら、カレンも捜して？　それこそ、魔法で捜せないの？」


  「なんですか、その都合のいい扱いは。精霊たちエレメントウムをそのようにしか思えないのであれば、兄さんには永遠に彼らの声は聞こえませんね。なんと嘆かわしい、なんと哀れな……私は恥ずかしい。そのようなことでは守護者ウイクトルなど夢のまた夢……常とこしえにケダモノであり続けますか？」


  「このままずっと人でいさせて欲しいんだけどなぁ」


  「人の姿などまやかし。狼おおかみこそ、兄さんの心の姿ですよ」


  「心はケダモノ……なんだか犯罪者っぽい響きだ……」


  　なけなしの正義感も思わず揺らいでしまいそうだった。


  



  　捜すといっても、まさかいくつもある部室すべてを覗のぞいて回るわけにもいかない。


  　もちろん、どこにも所属していない帰宅部であれば、校内を捜したところでまったく無意味だが……。


  「もし倒れた男性たちが寄生蝶パピリスの犠ぎ牲せいになったのだとすれば、奴やつらがこの学校を餌えさ場ばに決めたと思って間違いないでしょう。であれば、次の宿主ウイスクムも学校の中から出ますよ」


  「犠牲って……死んでないんだから、せめて被害って言っておこうね」


  　寄生蝶パピリスは一定の餌場を決め、そこの雄おすがいなくなるまで狩りを続けるらしい。


  　問題は寄生蝶王パピリオ・レギスの場合、栄養（男の体液）を摂とれば摂るほど、新たな寄生蝶パピリスを生み出していくこと。そうして増えた寄生蝶パピリスたちは女に寄き生せいし、男の体液を奪っていく。


  　つまり、一度増え始めると加速度的に増えていき、瞬またたく間に餌場にいる男を喰くらい尽くしてしまうということだ。


  　──奴らの大群に遭そう遇ぐうした生物は、その多くが滅亡すると言われていますよ。


  　司し狼ろうはカレンの言葉を思い出し、ゾッと背せ筋すじを震わせる。


  　これをこのまま放置することなどできるはずがない。戦いが恐ろしいとしても、駆除できる能力を持っているのがカレンと、そして自分だけである以上、逃げるわけにはいかなかった。


  「ところで、体液を吸うって言っても、一気に全部吸い取れるわけじゃない……よね、たぶん。だったら、吸われてる最中に逃げられないのかな？」


  「囚とらわれた段階で、抵抗力を奪われているでしょうね。そもそも奴らが雌めすに寄生するのは、雄の方がおびき寄せやすい……誘惑しやすいからですよ」


  「なるほどね。催さい眠みん能力で誘惑して、人目の付かない所に連れて行って吸うのか。それで裏庭か……うぅん、裏庭を見張ればいいのかな？」


  「この学校という場所は、人目に付かない場所が多くあるようですから。恐らく奴やつらもそれに気が付いたのではないでしょうか」


  「そ、そっか、確かにそうだ。じゃあ、裏庭だけってことはなさそう……って、それじゃやっぱり一人で捜すのは限界あるなぁ～、ん～～っ」


  　良よし彦ひこや大和やまとの顔が浮かぶが、慌あわてて振り払う。いくら屈強な彼らでも、寄生蝶パピリス相手に柔道でどうにかできるとは思えない。


  （僕だって、狼おおかみにならなきゃどうにかできるわけじゃないけどさ……でも、いくら姿を消してもらえるとはいえ、学校で変身するのはちょっとなぁ）


  　何よりも問題なのは、全裸になることだった。戦いを終えて人の姿に戻った時、近くに制服があるとは限らない。


  　普通の人間（特に女子）にとっては、バケモノよりも裸の男の方が恐ろしいだろう。


  　そもそも獣化ミユータテイオーしていられる時間も、短いことだけはわかっているがばらばらで統一性がない。延ばすことはキスで可能だろうが、いつまで理性が保つかわからない。


  　理性を失った裸の男……それが自分だなどと、想像するだけで気を失いそうだった。


  「やべっ、なんだあれ？　エロ？　エロか？」


  「いいトコ邪魔しちゃったかな？　笑える！」


  「ん？」


  　頭を抱える司し狼ろうの耳に、男子数人の笑い声が聞こえてきた。ばたばたと階段から駆け下りてきた男子は三人。上うわ履ばきの色から見て、一年生に違いない。


  　興奮で笑いが堪こらえきれない彼らは、司狼に気付いた様子もなく喚わめき立てる。


  「どうせならもっと見てやれば良かったかな」


  「よし、行こうぜ！」


  　いちゃついてるカップルの姿でも見たのだろう。かかずらってる場合ではない……が。


  「いや、でもさ。なんかおかしくなかった？」


  「何がだよ」


  「男の方……ぐったりしてなかったか、あれ」


  　その言葉に、司狼は思わず駆け出していた。


  　踊り場まで上って上を眺めれば、そこは屋上への扉とびら……そして。


  「はぁ、はぁ、はぁ……み、見つけた……っ！」


  　そこにいたのは、カレンと目が合った（かもしれない）ショートカットの美少女だった。


  　その足下もとには、階段に半分身を落としている男子生徒。どう見ても意識はないが、息があるかどうかまではわからない。


  「きみに訊ききたいことが、あ……あっ、ちょっと待っ!?」


  　少女は顔色ひとつ変えず跳び上がり、高い位置にある小窓に手をかけた。そして司し狼ろうの制止など聞きもせず、窓を開けてその細い体をくぐらせる。


  「カレン捕まえて！」


  「風の精霊よウエントウス！　我が敵を界に結べアルクイレーテ！」


  　司狼とカレンがほぼ同時に声をあげる。


  　しかし少女の体は、何事もなかったかのように窓の外に消えた。


  　カレンは唖あ然ぜんとする司狼の背中から飛び出し、すぐさま少女が飛び降りた窓に取り付いて外を見回す。しかし、少女の姿を捕らえることはできなかった。


  「……いた？」


  「いいえ、飛んで逃げたか姿を消したか……風の精霊ウエントウスたちにも追えないようです」


  「何それ。じゃあやっぱり、今の子が犯人……寄生蝶パピリス？」


  「どうでしょうね」


  「少なくとも、無関係じゃないよね。あんなの、普通の人にできる動きじゃないし」


  　足下もとに転がる男子には目もくれず、また司狼の首にしがみつくカレン。


  　司狼は男子生徒の首に手を当て、脈と呼吸があることを確認する。


  「良かった、気絶してるだけみたいだね。でも、頭打ってる可能性もあるから無む闇やみに運べないか。誰か呼んで、担たん架かで運ぶしかないな……あ。この人のことも軽くできる？」


  「しません」


  「……できるできないですらない。まぁいいや、それじゃやっぱり担架かな」


  　階段を下りると、先ほどの三人が好奇心を抑えられない様子でいた。


  　男子が気絶していることを教えて保健室へと急ぐ司狼。三人が女子生徒の姿がないことに首を傾かしげても、それに応こたえてやることはできなかった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「え？　今日もう三人目？　ちょっ……どういうことですか翔しよう子こ先生」


  「私の方が知りたいわよ……今週に入ってから、こんなことばっかり。月曜の滝たき沢ざわさんに始まって、もう何人目だったかしらね」


  「何人目なんですか!?」


  「え!?　……あ、あぁイヤね、ちょっとした愚ぐ痴ちだから聞き流して……」


  「愚痴でもなんでも聞きますから、運び込まれてきたのが何人なのか教えてください！」


  「しっ、静かにっ……ごめんなさい。今の忘れて？　これ以上噂うわさになるとまずいのよ」


  「誰にも言いませんからっ……お願いします、翔子先生。絶対に僕だけの秘密にしますから」


  　養護教諭、江えノ本もと翔しよう子この手を取って懇こん願がんする。


  　母から教わった、対年上女性専用おねだりのポーズである。些さ細さいなおねだりなら、成功率はかなり高い。


  　案あんの定じよう、翔子先生は頬ほおを赤らめてうっとりと司し狼ろうを見つめ返す……成功だった。


  「んもう、しょうがないわね……ここだけの話ね？　ほかの人に言い触らしちゃ駄目よ？」


  「はい、もちろん。僕と先生だけの秘密です」


  「んふっ……いいわその響き、とっても素敵……ごくり……え、えぇと、月曜にあなたが滝たき沢ざわさんを運んできたじゃない？　それから……あ、そういえば月曜の昼にも具合が悪くなった子が来たけど、まぁそれはいいわね」


  　翔子先生の話によれば昨日は和わ田だ浩こう二じ郎ろうだけだったが、今朝、教職員の一人が倒れていたところを発見されたとのこと。どうやら昨日からずっと倒れていたらしい。


  　そして今日、水曜だけで既すでに三人目。放課後までに二人、そして今、司狼が運んできた男子。全員、意識を失って倒れているところを見つかって、運び込まれてきたとのことだった。


  「病院で検査してもらったら、みんな貧血みたいね。ただ、咽いん喉こうに傷が……あぁいえ、これ以上はさすがにちょっとね」


  「喉のどに傷でも、みなさん、命に別状はないんですよね？」


  「そうね。何日か休めば大丈夫みたいよ……というか、校内で死者なんか出たら大変よ」


  「そうですね」


  　肉体的な疲れより、精神的な疲れでぐったりとする翔子先生を見て、司狼は罪悪感を覚える。しかし同時に、少しの安あん堵ども覚えていた。


  （良かった。寄生蝶パピリスに襲われたんだとしても、死んだりはしないみたいだな……それなら、少しは安心して──）


  「すみません江ノ本先生！　生徒が一人倒れてるんで、すぐに来てもらえませんか!?」


  　駆け込んできた、男性教師の言葉は、司狼の考えの甘さを嘲笑っているかのようだった。


  第六章　[image: ]　××に気付いてください


  



  　良よし彦ひこたちとの登校を遠慮し、一人（＋カレンと）先んじて学校へと向かう司し狼ろう。


  　寄生蝶パピリスたちにも知恵があり、男が独りになったところを狙ねらうのだとすれば、こうした人ひと気けの少ない時間の方が狩りに向いていることくらいはわかるだろう。


  「寄生蝶パピリスがいるのはもう間違いない……なら、僕が囮おとりになって駆除すればいいんだ！」


  　人の姿はもちろん、狼おおかみになったとしても司狼一人で倒すことはできないだろう。宿主ウイスクムとなった女子の体から引きずり出さねばならないからで、それができるのはカレンの結界のみ。


  　校内での獣化ミユータテイオーは禁止しているので、駆除自体もカレン頼みになる。ならば自分にできることは囮くらいだろうと、意気込んでやって来たのだが。


  「……そう簡単には、引っかかってくれないなぁ」


  　校内を一通り歩いてみても、これといって怪しいことは起きなかった。


  　次第に登校してくる生徒たちで校内に活気が満ちてくる。朝の明るい挨あい拶さつが飛び交う中に、おかしな言葉が混じっている様子はない。


  　養護教諭が気にしたほど、怪しげな噂うわさは飛び交っていないように思えた。


  （昨日のショートの子にも会えなかったな。寄生蝶パピリスかどうかはともかくとして、絶対に何か関係はあると……ん、んん）


  「カレン、僕ちょっとトイレ」


  「はい、どうぞ」


  　むしろ強く抱きついてくるカレンに、司狼はため息を漏もらす。


  「人の排はい泄せつを見て喜ぶような異常性癖の持ち主を妹と認める気はな……そうそう、大人おとなしく待っててね。ついて来ちゃ駄目だよ？　いいね？」


  　カレンが離れたのを確認しつつ、ストーキングも牽けん制せいしておく。


  　透明になれるし音も遮断できるカレンだ。言い過ぎるくらいに牽制しておかなければ、大でも小でも目の前で見られかねない。


  　トイレの中に人がいないことを確認して、司狼は両腕を広げてくるりと一回転。近くにカレンがいないことを再確認した。


  （透明になれても、存在は消せないもんね……あ、でも、浮いて天井にでも張り付かれてたらやっぱり見られちゃうか……って、そこまでして見たいっていうならホントに変態だ！）


  　妹におかしな趣味がありませんようにと願いつつ、小を終えてホッと一息。


  　そして手を洗おうと洗面台前に立ったその時、鏡に映る自分ともう一人の姿を見て、司狼は心臓が止まるほどの恐怖を知った。


  



  「こ・ん・に・ち・はっ」


  



  　背後からショートカットの美少女が抱きついて来て、司し狼ろうの首に手を回す。


  　カレンと同じようにされただけなのに、司狼は強い恐怖を覚えた。


  　先週の土曜、双頭のサーベルタイガーデユグリスと遭あった時にも死を思ったが、あの時はまだ非現実的な想像上の死でしかなかった。


  　しかし、今は違う。


  　今のところ寄生蝶パピリスによる被害で死んだ者はいないが、自分が最初の一人にならないとは言い切れない。まして今、カレンはいない。助けは来ない。獣化ミユータテイオーはできない。


  （血液とか体液とか吸われて干ひ涸からびるんだっ、吸血鬼映画の犠ぎ牲せい者みたいに！）


  　冗談みたいな妄想も、それが現実的な死に直結していれば笑えない。


  　むしろ口の端が引きつって笑っているかのような顔になっているのを、司狼はひどく客観的に見ていた。


  「私に会えて嬉うれしいのね。こんなにも胸を高鳴らせてくれるなんて……す・て・きっ」


  　司狼は鏡に映る少女の笑みを、どこかで見たことがあった。
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  （あぁそうか、カレンに似てるんだ）


  　すぐに気付く。


  　この体勢も、唇や頬ほおを撫なでる指先も、胸元をくすぐるように抱く腕も、甘く蕩とろけるような声も……そもそも、全身から醸かもし出す雰囲気そのものが異世界から来た妹と重なる。


  「私を捜してくれていたでしょう？　だから、会いに来てあげたのよ……昨日は逃げちゃってごめんなさいね？　だって、あなたがあまりにも情熱的過ぎて……怖かったの」


  　甘えるような声だが、この状況では喜べない。少女の声より、自分の鼓動の方が大きく聞こえる。気付けば司し狼ろうは、歯の根も合わずガチガチと音を立てていた。


  「んまっ……落ち着いて、落ち着いて？　怖くな～い、怖くな～い……大丈夫よ？　あなたを取って食べたりしないわ……あぁ、でも。別の意味では、食べちゃうかも？」


  　少女がふわりと浮いて、顔を寄せてくる。


  　重力をまるで気にしない格好もまた、カレンとよく似ている。


  「ねぇ？　食べちゃっても、い・い？」


  　いいわけがない。


  　けれど司狼は、近付いてくる唇を避けることができなかった。


  （そうか……こうして、血を吸われるのか）


  　誘惑に抗あらがえない。


  　恐怖に抗えない。


  　にゅるりと入り込んでくる舌の艶なまめかしさ、その官能に抗えなかった。


  「んむっ、んちゅ、んっふ、ちゅるっ……ちゅっちゅっ、ん～っちゅ、じゅる、ちゅぅう～。　……っぷはぁ！　んっふ、ふぅ～……あら、足りなかったかしら。それじゃもう一度ぉ……んむ、んっちゅ、ちゅっちゅ、んちゅる。ちゅぶちゅぶ、じゅろっ、んちゅちゅ、ちゅうう！　……っふは～～！　……うーん、やっぱり私のキスじゃ狼おおかみになってくれないのね」


  「……………………あれ？」


  　生きていた。


  　司狼はそのことに気付くのに精一杯で、少女の言葉を聞き逃のがす。


  「どうかした？」


  　きょとんとする少女の顔にはほんの少しの悪意も、害意もない。


  　それに気付くと同時に、カレンとはまた違う唇の快感が沸き上がる。舌の感触も違う。唾だ液えきの味も違った。


  　あっという間に恐怖が消え、震えも止まる。


  　そしてすぐにキスの味を思い出し、血液が股こ間かんに集まっていくのを感じる。


  「うわっ、血が、血がっ！」


  「ち？」


  「血を吸うんだよね？」


  「いやだ。血なんか吸っても美お味いしくないじゃないの。それよりよっぽどぉ……ん～っちゅ、じゅるん、んっ、んっ、んちゅ～～っちゅぱぁ！　んっふ、ほら、キッスの方が美味しいわ」


  　無邪気な笑みに見み惚とれている隙すきに、またキスされる。


  　今度はしっかり股こ間かんが反応してしまった。


  「ちゅっちゅっちゅっちゅ～～っぷはぁ！　ねっ、そう思わない？」


  「そりゃ思いますけど！」


  「良かった。それじゃもう一度……ん～～！」


  「いや……いやいやいや！」


  　司し狼ろうは近付く少女の綺き麗れいな顔を押し返す。


  「あぁんっ、そんなに力いっぱい拒否らなくても～」


  「ちょっと待って!?　きみ、寄生蝶パピリスじゃないの!?」


  「可愛かわいい名前よね、パッピ～、寄生蝶パピリス、寄生蝶王パピリオ・レギス～」


  「名前が可愛くても、やってることは凶悪なんだってば！」


  　声をあげて、ようやく正気に戻る。


  「あれ？　えーと……ちょっと待った。どういうこと？　きみ、本当に寄生蝶パピリスじゃないの？」


  「そうだったとしたら、あなたは今ごろちゅーちゅー吸われまくって、干ひ涸からびちゃってたかもしれないわね～」


  「ででででも食べるって!?」


  「あなたの唇、いただきました～。とっても美味しかったわ……ご・ち・そ・う・さ・ま」


  「じゃ、じゃあいったいっ……」


  「でも駄目よ？　あんな簡単にキスを許しちゃ。私が敵だったらどうするの？　……でも、仕方ないからしら。それだけ私が魅力的っていうことだものね。だけど、男の子って本当に単純……ほら、ほ～ら」


  　少女の指が、司狼の唇に伸びる。くすぐるようにさすり、そのまま指を押し込んだ。


  「あん……ん、んん。美味しい？　もっと吸ってもいいのよ？　でも、強く噛かんじゃ駄目ね？　優しくして、優しく、甘く、艶なまめかしく、官能的に……犬のように私を、舐な・め・て～？」


  「んっ、んんっ……んむ、んんっ……んむ!?」


  　うっとりとする少女の笑みに司狼は欲情してしまうが、困惑の方が上回る。


  「美味しい？　もっと舐めたい？　もっといろんなところを味わってみたい？」


  「んーっ、んん──？　ひやひや、ひょっと待っへ？　ひゃんほはなひほっ……んは！」


  　少女は指を引き、そのまま自分の口へと運ぶ。


  　司狼の唾だ液えきがたっぷりとついた指を舐め、啜すすり、満足げな笑みを浮かべた。


  「だけど、それはまた今度ね？　あなたたちがちゃんと義務を果たしたら、その時また考えて、あ・げ・るっ」


  「義務って……あ、だから待ってってば！　えっと……せめて名前っ」


  　少女は音も立てずに飛び退すさり、昨日と同じように高い窓に手をかける。そして司し狼ろうの問いかけに微ほほ笑えみを返す。


  「私はリタ──」


  「風の精霊よウエントウス！　それを捕らえ縛り付けよプレヘンデレ！」


  　少女──リタが身を翻ひるがえすのと同時に、司狼の背後でカレンの声があがる。


  　リタを束縛するはずだった風の精霊ウエントウスは、その目標を見失って霧む散さんする。リタはまたも窓からその身を翻し、いずこかへと消え去ってしまった。


  「くっ……兄さん？　いったいどういうことですか！　何な故ぜあの者がここに？」


  「いや、それが僕もわかんなくって……だけど、彼女は寄生蝶パピリスじゃなさそうだったな。じゃあ、あの運動神経は？　いったい彼女は何なのだろう？」


  「敵です！」


  「え、そうなの!?」


  　本当に敵であれば、既すでに自分の命はないと思うのだが……司狼は首を捻ひねる。


  「兄さんに近付く女は全員敵です！」


  「何その病んでる発言！　怖い怖いっ……んもう、頼むから普通にしてよ～～」


  「わかりました。ではやはり、今後はトイレもずっと一緒にいます」


  「わかってない！　普通じゃない！　怖さ倍増！」


  「兄さんみたいに呑のん気きな人は、すぐにほかの女を孕はらませかねません。今だって、私がいないのをいいことに何をしていらしたのですか？」


  「……っ…………ナ、なにモ？」


  　声がひっくり返った。


  「にーいーさぁーん？」


  「違っ……ホントに僕からは何もしてない！　それどころか死ぬかと思ったんだから！　……まぁ、彼女が寄生蝶パピリスじゃなくて助かったんだけどさ」


  「何故、違うとわかったのですか？」


  「うん。血よりもキスの方が美お味いしいってさ。唾だ液えきは吸われたけど、体液を啜すすられるってほどじゃ……あ」


  「キス……って、口づけ、ですよね」


  　カレンの顔から表情が消えていく。


  　それがむしろ表情豊かに見えるのはどうかしていると、司狼は思う。


  「そ、そうだけど。でも僕からしたんじゃないよ!?　彼女がいきなりっ」


  「ほかの女に口づけを許すなんて……に、に、兄さんの馬ば鹿かぁあああああ！」


  　真っ赤な顔をして怒るカレンが、意外に普通の恋愛観を持っているように見えなくもなくて、それはそれで嬉うれしく思う司し狼ろうなのだった。


  



  　怒ると無口になって、ただ首にしがみついているだけになるカレン。


  　退屈すると、誘惑しようと話しかけてくるので、授業中にはこの方が楽かもしれない。とはいえ、たとえ妹であっても女の子を不機嫌なままにしておくのも気が引けた。


  「おい、シロ。昨日の美人のこと、なんかわかったか？」


  「え？　い、いきなり何？」


  　顔を寄せてくる良よし彦ひこにたじろぐ司狼。


  「いきなりじゃないだろ？　朝早く来たのって、それを調べるためじゃなかったのか？」


  「違うよっ」


  　撫子なでしこの方を気にするが、やはりこちらを見てくれる気配はない。


  　がっかりする司狼に良彦も肩をすくめるが、親友の恋愛沙ざ汰た以上にあの少女──リタのことが気になるらしい。


  「せめて名前くらいわかればなぁ。二年つっても、八クラスもあったら調べるのも大変だし。なぁわかんないのか？　あ、そうだ、名札とかつけてなかったのかよ」


  　残念ながら河かわ越こし高校の制服に名札はついていないが、司狼はつい、聞いたばかりの名を口にする。


  「……リタ、だって」


  「え？　リタ？　なんだよ、しっかり調べてんじゃん……なぁなぁ的まと場ば、リタさんって美人知らね？　ショートカットの子なんだけどさ」


  　ちょうど近くを歩いていた美み咲さきに声をかける良彦。


  　しかし美咲は、良彦を無視してそのまま歩いて行く。


  「あれ……おい、的場ってば」


  「え？　あぁ、何よ」


  「何ボーッとしてんだ？　……だから、リタって人知らないか？」


  「リタ？　何組の？」


  「それがわからないから訊きいてんの……わかんないんだよな、シロ？　的場は顔広いだろ？」


  　良彦は首を傾かしげる美咲と、不安げな司狼を交互に見る。


  「リタねぇ……さぁ、知らないわ。なぁに中なか津つ川がわ、あなたまさか？」


  「変な勘ぐりしないでよっ。別におかしな意味じゃなくて、ちょっと知り合っただけだよ」


  「ふぅん？　ま、いいけどね……」


  　美咲が撫子を見るのに合わせ、司狼たちもそちらに目を向ける。


  　撫子は振り返ることはなく、ただぼうっと休み時間を過ごしているようだった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　昼食もそこそこに、カレンを連れて校内を巡めぐる司し狼ろう。


  　人ひと気けの少ない所で襲われる可能性が高いだろうとは思っても、昼間の校内にはどこにでもそれなりに人がいるように思える。


  「無む作さく為いに捜しても見つからないかな？　何か効率的な手段を考えないと……って、それがわかれば苦労しないか」


  　西棟とう──特別教室棟の廊下は昼休みでも人気は少ない。とはいえ、まるっきりいないということもないので怪しいことがあればすぐにわかりそうなものだ。


  「だからって、被害者が出るのを待ってばかりじゃ……」


  「こんにちはっ」


  「わぁ!?　……な、なんだ、的まと場ばさんか。こんな所でどうしたの？」


  　朝と同じくリタに声をかけられたかと思ったが、ドアから顔を出していたのは美み咲さきだった。


  　不気味なほどニコニコした美咲に手招きされ、社会科準備室に歩み入る。


  　同時に、甘い匂においが司狼の鼻び腔こうをくすぐった。


  （香水？　……あれ、この匂いどこかで嗅かいだような気が……どこで？）


  「あなたにお話があるの。聞いてもらえる？」


  「あ、あの、もしかして撫子なでしこさんのこと？　だったら、自分の力でなんとか……あれ？」


  　何な故ぜ、美咲が社会科準備室にいるのだろう。司狼は足を止めた。


  　次の五限は数学だし、美咲は今日の日直でもない。社会科教師にバレーボール部関係の人がいただろうか。それはわからないが。


  「……的場さん？」


  「あなた……私と気持ちいいこと、したくない？」


  　頬ほおを赤らめて司狼を見つめ、頬に手を伸ばしてくる美咲。潤うるんだ目が、唇が近づき、ようやく司狼は違和感に気付いた。


  「的場さんは僕のことをアナタなんて呼ばないよ！　……カレン！」


  　叫びながら飛び退すさり、美咲から距離を取る。


  「風の精霊よウエントウス！　我が敵を界に結べアルクイレーテ！」


  　司狼の意図に気付いたカレンも即座に反応し、風の精霊ウエントウスに助力を請こう。


  　生み出された結界に囚とらわれた美咲──寄生蝶パピリスは、その悲鳴さえも風に遮断される。


  「そんな。まさか、的場さんが……いつ？」


  　同い年の女の子が苦しみにのたうち回る姿は何度見ても心が痛むが、その口こう腔こうから現れる異い形ぎようのバケモノを見れば、すぐさま怒りへと変換される。


  「まただ、またこのバケモノッ……早く離れろ！　早く離れろぉおおお！」


  「それでは兄さん、獣化ミユータテイオーを……」


  「うっ！　いや、それは……ごめん、やっぱりしたくないんだけど……カ、カレンでも倒せるんだよね？　駆除して見せてよ！」


  　怒りは虚むなしく霧む散さんした。


  「そうですか。では、お見せしましょう」


  　カレンは特にごねることもなく、無表情に軽く手を振るっただけで寄生蝶パピリスの全身を切り刻む。


  　なんの抵抗もできず駆除され、すぐさま溶けて消える蝶ちよう人間。


  　カレンの圧倒的な精霊魔法の力を前に、司し狼ろうはやはり自分の獣化ミユータテイオーの必要性を見いだせない。


  （おかしな調教されずにすむし、変身しなくていいならそれに越したことはないよね……僕、人間なんだし！）


  　少なくとも、囮おとりとして役には立った。それが司狼の罪悪感を和やわらげる。


  「的まと場ばさんを保健室に……あっ」


  　準備室の奥に、男子生徒と男性教師が一人ずつ倒れている。


  　息はあるようだが顔色はひどく悪い。体液を吸われた後に間違いなかった。


  



  　被害者男性二人には申し訳ないが、男シロウとしてはやはりまず被害者女性──美み咲さきをなんとかしなければなるまい。


  　背の高い美咲を背負うのは大変だったが、保健室まではそう遠くない。


  （女の子を背負えるのは役得、かな？　でも、気絶してる人って重いんだよなぁ）


  　苦悩と苦労と、ほんの少しの劣情を正義感で誤ご魔ま化かしながら、なんとか運ぶ。


  　意外に柔らかい美咲の体と背中に当たる胸の感触が何度となく正義感を削っていったが、目に見えないカレンからの突っ込みで取り戻していく。


  「兄さん、その人をどこに連れて……どこに連れ込もうというんです？」


  「言い直さなくていいよっ。保健室だよ、保健室。ほら、そこの」


  「ホケンシツ……そこにいったい何があると？」


  　カレンは一足先に保健室に向かい、ドアを開いた……透明なままで。


  「わあ！」


  　思わず声をあげてしまうが、今、カレンの姿は見えていない。周囲を見回すが、誤魔化さなければならないような人影はない。


  　保健室付近もあまり人ひと気けがないなと思いつつ、司狼は急いで入室した。


  「翔しよう子こ先生？　あれ、いないのか……誰もいないのかな？」


  「いいえ？　つい今し方までいましたよ？」


  「え？　カレン、翔子先生のこと知ってたっけ？」


  「いえ？　ショーコセンセーとやらは知りませんが、現世人ウイルが二人……ですが今、目を離した隙すきにいなくなりましたね」


  「目を離したって、どういうこと？」


  「どうと言われましても……愛を育はぐくんでいるようでしたので、あまり見つめているのもどうかと思いまして」


  　カレンにそうした行為から目を逸そらす羞しゆう恥ち心（？）があることを喜ぶ一方、首を傾かしげることもある。


  「愛を育んでって？」


  「口づけを楽しんでいるようでした。それもかなり熱く、激しく、官能的にっ……やはり現世人ウイルも女性同士で楽しむのですね。ですが安心してください兄さん、私は兄さん一筋ですからほかの女性になど目もくれま──」


  「はぁ!?　じょ、女性同士って……口づけって！」


  「ほかの女性たちと同じ衣装を纏まとっていましたが、もしや二人とも男性だったとか？」


  「何その二重苦、もっと嫌だ！　……うわぁ、女の子同士か。それじゃ逃げるよな」


  「何な故ぜです？　逃げ隠れするようなことではないでしょう」


  「だって女の子同士って……」


  「普通ですよね？」


  「普通じゃないよ!?　ど、ど、同性愛ってことじゃないか……ごっくん」


  「はぁ、それもリンリカンとか言うものですか？　つまらない生き方をしていますね」


  「つまらなくは……あ、そうか。精霊人フエミナって女性しかいないんだっけ……それに、母さんとノアとか……あぁもういいや、今はそのことは考えないでおこうっていうか、ほんの数秒の間にいなくなったの？　いなくなってどういう……まさか、窓から逃げたとか？」


  「かもしれませんね」


  　保健室は一階なので、窓から出入りすることもできなくはない。できなくはないが、そこまで大おお慌あわてで逃げなければならないほどのことだろうか。


  （まぁ、一般的な倫理観からすれば、同性愛を知られるのにはかなり抵抗があるだろうな……倫理観、羞恥心……人として、なくしちゃいけないものだね、うん）


  　うんうん頷うなずきつつも、今は美み咲さきのことを優先しなければならないことを思い出す。それに、翔しよう子こ先生が戻り次第、社会科準備室の二人も運んでこなければならないだろう。


  　美咲をベッドに寝かせ、ようやく一息。顔色は悪いが、血を吸われた方でもないし、命に別状はなさそうだ。撫子なでしこがそうだったように、少しすれば目を覚ますだろう。


  「ねぇ、カレン？　今、駆除したのも寄生蝶パピリスなんだよね？」


  「はい、そうですね。これはつまり、まだ寄生蝶王パピリオ・レギスがいるということになります」


  「やっぱり、そういうことになっちゃう感じ？」


  「なっちゃう感じです」


  　気軽な物言いで、その表情に深刻さはない。


  　司し狼ろうは深いため息を漏もらすが、カレンは不思議そうに小首を傾かしげるだけ。


  「う～～ん、どうすればいいんだろう。このまま囮おとり作戦してても、根本的な解決が難しそうだよね？　上う手まいこと寄生蝶王パピリオ・レギスが引っかかってくれるかどうかもわからないし……」


  「どうもこうも、兄さんが捜してくれれば簡単ですよね？」


  「え？　捜すって言ったって、どうやって？　そんな手段ないって……」


  「私も先ほど気が付きました。自分にはできないことでしたし、これまでに前例もなかったので考えつくのに時間がかかったということですね。しかしさすがは私です。寄生蝶パピリスの駆除に際し、これ以上便利で有効な手はないと思います。素晴らしいことですね、褒ほめてくれていいのですよ？　さぁ、褒めてください」


  「その有効な手って？」


  「褒ーめーてー」


  「すごいよ！　カレンさん。きみはとっても優秀な子だ、やったね！」


  「……何な故ぜでしょう、あまり嬉うれしくありません」


  「本当に有効ならちゃんと褒めてあげる……で？」


  「匂においを追っていただければ良いかと。もう寄生蝶パピリスの匂いも覚えたのではないですか？」


  「匂いって、犬か！　わぁっ、そういえば犬だった……僕、犬だったよ……」


  「ですから、狼おおかみですってば」


  「……そうですね……ははは、はぁ～～……」


  　どうやら獣化ミユータテイオーする意味はあるようだった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「最近、貧血で倒れる人が増えてるようです。季節の変わり目なので、皆さんも注意してくださいね？　これから暑くなっていきますから、水分補給も忘れないように」


  　さすがに問題視しないわけにはいかなくなったのか、帰りのショートホームルームで担任教師が言葉を濁にごしつつ話す。


  　空席になっている美み咲さきの席を見て、生徒たちもそれぞれ不安を口にする。


  　さすがにバケモノが絡からんでいるなどとは誰も思わないだろうが、このままにしておけばどうなるか、はっきりとした恐怖を抱える司狼は目め眩まいを覚えざるをえない。


  （狼になったからって寄生蝶パピリスの匂いを追えるのかな？）


  　女性の体内に隠れる魔獣レムレースの匂いを追うことなど、本職の犬（警察犬とか）でもできるのかどうか。まして犬歴六日程度の司狼に何ができるというのか。


  （でも……ただ闇やみ雲くもに捜すよりはその方がいい、のかも）


  　獣化ミユータテイオーへの精神的抵抗が拭ぬぐえないまま、時間は無情にも過ぎていった。


  



  「本当に、本っ当に狼おおかみの姿が誰にも見えないようにしておいてね？」


  「ですから、兄さんが風の精霊ウエントウスに頼めばいいではないですか……それもまた、守護者ウイクトルになるために必要なことですよ」


  「守護者ウイクトルっていうのがなんなのかよくわからないけど……あっ、ちょっと待った。まだ心の準備がっ──んむっ、んんっ、んふん。ちゅ、ちゅっ、ちゅるっ、んじゅるぅ～～……ぅうう！」


  　問もん答どう無む用ようで唇を押し付け、唾だ液えきを流し込んでくるカレン。その鼻息がかかるのがこそばゆくて、司し狼ろうは情欲を刺激される。


  　頬ほおを這い回るたおやかな指の感触もまたエロティックで、司狼は勃ぼつ起きを抑えきれない。


  　ゼリーのように甘く蕩とろける舌が挿入され、司狼の舌に絡からみつく。引っ込めて逃のがれようとしても遅い。じゅるりと吸い込まれ、吸われ、唾液を啜すすられる。


  　引っ張られる舌の痛みは、何な故ぜだかひどく心地好よい。痛いから気持ちいいのか、痛くても気持ちいいのか区別がつかないうちにぼんやりとし始め、本能が理性を上書きしていく。


  　次に意識がはっきりした時、司狼は自らの体が狼になっていることを理解した。


  『あぁ、体が熱い……熱いというか眠いというか、お腹なかが減ったというか、何か物足りないというか……なんだろう、なんだろうなぁこの足りない気分！　嫌なんだよなぁ、この感じ……渇かわく、渇くっ……ああああああああああＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』


  



  　ＷｏＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！


  



  「見られたくないというのなら、遠とお吠ぼえも控えた方が良いかと思いますが？」


  『おっと、それはそうだ……でも声だって消せるんじゃ？』


  「そのようにつぶらな瞳ひとみでクゥンなどと鳴かれると、胸の奥がなにやらぞわぞわとしますよ……あぁ、これがコイ？　私は今、兄さんをどうにかしたいと思っている？」


  『どんなコイなのさ！　あぁもう、やっぱり犬語が通じないのがやっかいすぎる……でも、この格好だと透明になってるはずのカレンも見えるんだ。それに精霊たちエレメントウムも』


  　しかし、実体を人の目で見ている時とは明らかに違う感じはある。確かに実体はあるのに、透すけて見えている不思議。カレンの周囲を飛ぶ精霊たちエレメントウムと同じ見え方になっている。


  　司狼は自分の体を見てみるが、半透明になっているようには見えなかった。


  「さて、私の言葉はわかりますね？　もうわかっていると思いますが、あまり長い時間その姿のままではいられません。体の異変を感じたら、すぐに私に口づけしてください」


  『狼の姿で口づけって、なんだか不思議な感じだなぁ……でも、裸になるよりはましか』


  　脱げてしまった制服を鞄かばんの中に押し込み、教室を後にする。


  　廊下に出てすぐ数人の生徒とすれ違い、びくびくと首をすくめるが「狼おおかみがいるぞ！」などと叫ばれることはなかった。


  『本当に見えないんだなぁ……不思議な気分。不思議というか、変態になった気分』


  　古来より透明人間は裸でいなければならない、ということもわからなくはないのだが、狼男プラス透明人間という、足す必要のない要素に翻ほん弄ろうされている自分自身が不思議過ぎて泣けてくる。


  『いや！　これも撫子なでしこさんや的まと場ばみたいな、そして男子の被害者を出さないようにするためだ！　ためなんだ！　ためなんだってば！　うわ──っ、遠とお吠ぼえした──い！』


  　心の底から沸き上がってくる動物的欲求に抗あらがえないことも、泣けてくる要因のひとつだった。


  



  「……どうですか兄さん、寄生蝶パピリスの匂においはありますか？」


  　何度かキスを繰り返して校内を巡めぐるも、司し狼ろうにそれらしい匂いはわからない。


  　とはいえさすがは狼の体。人の姿でいる時よりは、様々な匂いを判別できるのは間違いない。ないのだが……。


  『駄目だ、どれが寄生蝶パピリスの匂いなんだか……』


  （あぁ、クラクラする。この感じもイヤなんだよなぁ……また戻りそう、戻りそうってわかるのもなんだかイヤだ……）


  　狼の体に違和感を覚え始めると、時をおかず人に戻る。熱に冒おかされたような不快感から逃のがれるために、司狼はカレンの唇を求めた。


  「おや、またですか？　兄さんってば、その姿の方がよほど情熱的ですね……どうですか？　このまま私を孕はらませてみるというのは」


  「がるるるる！」


  「大丈夫ですよ、怖くありません、たぶん痛くもありませんから……ふふふふふ」


  「く──ん、きゅ──ん！　わぅうううううう！」


  「おやおや可愛かわいらしい……さぁ、そこの小部屋で愛を語らおうではありませんか。んふっ……んっ、んん、ちゅっちゅ、んぅ～っちゅ、ちゅぷ、んっふぁ……はぁはぁ、さぁ、兄さん？　狼の姿であったとしても、私の言葉はわかるんですよね？　安心してください、兄さんを悦よろこばせる言葉の百や二百は……んふっ、ん、ちゅっちゅ、じゅるん、んむんむ、んん～～！」


  　狼の長い舌で小さなカレンの唇を舐なめるのはひどく卑ひ猥わいで、キスすればするほど理性が奪われていくように感じられる。


  　それを察しているのか、カレンも情熱的にキスを繰り返し、司狼の黄金の毛並みを撫なで回す。あごの下や耳の裏をさすられるのがやたらと気持ちいい。


  （あぁやばい……この格好は人間の尊厳とか、男としての本能がやばいぃい）


  　理性が飛びそうになった瞬間、すぐ近くからガラスの破は砕さい音が聞こえてきた。


  　見れば、そこは化学室前。であれば、実験器具がいくつか落ちて割れたのだろう。それ自体はさほどおかしくはない。


  　違和感は、その後に人の声がまったく聞こえてこないことだった。


  『うぅ、カ、カレン！』


  「むぅ、いいところでしたのに……はいはい、ここですね？」


  　カレンは渋しぶ々しぶドアを開くが、場所が悪く西日が目に刺さる。


  　しかし司し狼ろうは、そこに髪の長い女性の人影を見た……のだが。


  「風の精霊よウエントウス！　我が敵を界に結べアルクイレーテ！」


  　カレンの声と同時に窓ガラスの割れる音が響く。


  　寄生蝶パピリスに寄き生せいされた女性が、司狼たちから逃のがれるために飛び降りたに違いなかった。


  『二階なのに！　……って、運動能力上がるんだっけ？』


  　窓の外から数人の叫きよう声せいが聞こえる。飛び降りた女性がどうにかなってしまったのか？　司狼は窓辺に寄るが、その後の悲鳴は聞こえてこない。どうやら飛び降りるのに失敗したということはなさそうだが、それは寄生された女性を取り逃がしたということだった。


  「もう気配がないですね。ずいぶんと人の体に慣れた寄生蝶パピリスのようです」


  　寄生蝶パピリスがどれほど宿主ウイスクムの体を使いこなせるのかはわからないが、戦わずにすぐに逃げた判断はいい。捕まれば抵抗の余地なく倒されるとわかっているものの行動だ。


  『それってもしかして、寄生蝶パピリスの親玉なのかな』


  　今のが寄生蝶王パピリオ・レギスであるかどうかはわからない。


  　何か手がかりは残っていないだろうか、と周囲を見回すと、倒れている男性教師が目に入る。中年の化学教師だ。ビーカーやフラスコが散乱しているのは、抵抗の跡なのだろうか。


  　ガラスが割れているので近付くと危ない。先生には申し訳ないが、騒ぎを聞きつけた誰かに見つけてもらうか、後で人に戻ってから助けに来るしかない。


  　宿主ウイスクムの女性が逃げた窓の付近にもガラスが散乱している。


  　ふと見ると、黒い粒が落ちていた。


  『なんだ？　あ……もしかしてこれ、血、か？』


  　鉄臭い匂においが鼻をつく。普段なら不快な匂いのはずなのに、司狼は何な故ぜか深呼吸していた。


  『血だ……血だ……クラクラする。でも嫌な気分じゃないぞ。そんなはずないのに』


  　司狼は、まるで自分が血に飢えた獣けもののように感じてしまう。


  「兄さん？　どうかしましたか？」


  『いやいや、なんでもない！　さぁ、今の奴やつを追おう！　匂いは残ってないというか、この部屋は薬品の匂いがし過ぎてさっぱりわからないんだよ。とにかく、この血の匂いを……おふっ、何これいい匂い……じゃ、な──い！』


  「わふんわふん言われてもわかりませんよ。あぁ、もしかしてまた意識が飛び始めましたか？　完全にケダモノになった状態で、私のことを孕はらませてもらっても構いませんが……」


  『孕ませないってば！　早く敵を追わなくちゃ──！』


  　わおーん、と響く司狼の声に、カレンはうっとりと聞き惚ほれていた。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「おーい、育いく江え～……ふぅ、お待たせ～！」


  「良よし彦ひこ君、今日も一日お疲れ様でした」


  「いやいや、育江の顔を見れば疲れなんて吹っ飛ぶって！　……良かったよ、今日はいてくれて。昨日はいったい……いや、いいんだ。用事があって先に帰ったんだよな。それくらいのこと、ちゃんと理解できるぜ、この浦うら山やま良彦はな！」


  「うん、昨日はごめんね？　でも、今日は一緒だから……ずっと、あなたといっしょ」


  「ははは、照れるなぁ～」


  　すっかり日の暮れた美術室前。ここが、良彦が恋人の日向ひゆうが育江と待ち合わせる場所だった。


  　朝は家の近い司し狼ろうや大和やまとと共に登校するが、帰りはなるべく恋人と帰るようにしている。育江は違う路線での電車通学なので同行できるのはそちらの駅までだが、若い恋人同士にはそれが貴重な時間。


  　既すでに半年以上の付き合いだというのに、二人はまだ、キスさえしていなかった。しかし良彦はそのことになんの不満も持っていなかった。


  　育江が良彦を見る目には間違いなく強い好意がうかがえるし、手を握って歩くことさえ恥ずかしがる奥ゆかしさは可愛かわいいと思う。何より、柔道部ただ一人の彼女持ちという優越感が、良彦におかしな劣情を抱いだかせずにいた。


  　とはいえ、機会があればもう少し仲を進展させたいと思うのも事実。


  　良彦は、昨日一緒に帰れなかった分も、と育江の華きや奢しやな手を取り、歩みを促うながす……促そうとする良彦の手を、育江は立ち止まって引いた。


  「育江？　……あれ、何。まだなんか用事あるの？」


  「うん、大事な用があるの……こっちに来て？」


  　微ほほ笑えみながら手を引く育江に従い、誰もいない美術室へと入る。明かりさえ消えているその場所で、良彦は育江の顔を見た。


  「も、もう、下校時間過ぎてる……ぞ？　なんだよ、だから怒ったりしてないって……もちろん寂しかったけど、今日は、一緒に……育江？　な、何？　……え、こ、ここで!?」


  　顔を寄せてくる育江にたじろぐ良彦。これまではキスどころか顔を近づけただけで恥ずかしがっていたのに、育江の方から迫ってくることが不思議でならない。


  　昨日会えなかった分をキスでフォローしてくれるつもりなのだろうか。もちろん嬉うれしい。しかし校内であるということが、良よし彦ひこの体を硬直させる。


  　育いく江えの小さな唇が良彦の大きな唇に重なった。


  　初めは触れるだけ。それだけでも良彦は理性を失いそうになるが、なんとか踏ん張って育江の感触を味わう。


  　唇は次第に強く押し当てられ、すぐに小さな舌が良彦の唇を割った。生温かく、にゅるりとした舌が口内を蠢うごめく感覚に、良彦は一瞬理性を飛ばす。


  　慌あわてて意識を持ち直そうとするも、激しいキスの心地好よさにうっとりとしてしまう。あまりに気持ちいい、あまりに官能的、あまりに……急激に、意識が遠のいていく。


  　喉のどの奥に違和感があった。


  　しかしそれがなんなのかわからない。考える力も吸われていくような感覚がある。


  　そして気が付くと、良彦は頬ほおに冷たいものが当たっているのを感じた。


  （……あれ？　床？　俺、倒れてる……？）


  　体が重い。動かない。


  　目の前にあるのは、足。育江の足だろうか。女子の足には違いない。


  　そこに、もう一人分の足が入って来た。育江と同じくらい小さな足、女子だろうか。


  　もうろうとする意識、重た過ぎる体。それでも良彦は、なんとか顔を上に向けてみる。


  　そこには確かに女子が二人。一人は日向ひゆうが育江だろう、もう一人は誰だろうか。薄暗くてよく見えない。


  　どうして二人もいて、倒れている自分に何も言わないのだろうか。そんな考えは、二人の女子が互いの頬を取り、口づけをしたことで消し飛んだ。


  　女子二人が、自分の恋人がほかの女子とキスをしている。そんなことがあるだろうか。


  　これは夢か。夢だ……そうでなければ、自分がこんな所で倒れているわけがない。本当の自分は、まだ柔道の稽けい古こ中なのだ。受け身に失敗して、軽い脳しんとうを起こしている最中なのかもしれない……。


  　そんな良彦の妄想は、育江の悲鳴で中断される。


  　悲鳴というよりは嗚お咽えつ。いや、苦しげな嘔おう吐との声。


  　そして、育江が何かの塊かたまりを吐き出した。


  　良彦の目の前に落ちたそれは、普通、人間が吐き出すはずのないもの。


  　良彦はその異い形ぎようのものを理解できず、急速に意識を失う。完全に失う直前、育江が体に覆おおい被かぶさるのを感じて、少しだけ安あん堵どできたことが不幸中の幸いなのかもしれなかった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　柔道部の稽けい古こを終えて、一人、帰宅の途につく滝たき沢ざわ大和やまと。


  　普段なら司し狼ろうと撫子なでしこが一緒にいるのだが、二人はそれぞれの事情でいなかった。


  （中なか津つ川がわはともかく、撫子はいったい何をしているんだ？）


  　怪け我がをしている司狼は治療に専念すべきだからいい。


  　しかし、妹の撫子はマネージャーの仕事を休みすぎだと思えた。見たところもう具合は悪くなさそうなので、サボりのように思えてしまう。


  　これまでそんなことはなかった。大和は最近の妹の態度に首を傾かしげた。


  「あれ、お兄ちゃんも今帰り？」


  　もうとっくに帰宅しているだろうと思っていた妹が、背後から現れた。自転車の速度を緩ゆるめ、大和の横に並ぶ撫子。その笑顔は、いつもの爽さわやかなものだと感じられたが。


  「……今まで学校にいたのか？」


  「え？　うん……ちょっと、友達と話してて……」


  「何な故ぜマネージャーの仕事をサボってるんだ」


  「サボってるなんて……まだ、ちょっと体調が悪くて。先生にも話してあるわよ」


  「そうか？　もう充分元気そうだが……ん？　なんだお前、怪我してるのか？」


  「あぁこれ？　かすり傷よ……これくらい、問題ないわ……元気よ？　栄養も、だいぶ摂とれたし……ねぇ……お、おにいちゃん？」


  [image: ]


  「ん？」


  　妹の声に違和感を覚えたが、追求するほどのことではないと聞き流す。


  「あたしの栄養が足りなくなったら、お兄ちゃんの栄養も分けてくれる？」


  「なんだそれは……母さんに頼んで、栄養あるものを作ってもらえ」


  「うん、それはそうなんだけどね？　うぅん、言い方が違ったかな……あたしが困ってる時には、助てくれるよね？」


  「は？　何を言って……」


  「助てくれるよね？」


  「あ、あぁ、それはもちろんだが……どうした？　何かあったのか？」


  「うぅん、今はまだいいの……明日また……がっこ、で、ね？　……学校で……学校がいいわ……ねぇ、お兄ちゃん」


  　大和やまとには、撫子なでしこが何を言っているのかよくわからなかった。


  　ただ、確かにまだ具合は良くなさそうだな、と思えただけ。


  　いつもは爽さわやかな妹の笑顔に、陰いん鬱うつなものが感じられただけだった。


  第七章　[image: ]　可憐な美少女（妹）と野獣のような男（兄）


  



  　司し狼ろうが良よし彦ひこと育いく江えのことを知ったのは、昨日の下校時間間際だった。


  　寄生蝶パピリスの探索を諦あきらめるか、それとも校内に残って続けるかを考えていた矢先のこと。養護教諭が言うには、美術室内で二人一緒に倒れていたという。


  　二人が恋人同士だと話すとそのことには頷うなずいていたが、やはり倒れている意味がわからないと疲ひ弊へいした表情を見せた。


  　わかるわけがない。校内に人の血を啜すするバケモノがいるなどということを。


  　ただ、司狼たちにもわからないことがあった。


  　育江に寄生蝶パピリスが寄き生せいしていた可能性は極めて高いだろう。良彦はその被害に遭あった。


  　しかし何な故ぜ、宿主ウイスクムである育江も倒れていたのか。もしかすると、ほかの誰かが寄生蝶パピリスを倒してくれたのだろうか……なんて、そんな都合の良いことがあるはずない。


  　カレンも、それはやたらと強く否定した。


  　だからといって良彦が倒せたとは思えない。状況を訊ききたかったが、意識は回復しないまま救急車で運ばれていった。


  　その後、司し狼ろうは下校時間を過ぎても校内に潜ひそみ、二時間ほど探索したが、寄生蝶パピリスの匂においはもちろん、新しい被害者も発見することはできなかった。


  　教師たちが居残って長々と会議していたが、当然結論が出るはずもない。


  　やはり、一刻も早く寄生蝶王パピリオ・レギスを駆除しなければならない。司狼は決意を新たに、今朝も早々と登校してきた……それが早速、功こうを奏そうした。


  



  『はははっ、弱いなぁ、弱い弱い！　こんな奴やつら、見つければ駆除するのは簡単だ！』


  　寄生蝶パピリスを噛かみ砕き、吐き捨てる狼おおかみ姿の司狼。


  　宿主ウイスクムとなった三年の女子には悪いが、敵を倒したことで司狼は朝から気分爽そう快かいだった。守護獣ベステイアの姿にも慣れ、姿が見られないことにも安心感を持つ。


  『……なるほど。この妙に甘ったるい匂いが、寄生蝶パピリスの匂いなんだな。あんまり嗅かいでるとクラクラしてくる……これ、催さい眠みん効果だって言ってたっけ』


  「どうしますか、まだ捜しますか？」


  『そうだな、それがいい……んん、その前に、もっと舐なめさせてもらわないと戻っちゃう』


  「おや、今朝はずいぶん積極的ですね。いつもそうであれば嬉うれしいのですが……ただ、寄生蝶パピリスを喰くらったばかりの口で近寄られるのは、あまり嬉しくありません。是ぜ非ひ、その大きな口をすすいでいただきたいものです」


  『面倒臭いな。ほら、早くっ』


  「あっ……ん、んふふ。仕方のない人ですね。その汚れた体で私を襲いますか？　いいですよ、えぇ、それでも構いません……力尽ずくで求められるのも悪くありませんからね」


  『…………え？』


  　カレンの言葉に、司狼はようやく妹を押し倒していることに気が付いた。


  　その小さな肩に足を乗せ、今にも喉のどに噛み付かんばかりの体勢でいる。


  『いや……力尽くだなんて、そんなっ……んんっ、あぁ、駄目だ……も、戻る、戻っちゃう、んん、んんんっ……っ！』


  　体の熱が、頭の熱が一気に引いていく。戦いの爽快感も消え、気け怠だるさが沸き上がる。


  　獣化ミユータテイオーが解けて人の姿に戻る時、まるで貧血を起こす時のような感覚がある。それは喪そう失しつ感のようでもあり、明確な肉体疲労でもある。やはりこれは、好きになれそうにもない。


  「はぁ、はぁ、はぁ……わ、わあ！　服、服っ……み、見られてないよね!?」


  「おや、もうお終しまいですか？　せっかく、楽しい時間が始まるのかと思いましたのに」


  「始まらないってっ……ご、ごめん。狼の時の僕は、ちょっと僕とは違う感じで……それより服着せてよ！」


  　カレンが風の精霊ウエントウスに頼むと、その衣装から布ぬの地じが解ほどけて流れ出る。ものの数秒で布地は男子の学生服となり、司し狼ろうの身を包み込んだ。


  　カレンの衣装が精霊エレメントウムによって編まれたものであるなら、自分の衣装も同じ作りにできないか……司狼の願いはあっさりと受け入れられ、獣化ミユータテイオーの際の衣服の心配はなくなった。


  「こんなことができるなら、最初から言ってくれれば良かったのに」


  「訊きかれませんでしたので……そもそも、自分でできることですよ？」


  　守護獣ベステイアの姿に慣れたといっても、まだ精霊エレメントウムが使えるわけではない。〝使う〟のではなく、〝手伝ってもらう〟とのことだが、司狼にはまだその区別はできなかった。


  「ふぅ……さて、この人を保健室に運ばないとね」


  　翔しよう子こ先生のうんざりする顔が思い浮かぶが、放置しておくわけにもいかない。


  「ん、んん……？」


  「あ……」


  　持ち上げようとすると女子が呻うめいて目を開いたので、司狼はあわてて身を引いた。


  「あ、あれ……あたしいったい……ん、んん？　あれぇ……？」


  「えーと……だ、大丈夫ですか？　倒れていたので心配になって……」


  　司狼の言葉に、意識を取り戻したばかりの女子が怪け訝げんな目を向ける。


  「え……何？　いったい……げほっ、ごほっえほっげぼっ……んぐぐっ、ト、トイレ……っ！」


  「は、はい、すぐそこに」


  　立ち上がるも、さすがに足下もとはおぼつかない様子だった。


  　近くの女子トイレに駆け込むのを見て、司狼は悩む。このまま出てくるのを待って状況を訊きくべきか、それとも関係者と思われないように逃げた方がいいのか。


  「カレン、あの子、何か覚えてると思う？」


  「わかりません。ですが、寄き生せいされてすぐだったのでしょうね。寄生蝶パピリスも、あの者を自由には操あやつれていなかったようでしたから」


  「うーん……逃げるのもおかしいし、話を聞いてみた方がいいかな」


  　意を決し、女子が出てくるのを待つ。


  　しかし彼女は部活の朝練で早めに来たこと以外ほとんど覚えておらず、どうして自分が倒れていたのかはまったく理解できていないとのこと。


  　ただひとつ覚えていたことは、〝見知らぬ女子生徒〟に呼び止められたことだけだった。
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  　見知らぬ女子生徒……それが寄生蝶王パピリオ・レギスに寄生されている者に間違いない。


  　今のところ取り逃がしたのは、昨日、化学室から逃げた者のみ。ただ、シルエットしか見えなかったせいで、それが育いく江えだったのかほかの者だったのかの判断はできない。できないが、既すでに倒れたことからも、育いく江えである可能性は低いだろうとはわかる。


  （あと怪しいのは……やっぱりリタさん、かな？　いったい何なんだろ、あの人）


  　トイレで絡からまれたことを思い出してゾッとする。


  　彼女が寄生蝶パピリスだったら確実に体液を吸われていただろう……と、キスされたことを思い出して頬ほおが火ほ照てる。獣化ミユータテイオーを求めるカレンの口づけとは違う、エロティックな口づけだった。


  （やばいやばい、変なこと考えてる場合じゃないって……けど、いつの間にトイレに？　誰もいないの確認したのになっ──）


  「ぅひゃう！」


  　いきなり首筋を舐なめられ、思わずあられもない声をあげてしまう。


  　司し狼ろうはクラス中の視線を浴び、今が授業中だったことを思い出した。


  「すっ、すみませんっ、は、ハエ！　ハエが飛んできて」


  　隣の席の女子が今日も無遠慮な呆あきれ顔を見せてくれる。司狼は窓に顔を向け、極ごく小さな声で背後霊のごとき妹を叱しかりつける。


  「……カレンっ、なんてことするのさ！」


  「暇です。授業、飽きました」


  「飽きてもやるの。これが僕の日常なの……日常……」


  　教室内を見渡すと、いくつかの空席が見つかる。良よし彦ひこ、美み咲さき、そして撫子なでしこ。撫子は朝のショートホームルーム時にはいたはずだが、二限目の今、姿が見えない。


  　保健室にでも行っているのだろうか。確認しようのない司狼は、嘆たん息そくと共にうなだれる。


  　異形の怪物レムレースによって、司狼の、そして学校のみんなの平へい穏おんな日常が壊されていく。


  　それを知ってしまっているからには指を咥くわえて傍観していられないのが中なか津つ川がわ司狼という少年なのだが、その正義感が人並み以上というか、異常なレベルであることに本人はいまだ気付いていない。


  （授業をサボってでも捜そうか。でも、誰かに見つかるとやっかいだな……そこは透明になれば？　でも、なんの理由もなく授業に出ないとなると……いやいや、だからサボりで……あーもー、どうすれば!?）


  「センセー、今日も中津川くんが気持ち悪いんですけどー」


  「あははははは！　保健室行ってきてもいいですかね？　いいですよねぇ!?」


  　こうなると、もうやけくそだった。


  



  　司狼は急ぎ足で、保健室へと赴おもむいた。そこで出迎えてくれたのは、ひどく疲れの見える養護教諭の翔しよう子こ先生だった。


  「あぁ、滝たき沢ざわさんならさっきまで寝てたわ。朝から具合が悪かったみたいだけど、もう大丈夫って……次の授業には出ると思うわよ？」


  「そうですか、良かった。翔しよう子こ先生は？　ずいぶんお疲れみたいですけど」


  「そう？　疲れている……というか、なんだかフラフラするわね。いやだわ、酔っているみたいね……ん、んん……ねぇ、あなた。私のこと、介かい抱ほうしてくれる？」


  「ははは、何言ってるんですか……え？　あの、翔子先生？」


  「あなたの栄養、少し分けてくれるだけでいいのよ……ね？　私のためを思って……」


  　吐息がかかるほどにすり寄ってくる翔子先生。その火ほ照てった頬ほおに大人の色香が感じられる。司し狼ろうはたじろぐが、ついその胸元を覗のぞき込んでしまった。撫子なでしこより大きいかもしれないその胸の迫力に、司狼は男としての欲望を沸き上がらせる。


  「ふふふっ」


  　司狼の視線に気付いた翔子先生が、ブラウスの胸ボタンをひとつずつ外していった。次第に露あらわになる乳房に、司狼はますます釘付けになってしまう。


  「さぁ、私が気持ち良くしてあげるわ……だから、栄養をちょうだい」


  　司狼はカレンの存在を忘れて、翔子先生の唇に吸い寄せられた。


  「ずいぶんと悠ゆう長ちようなことですね」


  「──ッ！」


  　カレンに耳を抓つねられ、我われに返る司狼。


  　慌あわてて翔子先生を押し退のけると、その口から細い管くだのようなものが飛び出す。間かん一いつ髪ぱつで避けたそれは、寄生蝶パピリスの口吻マズルに違いなかった。


  「なっ……翔子先生!?」


  「おやおや、まさか気付いていなかったとは……私はてっきり、そいつを安心させるための演技かと思っていましたのに……情けないこと。これは、私でも見破れましたよ？」


  　カレンに性欲を見透かされたようで、司狼は顔を赤くして叫ぶ。


  「うぅ……カレン！」


  「界を結べアルクイレーテ！」


  　翔子先生を結界で押さえ込み、その咽いん喉こうに潜ひそんでいる寄生蝶パピリスが宿主ウイスクムを捨てて逃げ出すのを待つ。


  　呼吸できず苦しむ姿は痛ましいが、こちらから寄生蝶パピリスを引っ張り出すことができない以上、黙って見ているしかないのが辛つらいところだ。


  　唯ゆい一いつの利点（？）といえば、その間に獣化ミユータテイオーできることくらい。


  「さぁ、兄さん。私を守るために、私を愛する口づけを」


  「家族愛だけどねっ……ん、んん！」


  　司狼はいつの間にか、妹のキスによって狼おおかみに変わってしまうという異常事態を受け入れている自分に気が付いた。


  　本来受け入れてはいけないことなのに、心地好よいキスの誘惑に抗あらがえない。たとえ相手が実の妹であっても、獣けものに変化してしまうとしても、男の本能がたぎってしまう。


  　今の司し狼ろうには、それが良いことなのか悪いことなのか分からなかった。


  （とにかく今は、少しでも早く寄生蝶パピリスを駆除しないと。翔しよう子こ先生までこうなっちゃったってことは、保健室に頼れなくなったってことだし）


  　翔子先生の口から抜け出てきた寄生蝶パピリスはかなり小柄で、動きが鈍にぶい。恐らく生まれたてなのだろう。


  　見た目だけは美しい羽を伸ばす様さまは、サナギから孵かえったばかりの蝶ちようそのもの。しかしこれは、人の生き血を吸うバケモノなのだ。


  『絶対に許さない。情けなんてかけるものかよ！』


  　寄生蝶パピリスの口吻マズルが伸び、司狼の前肢あしをかする。


  　弱々しい敵からの攻撃など恐るるに足らない。司狼はその鋭い爪つめで寄生蝶パピリスを捕らえ、あっさりと踏み潰つぶす。


  　その感触に、溶けて消える光景に、司狼は思わず笑みをこぼす。敵の弱さよりも、自分の強さに優越感を覚えた。


  （もっと強い奴やつと戦いたいな……物足りない……物足りない……物足りないっ）


  「兄さん、どうかしましたか？」


  『いや、なんでもない……っく、クラクラする……あぁ、戻る……戻っちゃう……』


  　なんとも言いがたい不快感が襲いかかる。毎回この気け怠だるさを味わわされるくらいなら、ずっと狼おおかみのままでいた方が楽なのかもしれない……ふと、そんな思いに囚とらわれる。


  　もちろん、それは気の迷いだ。司狼は立ち上がり、妄想を振り払うように頭を振る。


  　そして倒れたままの翔子先生をベッドに寝かせると、三限目開始のチャイムが鳴った。


  「兄さん、教室に戻りますか？　授業はつまらないので、私は遠慮したいのですが」


  「つまらなくても受けるのが授業なんだけどね……でも今は獣化ミユータテイオーして校内を探ってみよう。奴らの匂においはだいたい覚えたから、寄き生せいされてる人が単独でいればわかる、かも」


  　司狼の提案にカレンは微ほほ笑えむ。


  　しかし、授業中の校内のあちらこちらを巡めぐってみても、怪しい人影は見当たらなかった。
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  　いつもそうだが、あまり長時間獣化ミユータテイオーしていると人としての意識を失いそうで怖い。


  　一度のキスで変身していられるのは平均的に十分ほど。気合いの差なのか、もらう唾だ液えきの量によるのかはわからないが、短ければ三分、長ければ十五分とずいぶんな差があった。


  「あぁ、駄目だ……気持ち悪い。これ以上はちょっと無理かも……」


  　人の姿に戻って、荒い息を吐く司狼。そんな兄を見ても、カレンは淡々としていた。


  「持続力がない、持じ久きゆう力がない、我慢が足りない、長さも足りない、連発もできない、そして決定的に体力がない……兄さんは、男としての魅力に欠けるところだらけですね」


  「うぅ、なんだか凄すごく惨みじめな気分に」


  「でも安心してください。私が調教すれば、それらの欠点をすべて正してあげられます。兄さんは、私で、それらの欠点を克服するのです……嬉うれしいでしょう？　素直に喜んでいただいていいのですよ？　兄さんの喜びは私の喜び、私の悦よろこびは兄さんの悦びですから。さぁ、早速、克服しましょう、調教されましょう、愉ゆ楽らくを味わい尽くしましょう」


  「…………」


  「しーまーしょーうーってばー」


  「……突っ込む気力さえないんだよ」


  「なんと嘆かわしい……ですが、その惨めなところも愛らしく思いますよ。兄さんってば、私がいなければ何をする気力もないのですね、ナニをする気力も……んふふっ」


  　疲ひ弊へいした心身にカレンの言葉責めが染しみ渡る。責められることで奮ふるい立つことのできる性格だったのならばもっと頑張れたかもしれないが、司し狼ろうにはそこまでのエムッ気はなかった。


  （駄目だ、こんなフラフラの状態じゃ、奴やつらを見つけてもまともに戦えない。休める時には休んでおこう……だけど、カレンはまだまだ元気そうだな）


  　今まで、不満や怒りは見せたことはあるが、疲弊したところは見たことがない。


  「あのさカレン。悪いんだけど、しばらく一人で捜していてくれないかな？」


  「ですから、私だけでは奴らを捜すのが面倒で……いえ、大変なのですが？」


  「怪しい人がいたらチェックして……目をつけておいてくれるだけでもいいんだ。もし誰かを襲おうとしたなら、その時は駆除しちゃえばいいんだし」


  「私としては、駆除よりも兄さんの調教の方に重点をおきたいのですが」


  「駆除して、駆除！　奴らの駆除はカレンの義務なんでしょ!?　…………あれ？」


  「はい？」


  　司狼は、自分の言葉でふと気付く。


  「義務……魔獣レムレースの駆除をする義務って、カレンたち独特の考え方なんだよね？　こっちの世界に来る時、ああいうバケモノを引き連れて来ちゃうからそれを駆除するっていう」


  「そうですね。現世人ウイルにできるだけ迷惑をかけないようにしなければならない、と……私は、兄さんと一緒にいられればそれでいいので、あまりやる気になりませんが」


  「やる気になって！　真剣にやってくれないと困る……お、怒るよ!?」


  「ふむ……仕方ありませんね。では、少しだけ本気を出してあげましょう」


  「出して出して。ちゃんと頑張ったら、ご褒ほう美びをあげ……は、孕はらませること以外で！」


  「孕ませていただくことは褒美ではなく、既すでに決定事項です。ですから、それ以外でしっかりと私のことを喜ばせていただきますので、ちゃんと考えておいてください」


  「か、考えておきます」


  「お願いします。それでは、また後ほど」


  「うん……あ、あのさ？」


  「なんです？　やっぱり私とは離れがたいと？　そうでしょうそうでしょう、もちろん私も離れがたいです。授業は飽きましたが、兄さんの膝ひざの上で眠るのはとても心地好よいですからね」


  　うっとりとした顔を寄せてくるカレン。司し狼ろうはその唇をよけて、問いかける。


  「ねぇ？　この辺りにカレン以外の精霊人フエミナっているの？」


  「……いません。いたら駆除します」


  「えぇえ、なんでさ!?」


  　心底嫌そうな顔を見せるカレン。司狼はその表情と言葉に目を丸くする。


  「それは……一応冗談ですが。そんなつまらないことは考えなくてもいいです。兄さんはいつでも私のことだけ思っていてください。いいですね？　私のことだけですよ？」


  「ぜ、善ぜん処しよする気持ちはなくもない、ひとまず寄生蝶パピリスを駆除しきるまでは」


  「……なら駆除をやめます」


  「やるの！　そうじゃなかったら、少しも思ってあげないよ!?」


  「むぅ、兄さんのくせに生意気な……ですが、強気な兄さんも素敵です、愛しています、愛し合いましょう。愛は懐かい妊にんと同義ですので、早速孕はらませてください」


  「孕ませません。それじゃ、ひとまず昼休みまでに戻ってきてね」


  「ふん……授業中も常に私のことだけを思っているといいですよ」


  　ふわりと跳び上がり、姿を消すカレン。司狼は肩をすくめ、その背を見送った。


  　そして、正体不明のショートカット美少女に思いを馳はせる。


  「リタさんって、もしかして……？」


  　やはり、なんとしてでも彼女ともう一度会わなければならないようだった。
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  　昼休みになり、弁当を食べ終えても、カレンは戻ってこなかった。


  （仕方ないな。まぁいいや、今のうちにトイレっと……）


  　カレンの気まぐれは今に始まったことではないし、もし寄生蝶パピリスとの戦いになっていたとしても後おくれを取ることはないだろう。むしろ、宿主ウイスクムになっていた女子を放置されることの方が心配なくらい。


  （そういえば、翔しよう子こ先生ちゃんと起きたかな？　ほかの先生に伝えておくべきだったかな）


  　寄き生せいされて間もない者は、そう時間をかけずに目を覚ましていた。しかし翔子先生の場合、ここ数日の疲労があるかもしれないので、そのまま眠っているかもしれない。


  （カレンは大丈夫だろうから、ちょっと見に行ってみよう……あ）


  「あ……シ、シロくん」


  　トイレ脇わきの階段から、撫子なでしこが下りてきた。タイミングよく目が合い、硬直する……お互いに。


  （撫子さん……なんだろう、元気なさそう？　やっぱりまだ体調悪いんだ……それとも、僕と顔合わせちゃったから？　やっぱり……やっぱり、気付かれて……っ！）


  　司し狼ろうは狼ろう狽ばいしてしまい、何な故ぜ撫子がこんな時間に、一年生の教室しかない階上から下りてきたのか、を考えることができなかった。


  「……げ……元気？」


  「──ッ！　元気！　元気だよ！　撫子さんは!?」


  「うん……あたしも、元気……かな」


  　とても元気そうには見えないが、そう言ってはにかむ姿はいつもの気配り屋さんの撫子だと思える。自分の具合が悪くても、そんな素そ振ぶりを見せないように頑張る撫子だと。


  （良かった。声、かけてもらえるくらいには避けられてない！　きっと恥ずかしがってただけなんだ。バケモノのことなんて知らないんだ！）


  　少し離れた位置のまま、互いに次の言葉を探し合う。


  　司狼はもう何年も話していないような気になった。話したいことはたくさんあるはずなのだが、悔くやしいことにつなげられる会話が出てこない。部活に出ていないから柔道の話題が出せない。カレンに翻ほん弄ろうされていて私生活が慌あわただしいけど、そのことは言えない。


  （あぁもう、こういう時どうすればいいのかわかんないよ）


  　撫子も同じように思っているのか、口は開くも言葉はない。


  　廊下を行く生徒たちが不思議そうに、また冷やかすように二人を見るが、それを恥ずかしいと思う余裕もなく言葉を探す。


  　しかし見つけられないまま、五限目の予鈴が鳴った。


  「……も、戻ろっか」


  「うん、そうね……戻りましょ」


  　横に並んで歩く。手を握れたらどんなにいいだろう……司狼は甘い妄想をする。


  　しかし撫子までの距離は、ぎりぎり手が届かないくらい。


  （でもいいや、ここ何日かに比べれば全然マシだよ！　このまま元通りになってくれれば、いつか手を握れるようにだって……いや、いつか、じゃ駄目だ！　でも、今は……っ！）


  　盗み見た撫子は、どこか緊張した面おも持もちだった。


  　元通り屈くつ託たくなく笑ってくれるようになるまではもう少しかかるかもしれない。けれど司狼には、その〝もう少し〟の間にやっておかなければならないことがある。


  （このバケモノ退治が終わって、なんの気兼ねもなくなったら……今度こそ告白しよう！）


  　教室に辿たどり着き、それぞれの席に着く。


  　撫子なでしこの背を見つめながら、司し狼ろうは決意を新たにする……が、撫子のことばかり考え過ぎて、授業が耳に入ってこなかった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「撫子さん、今日は部活に出るの？」


  　六限が終わり、帰りのショートホームルームも終わり、晴れて放課後。


  　司狼は、そそくさと教室を出て行こうとする撫子に駆け寄る。


  「うん……シロくんは？　怪け我が、もういいの？」


  「うぅん、ごめん。今日は、まだ……ら、来週からは出られると思うんだ。いや、出るから！」


  「そう？　楽しみにしてるね……じゃあ」


  　まだ余よ所そ余よ所そしさのある撫子に食い下がる。ここで離れてしまってはいけない……離れたくない。司狼は勇気を振り絞る。


  「一緒に行っていい？　先生にも断っておこうと思って」


  「えぇ、それじゃ一緒に……そうね……一緒に、行きましょう？」


  「うん！」


  　撫子の笑みに当てられ、司狼は背せ筋すじを震わせた。


  　カレンにくっつかれていなければ、こんなにもスムーズに会話できたのだ。そう思うと、これまで四し六ろく時じ中ちゆうくっつかれていたことを愚ぐ痴ちりたくなる。


  （見られてると思うと自由に話せないもんな。まして、撫子さん相手……僕の好きな人が彼女だなんて知られたら、いったい何をしでかすか……えーと、知られてない、よね？）


  　カレンに迫られ誘惑されるのを、ほかに好きな人がいるからと断り続けてはいる。ただ、それがこの撫子という話はしただろうか。


  　司狼は深く考えることもなく、なかっただろうと楽観的になってひそかに笑う。


  （今、帰って来られたらやっかいだな……どこで油売ってるかわからないけど、もうしばらくこのまま二人きりにしておいてもらいたいなぁ）


  　昼休みの時より、二人の距離が近いように感じられる。


  　半歩後ろに下がっていた撫子が、今は半歩先を歩いている。


  （あぁ良かった。ホントに機嫌直ってきてるみたい……これで来週には元通り。あれ？　どうして機嫌悪かったんだっけ？　なんで、話して、なかったんだっけ……そうだ。もしかしたら、明日にはもう大丈夫かも。そうだよ、明日……明日……いや、明日まで待たなくったって）


  「……どうしたの？　なんだか楽しそうね？」


  「うん、楽しい。撫子さんと一緒にいられるから、学校も、部活も、凄すごく楽しいよ」


  「ありがとう。あたしも嬉うれしいわ……このままずっと、あなたと一緒にいたい気分」


  「いやはは、そんな。撫子なでしこさんったら、もう～……あはは、うふふ、ははは」


  　緊張がなくなったのか、自然と笑いが漏もれる……が、不自然なまでに顔が緩ゆるんでいる気がする。しかしそれは、撫子と一緒にいられるからに違いない。司し狼ろうはひどく客観的に自分を見ていた。


  「ふふふ……ねぇ、こっちに来て？」


  「ええ!?　なっ、撫子さん!?」


  　撫子に手を取られて目を丸くする。


  　ここ数日、避けていたように感じられたのは勘違いだったのだ。司狼は撫子のしっかりとした手を握り返し、うっとりと夢心地になる。


  　昇降口を通り抜けて特別教室の西棟とうへ。やや急ぎ足に歩く撫子の後ろ姿を眺めながら、同じ歩調で歩く。


  （そんなに急がなくてもいいのに。もっとゆっくり歩いて、もっと一緒にいたいのに……）


  　部室への道を急ぐ撫子。司狼は不満な顔を見せないようにと、少し俯うつむく。手を引かれるまま小走りに走り、裏庭の脇わきを通っていく。


  　その時、遠くから撫子を呼ぶ声が聞こえたが、気にしている様子はなかった。司狼はその声が気になり、立ち止まるが撫子に引っ張られ、歩を進める。


  （……あれ？　部室に行かないのかな？）


  　撫子はどこに向かっているのだろう。部室への道を外れ、裏庭に出る扉とびらを開こうとした……その時。


  「おいっ……おい待てって！　言ってんだろうがっ中なか津つ川がわ！」


  　不快なだみ声が司狼を、そして撫子の足を止めた。


  「……和わ田だ、先輩？」


  「テメェ、俺がいないのをいいことに、ずいぶんと楽しくやってるみてぇじゃねーか」


  　三日ぶりに見る和田は相変わらず不ふ遜そんな態度で司狼の心を引っ掻かく。しかしその不愉快さが、司狼の心を少しだけ正気に戻した。


  「先輩、入院したって……」


  「ハッ、なんともねぇよ。ただの貧血ってだけだしな……それよりテメェ、人が目をつけてる女に近寄ってんじゃねぇよ」


  「なんですかそれ。そんなの先輩には関係ないじゃ……」


  「テメェこそ関係ねーだろうが！　ガキはすっこんでろ！」


  「きゃっ!?　な、なんですか!?」


  　和田は強引に撫子の手を取り、自分の方へと引き寄せる。


  　鼻の下を伸ばした下品な顔が、怯おびえた撫子の頬ほおにすり寄る。司狼はあまりの不快さに怒りを覚えた。


  「滝たき沢ざわの妹ってとこは気になるが、それ以外は完かん璧ぺきなんだよな……なぁ、いい加減俺の女になれって。そうすればいろいろといい目を見させてやるぜ？」


  「放してくださいっ、あっ、痛いっ」


  「こんなガキより、俺の方がよっぽど上手くキスしてやるぜ？　もちろん、あっちの方だって……」


  　和わ田だの下劣な言葉に、司し狼ろうはあっさりと我慢をやめた。


  「……放せ」


  「あぁ？　なんだ中なか津つ川がわ。やるって言うのか？」


  　撫子なでしこを掴つかんでいた和田の手に、司狼が手を伸ばす。そして、思い切り強く握りしめた。


  「痛いてぇ！　こっ、このぉ！」


  「この汚い手をどけろ！　もう一度入院させてやろうか!?」


  「ンだとコラ？　誰に向かって口きいてんだ！　舐なめた口きいてんじゃねぇぞオイ！」


  　撫子の手を放し、司狼と対峙する和田。その目には強い怒りがあるが、それは司狼も同じ。そして二人とも、どこか惑ったような様子があった。


  「……うるさいな」


  「は？　なんだと？」


  「うるさいって言ってるんだよ！　デカイ声出すしか能のないブタが人の格好でギャーギャー喚わめくなって言ってるんだ！　さっさと消えろ……駆除されたくなかったらな！」


  「なっ……こっ、このっ……このガキャァアアアアアアア！」


  　怒りにまかせて飛び込んでくる和田。司狼はその伸ばした腕だけを取り、足を払って背負い投げる。わざと受け身を取りにくい投げ方をして、和田の頭と肩を廊下に叩たたき付けた。


  「痛ぇえっ、うぐっ、うががっ……て、テメェ……っ！」


  「どうですか？　これ、自分でやられてみると、受け身が取りにくくてなかなか大変でしょう……せっかくです。もっともっと痛くなる投げ方をしてあげましょうか……ここで」


  　和田の顔が怒りでどす黒く変わる。しかし、投げられた痛みと恐怖で足がすくんでいるようだった。


  「ははっ、ははは！　無ぶ様ざまですねぇ先輩。あなたがどれだけ怒ろうが、全然怖くないんですよ。相手を殺すこともできない戦いしかできない奴やつなんか、怖くないって言ってるんだ！」


  「な、なんだとっ……この、このっ……」


  「かかってきたらどうだ？　……今度こそ、完全に駆除してやるよ」


  



  「おやおや、これは駆除してはいけないと仰おつしゃっていませんでしたか？」


  



  「……………………え？」


  　尻しりをついたままの和わ田だと、見み下くだして立つ司し狼ろう。その間に、カレンが姿を現す。


  「な、何だこいつ!?」


  　和田の驚きなど気にも留めず、カレンは司狼の首に抱きついた。


  「現世人ウイルを駆除するなと言ったのは、兄さんではありませんか……それとも、やはりこれはいいんですか？　でしたら、あの時止めずにいてくれれば良かったのに」


  「あれ……え？　ちょっと待った……僕、今なんて？」


  　司狼はカレンの登場に目め眩まいを覚える。いや、今までのことにこそ目眩を覚える。


  「これを駆除すると仰おつしゃいましたよ。その姿でもなかなかの戦闘力でした……が、兄さんの本当の力なら、この程度の者、一撃で屠ほふれたのではないですか？　それとも、いたぶって楽しもうというのですか？　そうした加か虐ぎやく嗜し好こうも悪くはありませんが……ふふふ、私に対してはほどほどにしていただけると助かりますね」


  「いや……いやっ、違うって、僕はそんな……か、カレン！　今までどこに行ってたのさ!?」


  「寄生蝶パピリスを探していましたが、やはり宿主ウイスクムを特定できませんでした。兄さんの鼻がないと、どうにもならないようですね」


  「そ、そっか……うん、わかった。じゃあ、早く駆除しに行こう……駆除……駆除を！」


  　苛いら立だちを抑えきれないといった司狼の形ぎよう相そうに、和田がヒッと悲鳴をあげる。


  　その引きつった声に苛ついて、司狼はまた正気（？）を戻す。


  「撫子なでしこさんはあなたとなんの関係もありませんから、さっさと消えてください……あなたごときが彼女に触ふれるだなんて……もう二度と、つまらないことはしないでくださいね？」


  「あの女性とこの者が？　……ふぅん？　不釣り合いにもほどがありますね」


  　カレンが司狼から離れ、撫子に数歩歩み寄る。


  「ふむふむ……あぁ、やっぱり。兄さん、この女性ですよ。以前、ホケンシツで別の恋人アマトウスと愛を交わしていたのは」


  「あまとす……ってなんだっけ、母さんのことそう言ってたっけ」


  「ナゴミはノアの恋人アマトウス、そして運命の女デイレクタでしょう。精霊人フエミナにとっては女性同士で愛を語らうのは当たり前ですが……現世人ウイルでは珍しいんでしたっけ」


  「保健室……女性同士？　そういえば、そんなこと言ってたっけ」


  　カレンを、撫子を振り返る司狼。


  　にこやかな顔を見せるカレンと違い、撫子は俯うつむいていた。司狼からはその表情はよく見えないが、肩を震わせているようには見える。


  　それはまさか、カレンの言葉に怯おびえているからだろうか。


  　もしくは、カレンの姿そのものに怯えているのだろうか。


  「ですが私は違います。私が愛するのは、これまでもこれからも、古こ今こん東とう西ざい未み来らい永えい劫ごう、兄さんだけですよ。安心してください、決して浮気はしませんからね？　ですから、兄さんも是ぜ非ひ、私だけを愛してくださ──」


  　俯うつむいていた撫子なでしこが顔を上げた次の瞬間、カレンの首から、赤く、細い管くだが突き出ていた。


  　管は撫子の口こう腔こうから伸びている。司し狼ろうは息を呑のむことも忘れるほど呆ぼう然ぜんとして、その管の動きを眺めてしまう。


  　管は鞭むちのようにしなって、カレンの首から抜け、撫子の口へと戻る。


  「──ッ！　がっ、かはっ……ッ！」


  　管が抜かれた瞬間、カレンの細い首から噴水のように赤い水──血が噴ふき出し、壁に、天井に、そして司狼の顔にまでかかる。


  　ひとしきり血が噴き出すと、カレンはその場にゆっくりと崩れ落ちた。


  　司狼は、頬ほおにべっとりと付いた体液を拭ぬぐい、その手を見る。


  「…………赤い？」


  「ひっ、ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」


  　和わ田だは悲鳴をあげて走り去った。


  　撫子も踵きびすを返して走り出した。


  　司狼は呆然とそれを見送ってから、足下もとに横たわった血まみれの妹を見つめる。


  「…………カ……レン？」


  　切り裂かれた首から、脈動に合わせて血があふれ出る。


  　あっという間に血だまりができ、司狼の足を濡ぬらした。


  「……カレン？　……カレン？」


  　返事はない。


  　司狼は膝ひざを折り、血だまりに手をついた。


  　その生温かさが気持ち悪くて、慌あわてて手を引く。


  　手のひらにべっとりと付いた赤い体液からは、心をくすぐる甘かん美びな香りがしている。


  　嗅かいでみると、脳天に衝撃が走る。


  　舐なめてみると、全身を甘い痺しびれが伝う。


  　飲んでみると、心がどこかへ飛んで行ってしまいそうになり──。


  



  　ＷｏＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！


  



  　本当に、そのまま意識を飛ばした。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「どぅわぁああああああああああああああああああああ！」


  「きゃんっ、びっくりしたぁ！」


  　飛び起きると、そこは見慣れない部屋だった。


  　司し狼ろうは自分が古くて硬いソファに寝かされていたことを知り、全裸であることに気付く。


  「なっ、なっ……服、服は!?」


  「服はそこ。持ってきて、直しておいてあげたのよ？　ちゃ～んと感謝、し・て・ね？」


  「あぁ、ありが……って、リタさん!?」


  「はぁい、リタさんよ～」


  　謎なぞのショートカット美少女、リタが無邪気な笑顔を向けていた。


  「な、なな、ななな、なんでっ」


  「なんででしょう～？　……ところで、早く着なくていいの？　私はそのままでいてもらって構わないけどね。そのセクスィーな乳首とかぁ、股こ間かんの立派なものとかぁ、た～っぷり堪たん能のうさせてもらうだけだからぁ」


  「ひい！　ななな何見てるんですか！　まさか、寝てる間に変なことしてないでしょうね!?」


  「あら酷ひどい。私がそんなことするように見える～？」


  「見えますっ。たった今、見えるようになりました！」


  　笑いを堪こらえきれないとばかりに口の端が歪ゆがむのを見れば、そう叫ぶ以外にない司狼である。


  「ぶぅーっ。ホント酷いわねぇ……せっかく助けてあげたのに～」


  「助け……カレン！　そ、そうだっ、カレンは……っ」


  「……ここにいますよ。あまり大声で喚わめかないでください」


  　何な故ぜ気が付かなかったのか。自分の座るソファに並んだ一人掛けソファに浅く腰かけているのは、あの時死んだかのように見えたカレンだった。


  「ぶ、ぶ、無事だったのか～～！　良かった～～！」


  「まったく、無ぶ様ざまなことでした……我われながら情けないです。寄生蝶パピリスごときに後おくれを取るなど……ふぅ～～」


  「く、首は？　血がっ、あんなに血がっ」


  「見ての通りですよ。もう傷は塞ふさがっています」


  「リタさんに塞いでいただきました、ありがとうございます、で・しょ・う？」


  「……別にあなたには頼んでいません。私にだって水の精霊アクアの加護はありますし、聖霊サンクトウスとも仲なか睦むつまじく過ごしています」


  　リタを見もせず、むしろ顔を逸そらしてふてくされるカレン。首を押さえているのは、まだ傷が塞がりきっていないからか、傷跡がうずくからか。


  　いつもの薄桃色がかった白はく磁じの肌には薄暗い青が見える。あれだけの血を噴ふき出したのだから無理もない。生きていることさえ不思議だが、どうやら本当にリタが助けてくれたらしい。もちろん、司狼のことも。


  「……あの時、僕……」


  　カレンの血を飲み、獣化ミユータテイオーした。


  　これまでになく強烈な昂たかぶりが襲いかかり、あっという間に理性をなくした気がする。


  「大変だったわ～。暴れるあなたを押さえ込んで、大おお怪け我がしたこの子の治ち癒ゆをして……二人とも意識がなかったから、ここまで運ぶのも一ひと苦労で」


  「風の精霊ウエントウスの力で運んできたのでしょう。大変なことなどありません」


  「そうだけど～。でも、放っておかれなかっただけ感謝して欲しいわ」


  「むぅ……」


  「いや、本当にその通り。助けてもらってありがとうございます。特に、カレンを助けてくれたことは、どれほどお礼を言っても足りません……ありがとうございます」


  「いえいえ～、それほどでもあるわ～……だから、お礼は言うよりも、態度で示して欲しいんだけどな～？　中なか津つ川がわ司し狼ろうくんっ」


  「へ!?　な、なんですか？　わ、わわっ、リタさん!?」


  　最初に会った時と同じように首にかじりつき、顔を、体をまさぐり始めるリタ。そのたおやかな指に触れられるのはこそばゆく、かかる吐息の甘さに酔いそうになる。


  「シローくんって呼んでいいわよね？　なにせ私、命の恩人だものね～？」


  「は、はいっ、好きにしてくださいっ」


  「兄さん!?　どうして許すんですか！」


  「い、いや、名前くらい……」


  「ダメに決まってます！　ああ、こら！」


  　カレンの目の前で、リタは司狼にすり寄る。


  「お許しもでたことだし、好きにさせてもらいましょうか……んふっ」


  「あ、いや、そこは、ちょっ、り、リタさん、そこはっ、はわわぁああぁあああぁ!?」


  　まさぐられ、撫なで繰り回されると、得えも言われぬ官能が体内を駆け巡めぐる。くすぐったくなく、ぞわぞわとする明らかな快感。司狼は即座に陥かん落らく……。


  「兄さんから離れなさい！　人の運命の男デイレクトウスに手を出すなど、とんだ破は廉れん恥ち行為ですっ、恥知らずですよ!?」


  　……しそうになったが、カレンによって救われた。


  「何を言うの？　精霊人フエミナに愛される男には幸運が訪れる……多くの精霊人フエミナに愛される男には、更さらに多くの幸運が舞い降りるわ。もちろん、私たち精霊人フエミナにも、愛する男の子を授かる幸運が与えられる……とても素晴らしいことじゃない？」


  「いいえ、兄さんは不幸でいいんです！」


  「……ぉぃ」


  　救われたと思ったが気のせいだった。


  「私に愛されること以外の幸運は不要です。兄さんの幸運は、私だけが運ぶんです！　私こそが、兄さんの幸運なんですよ！　わかったら離れてください。あなたに言い寄られても兄さんは何も感じたりしません」


  「ふぅん？　本当に～、何も～、か・ん・じ・な・い～・？」


  「きゃー！　かかか感じません感じませんっ、感じないよう努力しますっ」


  「つまんないの。でも本当は～……んふっ」


  「っきゃ──！　めくんないでくださいよ！」


  　まだ着ていない衣服を摘つまむリタ。司し狼ろうは淫みだらな妄想をして、思わず欲情してしまう。


  （マゾか！　変態か！　僕の馬ば鹿かー！）


  「離れなさいっ。これ以上は容よう赦しやしませんよ？」


  「んまぁ～、怖い怖い……ねぇシローくん、こんな独占欲の強い子、さっさと孕はらませて常若の国ウイクスへ追い返しちゃったらどう？　常若の国ウイクスって、私たちの世界のことね。こことは違う異世界、精せい霊れい界って言い方でもいいかな～」


  「孕ませませんって……え？　孕むと帰っちゃうんですか？」


  「そう。帰って子どもを産むの……もしまた愛しき世界アモル・アゲールを訪れるとなれば、それはあなたのような精霊人男子フラーテル……男の子が生まれた時ね。父親のところに、息子を預けに来るのよ。あなたもそうだったでしょう？」


  「父親のところに!?　僕は母親に預けられたんですけど!?」


  「んま、そうなの？　珍しいわね」


  「やっぱり珍しいですよね!?　両親とも女性っておかしくないですか!?」


  　首を傾かしげるリタに食いつく司狼。


  　しかしリタは、すぐに破は顔がんする。


  「まぁ、そういうこともあるわよ。珍しくな～いないっ」


  「なんでー！　珍しいって言ってくださいよー！」


  「兄さん！　それより早く服を着たらどうです？　いつまでもそんな格好でだらしないっ！　……だいいち、悠ゆう長ちように話している場合ではないでしょう」


  「そうだっ、撫子なでしこさんが！　今何時？　あれから何分経たった!?」


  「まだ一時間くらいかしらね。そろそろ下校時間よ」


  　カレンに問うたが、リタが答える。


  　司狼は慌あわてて制服を着込み、一息ついた。


  「今いま更さらですけど……やっぱり、リタさんも精霊人フエミナだったんですね？」


  「ですね～」


  「カレンを助けてくれたのは本当に感謝します……けど、寄生蝶パピリスがいることもわかってたんですよね？　だったら、もう少し早く協力してくれれば……」


  「兄さん！」


  　あからさまに不愉快な声があがり、司し狼ろうはカレンに目を向ける。


  「それがね～？　魔獣駆除の義務オブリガテイオーを果たすのにほかの精霊人フエミナの力を借りるのは恥、と思っちゃう子もいるのよ～……その子みたいに」


  「……そうなの？」


  「当然です。私はもう一人前の精霊人フエミナであり、兄さんから愛される最高の運命の女デイレクタです。一人で義務を果たすのは当然のことではありませんか」


  「うーん……だったら、最初からちゃんとやる気を出してて欲しかったなぁ」


  「に、兄さんだって授業にかまけて義務を放置していたではありませんか！」


  「僕の力は借りていいんだ？」


  「借りてなどいません！　兄さんの進化エボルテイオーを促うながすための訓練です、稽けい古こです、調教ですー！」


  「はいはい……」


  　含み笑うリタと、苦笑する司狼。カレンは頬ほおを膨ふくらませてそっぽを向く。


  　司狼はふと、そんなカレンが可愛かわいらしいと思ってしまった。


  「……っと。それより、今は撫子なでしこさんだ。早く捜し出して駆除しないと……あれ？　ちょっと待った。撫子さんに寄き生せいした奴やつは、最初に駆除したはずなのに、なんでまた？」


  「最初に？　……その時、駆除したのは寄生蝶パピリス？」


  　リタの問いは司狼にはわからなかったので、答えを求めてカレンを見る。


  「えぇ、そうでしたね」


  「ということは、その子は最初に寄生蝶王パピリオ・レギスに寄生されて、囮おとりとして生み出したばかりの寄生蝶パピリスを退治させられた、ということになるのかしら」


  「まんまと騙だまされていたというわけですね……虫の分ぶん際ざいでっ、害虫の分際で！」


  　カレンが地じ団だん駄だを踏む。


  「撫子さんは、最初からずっと寄生されたままだったんだ……じゃあ、ほかの寄生蝶パピリスを生み出してたのも全部撫子さん……ほかの女性とキスしてたっていうのも関係が？」


  「寄生蝶パピリスを寄生させていたのか、それとも摂取してきた栄養を口移しで与えていたのか……寄生蝶パピリスたちは口、あの口吻マズルでしかやりとりできないのよね」


  　もちろん、和わ田だとキスをした、というのも体液摂取のためだろう。そこに撫子の意思など欠片かけらもないとはわかるが、不愉快極きわまりないことだ。


  　だからといって、和田を〝駆除〟……殺したいだなどとは思わないはずなのに。


  （さっきの僕はなんか変だった……獣化ミユータテイオーした時みたいな、うぅん、もっと粗野な感じ……）


  　あれも寄生蝶パピリスの持つ催さい眠みん効果なのだろうか。それとも、獣化ミユータテイオーによる弊へい害がいか。司狼にはその判断はできなかった。


  （バケモノを殺す力を得たからって、自分がバケモノになるわけにはいかないぞ！　しっかりするんだ、もっとしっかり……戦いに、自分の力に、呑のみ込まれないように！）


  　自分の行動で人が死ぬかもしれない。人の生き死にに関与する場面に出くわすことがあるかもしれない以上、戦うための力を気楽に考えるわけにはいかない。今のところ死者はいないが、今後出ないとも限らない。


  　司し狼ろうは両頬ほほをはたき、声をあげて気合いを入れる。


  「……あれ？　そういえば、寄生蝶パピリスに体液を吸われたら死ぬって言ってなかったっけ？」


  「そう聞いていましたので」


  　ふてくされるようにそっぽを向くカレン。


  「人間サイズだと体液を吸いきれなかったんでしょうね。でも、このまま成長を続ければ、そのうち犠ぎ牲せい者が出る可能性はあるわ……あの子に寄き生せいした寄生蝶王パピリオ・レギスは既すでに自在に人の体を操あやつってる、そして今も、新しい寄生蝶パピリスを生み出しているかもしれない」


  　リタが真ま面じ目めな顔つきで言う。


  「そんなことをさせるわけにはいかないよね」


  　司狼も表情を引き締め、二人を見つめた。


  　どうあっても、寄生蝶王パピリオ・レギスを倒さなければならない。それがまた、撫子なでしこを苦しめてしまうのだとしても、看かん過かするわけにはいかなかった。


  「行こう、カレン。きみの……いや、僕たちの義務を果たすんだ」


  「はい、兄さん。供をお願いいたします」


  「お供って……まるでカレンちゃんの方が主あるじみたいねぇ。ま、シローくんはワンちゃんだし、しょうがないかっ」


  「「狼おおかみです！」」


  　兄きよう妹だいの声が重なった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「……それで？　話というのはなんだ、撫子。わざわざ練習後に残ってまで、昨日の帰りのような意味のわからないことを言う気か？」


  　普段は柔道部員十二名のかけ声が響く道場に大和やまとの声だけが響く。


  「だいたいお前、今日も部活を休んで……部長として、さすがにこれ以上は見過ごせないぞ？　やる気がないのなら、マネージャーも無理に続けることは……なんだ？」


  「ねぇお兄ちゃん……あたし、困ってるの……もっともっと子どもが必要なのよ……」


  「子ども!?　な、何言ってるんだお前……だからなんだ、くっつくな」


  「お兄ちゃん……あたしに、栄養をちょうだい……本当は最後にしようと思ってたんだけど、お兄ちゃんが一番栄養ありそうだから……」


  　体を密着させてくる妹なでしこに、大和やまとは強い違和感を覚える。その眼差まなざしが、自分の知っている妹ではないことにも気付いた。


  　同時に、まるで乗り物酔いでもしたかのような不快感に襲われるが、気合いでそれをはね除のけた。


  「いったいなんのつもりだっ……言ってもわからないなら！」


  　迫り来る妹の胸ぐらを掴つかみ、足を払って倒そうと試みる。


  　しかし撫子なでしこも柔道経験者。大和の足をすらりとかわし、逆に大おお内うち刈がりを仕掛ける。


  　制服姿の妹に反撃されるとは思わず、油断していた……実際には、催さい眠みん効果で運動神経が鈍にぶっていた大和は、あっさりと刈かられて一本。そのまま撫子にのしかかられた。


  「な……撫子？　おい、撫子！」


  「お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃんを、ちょうだい！」


  　大きく口を開けた撫子に、大和は言いようのない恐怖を覚えた。


  　しかし同時に、強い欲望を覚えてしまう。このまま撫子と兄きよう妹だいの一線を越えてしまいたい、そんな禁断の情欲がわき上がり、股こ間かんを熱くする。


  「あぁお兄ちゃん、なんて美味しそうなの……お兄ちゃんの汁、全部飲ませてちょうだい」


  　撫子の舌が伸び、大和の唇に襲いかかる。大和はもはや避けることはせず、妹の唇から与えられるであろう官能を待った……その瞬間。


  「巴ともえ投げです！」


  「──ッ!?　ぬぅうううん！」


  　唐とう突とつにかけられた声に体が反応し、大和は撫子の腰を蹴けり上げる。


  　軽々と跳はね上がった撫子はそのまま背を叩たたき付けられ……ることなく、身を捻ひねって足から着地した。


  　大和もすぐに立ち上がるが、足腰に力が入っていないことに気付く。自分の異常を、そして妹の異常を察した大和は、撫子を捕らえようとはせず数歩退しりぞいて距離を取る。


  「大和先輩！」


  「中なか津つ川がわか……だ、大丈夫だ、大丈……ぶっ」


  　撫子からかなり距離を取ったところで倒れ伏す大和。どうやら意識を失ったらしい。司し狼ろうとカレンにとって、それは好都合だった。


  「カレンッ、撫子さんを押さえて！」


  「風の精霊よウエントウス！　我が敵を界に結べアルクイレーテ！」


  　カレンの結界に囚とらわれた撫子が苦く悶もんの悲鳴をあげる。


  　何度見ても不愉快な光景だが、たじろぐわけにはいかなかった。


  「……兄さん、出てきますよ」


  「あぁ、見えてる。あれが、寄生蝶王パピリオ・レギス……ずっと撫子さんを苦しめてた魔獣レムレース！」


  　撫子なでしこの首が異様に膨ふくれ上がる。唾だ液えきや胃液が混じった呼吸音は、宿主ウイスクムに寄き生せいした魔獣レムレースが逃げ出す時の合図。


  　撫子の口から大きな複ふく眼がんを持った蝶ちようの頭部が現れる。その目に、強い怒りが込められていることを司し狼ろうは悟さとった。


  



  　──────────────────────────────!!


  



  　撫子の悲鳴に重なって、きぃんと響く音。寄生蝶王パピリオ・レギスの咆ほう哮こうだろうか。


  　気の弱い者が聞いたらそれだけで意識を失いそうな、心を掻かき毟むしるかのような異音。


  　全身を激しく痙けい攣れんさせてのたうち回る撫子の姿もまた、司狼にとっては悲ひ憤ふんを誘う。


  「ごめんね撫子さん、今、助けるよ…………カレン」


  「はい、兄さん」


  　何を、と問う野や暮ぼなどありはしない。


  　カレンは愛する兄を見つめ、うっとりと頬ほおを染める。


  　司狼はその火ほ照てった頬を取り、自らの意思でカレンの可か憐れんな唇に口づけた。


  「────ッ！」


  　先ほど、カレンの血を飲んだ時のような昂たかぶりが司狼を襲う。


  　しかし今回は、理性を奪ったりはしなかった。むしろ冷静さをいや増す昂ぶり。


  　これは獣化ミユータテイオーではあるが、それを超えるものだとわかる。この昂ぶりこそが進化エボルテイオーなのだと、本能で悟る。


  　熱いのに冷たく、熱いからこそ心静かに……司狼は、己おのが炎の力の化け身しんと知った。


  「守護者ウイクトル……あぁ、それこそがすべてのものに勝まさる、気高き男の風姿！」


  　さすがのカレンも興奮を隠しきれない様子で司狼の新しき姿に見み惚とれる。


  「……そうか、これが……」


  　いつものように、目線は下がらなかった。それどころか上がっている。


  　自分の吐く息が熱いのは、そこに火の精霊イグニスが宿っているからだった。


  　手は五本指のまま。しかし人の姿よりも太く、毛深く、硬そうな爪つめがある。


  　その身長は、およそ二メートルだろう。たてがみが風に揺れ、野性味をあふれさせる。


  　司狼はそっと自らの顔に触れた。突き出た口吻マズル、鋭い犬けん歯しは守護獣ベステイアの時と変わらない。


  　守護者ウイクトル──それは、狼おおかみの頭に人の体……獣じゆう頭とう人じん身しんの姿であった。


  「ならば私も、守護者ウイクトルと並ぶに相応ふさわしい姿となりましょう……。火よ、我が身に宿れ。この身を現うつし身みとし、そなたらの力を世に示せ。今より我われも、そなたらの族うから。そなたらそのもの。我は、火なり。火は、我なり！　精霊抱擁コレクテイオー！」


  　カレンの体が親しん和わ性のある炎に包まれた。


  　黄金の髪は燃えさかる炎のごとき深しん紅くと化す。制服は燃え上がり、炎が揺らめく様さまを象かたどったかのような衣装へと変わる。


  　一瞬で火の精霊イグニスと一体化したカレンは、司し狼ろうの衣装も、守護者ウイクトルの姿に相応ふさわしい衣装へと作り替えた。


  「さぁ、私のためにある者……守護者ウイクトル。その強き力を見せてくださいませ」


  　語りかけるカレンの姿に、司狼はこれまでにない親近感を覚える。


  　それはもしかしたら、家族愛以上の何かなのかもしれない。けれど今は、その思いを案ずることはできなかった。


  「あぁ、わかった。けどこの強さは僕自身のものではなくて、火の精霊イグニスのものだよ」


  「精霊エレメントウムの力は兄さんの力です。精霊エレメントウムの力を自在に操あやつることこそ、私たちの力……精霊魔法アクテイオーです！」


  「そうか……なら、力を借りよう、火の精霊イグニス！」


  　まるで司狼自身が燃えているかのように、ちりちりと火花が散る。その小さな火花のひとつひとつが精霊エレメントウムの姿を見せる。


  「──────────！」


  「もう奴やつが離れるっ……カレンは撫子なでしこさんを！」


  「えー？　私も共に……むぅ。仕方ありませんね」


  [image: ]


  　撫子なでしこの体を離れた寄生蝶王パピリオ・レギスは、これまで見た寄生蝶パピリスたちよりも二回りは大きく、羽の紋もん様ようがより鮮あざやかだった。


  　もちろんそれを美しいなどと思うことはない。司し狼ろうはこれまでと同じように一撃で屠ほふろうと爪つめを伸ばして手を振るった。


  　しかし、寄生蝶王パピリオ・レギスはさすがに寄生蝶パピリスのように弱過ぎはしない。カレンの結界から素早く、自力で抜け出し、司狼の爪をひらりとかわす。


  　丸められていた蝶ちようの口吻マズルが鋭い鞭むちのようにしなり、司狼の首を狙ねらう。しかしそれは、もうわかっていたことだった。


  「それしか攻撃方法がないんだもんな……だから宿主ウイスクムから逃げ出した時に、もう勝負はついているんだ」


  　鋭い口吻マズルを掴つかみ取り、強く引く。迫る寄生蝶王パピリオ・レギスを手しゆ刀とうで叩たたき切ろうと手を振るうが、またも軽やかにかわされる。


  　司狼は、幼いころに蝶を手掴みで捕らえることができなかったことを思いだした。


  「ゆらゆらとっ……む？」


  　瞬間、立ちくらみを覚えて体が揺らぐ。その一瞬の隙すきを突かれ、寄生蝶王パピリオ・レギスの口吻マズルが手からするりと抜け落ちた。


  （しまった！）


  　鱗りん粉ぷんの催さい眠みん効果だろう。寄生蝶王パピリオ・レギスのものだからか、効果が強いのかもしれない。


  　ぼんやりとする視界と頭。司狼は一歩引いて、気合いを入れ直すために咆ほう哮こうする。


  　それに対し、寄生蝶王パピリオ・レギスは羽を小きざみに震わせる。


  「……おや？　これはこれは」


  　カレンが感心したように呟つぶやく。司狼に対してでないことは、視線でわかる。


  　司狼もすっきりとした目で見やると、そこには二頭の寄生蝶パピリス。寄生蝶王パピリオ・レギスに従うよう左右に位置取り、不気味な複ふく眼がんを司狼へと向ける。


  「仲間を呼ぶとは……手間が省けましたね」


  　気絶したままの撫子を床に横たえ、カレンが立ち上がり、飛ぶ。


  　そしていつもそうするように、司狼の首に腕を回して無邪気な笑みを見せた。


  「さぁ、兄さん。奴やつらを駆除しましょう」


  　横顔へ口づける。司狼にとってそれは勝利の女神からの祝福のように思えた。


  「あぁ、わかった！」


  　体内から沸き上がる熱が、たてがみを揺らす。


  　カレンは司狼から離れ、まるで泳ぐかのように優雅に飛んだ。


  「精霊たちエレメントウムに語りかけるんです。兄さんの望むことを、心から沸き上がる思いを」


  「精霊たちエレメントウムよ……僕に力を貸しておくれ」


  　火の精霊イグニスは元より、風も水も土も、そして聖霊サンクトウスまでも大いに喜び、司し狼ろうを抱くようにまとわりつく。


  　カレンは満足げに頷うなずき、司狼の邪魔にならぬよう距離を取った。


  　その司狼の正面には、寄生蝶王パピリオ・レギスと二頭の寄生蝶パピリス。逃げることなく向かってくるのは、勝利への希望があるからか、単なる蛮ばん勇ゆうか。いや、そもそもそのような意識があるのかどうか。


  　司狼には、寄生蝶パピリスたちに対する哀れみはない。


  　もはや微み塵じんの油断も、一瞬の隙すきさえもなく、異い形ぎようの蝶ちようたちを駆除するのみ。


  「火の精霊よイグニス！　炎の刃にて我が敵を切り裂けフランベルジエ！」


  　両手の指に青白い炎が宿る。


  　寄生蝶王パピリオ・レギスがひるむことなく口吻マズルを振るった。


  　司狼の手のひらを貫通するかと思われた敵の武器は炎に焼かれ、一瞬で灰になる。そしてそのまま、胴体を真っ二つに切り裂かれて焼けた。


  「──────────！」


  　その隙にと、二頭の寄生蝶パピリスたちは司狼の首めがけて左右から口吻マズルを伸ばす。


  　しかしその攻撃も予測済み。司狼は慌あわてることなく、両手でそれぞれの寄生蝶パピリスを薙なぎ払う。攻撃は司狼に届くことなく、胴体ごと切り裂かれ、羽が四枚バラバラになって落ちていく。


  　寄生蝶王パピリオ・レギスの羽にも、寄生蝶パピリスの羽にも、司狼の炎がついたまま。まるでロウソクの火に寄って燃え死ぬ蛾がのようにひらひらと舞い落ちていき、畳たたみの上に落ちるまでに蝶たちの羽は跡形もなく燃え尽きた。


  「……あぁ、兄さん。とても素敵」


  　うっとりとしながら言うカレンに、司狼もまんざらではないと微ほほ笑えみ返す。


  「これで一件落着かな……あぁでも、まだ寄生蝶パピリスがいるかもしれないのか」


  「そうですが、寄生蝶パピリスだけなら放っておいてもそのうち勝手に死にます。子をなして群れを作ることができるのは寄生蝶王パピリオ・レギスだけですから、駆除する必要もありません」


  「勝手に死ぬっていっても、それまでの間に吸われる男子はいるかもしれないよね？」


  「そんなこと、私にとってはどうでもいいことです……それよりも、んふ、ふふふっ」


  「どうでも良くないって！　もっと真ま面じ目めに義務を果たさないと……あ、こら。これ以上キスしようとしても駄目だからね？　いったん元に戻って、撫子なでしこさんを保健室に……いや、病院にっ」


  



  「戻りませんよ」


  



  「……………………へ？」


  「守護者ウイクトルに進化エボルテイオーした者は、永久にその力を身に纏まとい続けるのです。つまり兄さんは、この先ずーっとその姿のまま……あぁっ、なんて素敵なんでしょう！」


  「こ、この姿のまま!?　この獣じゅう人じん……狼おおかみ男のまんまなの!?」


  「とても雄お々おしくてそそられる姿ではありませんか……この姿のままで孕はらませてもらえれば、きっと可愛かわいい子が生まれてくることでしょう。さぁ、兄さんの愛をください。兄さんの欲望をぶつけてください。兄さんのケダモノとしての獣欲を、愛いとしい妹で満たしてくださいませ！」


  「駄目だっ、やっぱりカレンは駄目っ、僕の愛には相応ふさわしくない！　僕のこのケダモノの姿を元に戻してくれるのはきっと、きっと！　真実の愛をくれる人だけなんだ～～！」


  



  　ちなみに、十五分ほどで司し狼ろうは無事に人間の姿に戻ったが、ふてくされたカレンによって、しばらく服を着せてもらえなかった。
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  エピローグ　[image: ]　人間と獣の狭はざ間まで愛を叫ばれる


  



  「あぁ、兄さん……ん、んんっ、兄さっ、あっ……にぃ、さ……っ……」


  　暗くら闇やみの中、カレンの切なげな吐息が響く。


  「素敵です、兄さん。思っていた通り逞たくましく……お、思っていた以上に、激しっ、んっく！　んはぁ、はぁはぁ……あぁ、激しい……激しいです、兄さんのっ……」


  　時に甘く、時に荒々しく、乱れた息と声が伝わってくる。


  「兄さん……私、あまり長くは持ちません……こんなにされてしまっては、すぐにっ、んん、果ててしまいます、からぁ、はぁはぁ、んん……もう、もう何度か、先に……んんっ、あぁん！　兄さん、にっ、さ……んはぁ！　あっ、あっ、あっ、はぁん、んんっ、そんなにされたら、また先にっ、私だけ先にっ、んんんん！　んっ、んっ、兄さぁん！」


  　今にも泣き出してしまいそうなカレンが愛いとおしく、更さらに強い欲望が沸き上がる。


  「こんなにも激しいだなんて、こんなにも荒々しいだなんて……兄さんの欲望、兄さんの本能、兄さんの……愛。あぁ、これが兄さんの愛……私だけに注がれる、本当の愛なんですね。素敵です、嬉うれしい……愛してます、愛して、いますっ、んんっ、兄さぁん」


  　もう我慢ならない。これ以上、時間をかける必要はなかった。


  「兄さん、兄さん、にっ、兄さぁ、あぁん、んっ、んっ……これ以上、私を……んぁあ、ああ…………──食べないで、ください──」


  



  『どぅわああああああああああああああああああああ！』


  「ん、んん？　騒々しいですね……あぁ兄さん、また私の寝込みを襲ったのですか？」


  『はぁはぁ、はぁはぁ……カッ、カレン！　生きてる？　大丈夫？　食べられてない!?』


  「この魅力的な唇を啜すすりたくなる気持ちはわかります。ですが兄さん、口づけはそなたをケダモノに変えてしまうだけ……いえ、いいのです。私はケダモノになった兄さんでも愛していますよ。さぁ、その猛たけった獣欲を、そなたの愛しい妹へとぶつけてくださいま……あ」


  「ぷはぁ！　はぁはぁ、はぁ～～、良かった夢か～～……ああもう、なんて夢だよ……」


  「なんですか、つまらない。人の姿に戻るくらいなら、最初から獣化ミユータテイオーしないでください」


  「してない……させられたんだってば……は～～……」


  　司し狼ろうは今日もちゃんと人の姿に戻っていることに安あん堵どし……慌あわててパジャマを着直して、ベッドに倒れ込む。


  　カレンは一瞬、迷惑そうな顔をするも、すぐに司狼にすり寄った。


  「まったくもう……口づけはするくせに、孕はらませてはくれないのですね。いったい、いつになったら愛いとしき子を授けてくれるのですか？　本当に兄さんは焦じらすのがお好きですね……いえいいのです、私はそれでもいいのですよ」


  　欲情しているからか、それとも単に眠いからか、カレンの目はとろんと蕩とろけている。


  「ですが、これ以上は兄さんのためになりません。あまり我慢するのは良くないと思うのです。兄さんも愛ゆえの行為に飢えているのでしょう？　ですからためらうことなどありません、堪こらえる必要などないのです。さぁ愛しき妹に、兄さんの猛たけ々だけしい思いを伝えてくださいませ」


  「いつも思うんだけどさ？　子とか孕むとか、まだそんなこと考える年じゃないでしょ？」


  　夢の中でカレンを食べて（性的な意味ではなく）しまった罪悪感が、司し狼ろうを疲ひ弊へいさせていた。


  「何な故ぜです？　私はもう子を産むことができる体です。であれば、愛する男の子を望むのは、自然の摂せつ理りでしょう」


  「まだ十六歳でしょ？　早いし……何より、兄を愛するのは自然じゃないよ」


  「こちらアモル・アゲールでの社会通念や倫理観などに囚とらわれる必要はありません。早々に孕ませていただければそれでいいのです」


  　目が覚めてきたのか、長い髪を整えて居ずまいを正し、睨にらむかのように司狼を見る。


  「早々にってさ……子どもを作るっていうのは、そんな簡単なことじゃないでしょ？　もっとこう、深い愛情とか、お互いを思いやって、ちゃんと、その……」


  「愛情はあります。誰よりも、何よりも、兄さんのことを愛していますよ」


  「だからそれは兄きよう妹だい愛だってば。僕だって、妹への愛情という意味ではあるけど……」


  　改めて、カレンを見る。


  　客観的に見て美少女なのは疑うべくもないが、やはり双ふた子ごだけあって顔つきは似ている。しかし司狼にはナルシストの気はないので、自分と似た顔をした少女を異性として愛することができるとは思えない。


  　そしてやはり、体付きに問題がある。おっぱいの大きさという意味だけではなく、全体的に細く未熟な体付きに、欲望が沸き上がる性癖を司狼は持っていない。


  「うん、やっぱり妹と愛し合うとか、僕には考えられないや」


  「やれやれ、強情な人ですね……わかりました。ではこうしましょう」


  「……何？」


  　名（迷）案を思いついた時の、どや顔のカレンだ。


  「愛はいりません。ですから孕ませてください」


  「無理！　馬ば鹿か！」


  「不愉快ですね、何故ですか！」


  「愛もないのに孕ませるだなんて……そ、そんなのおかしいよ！」


  「おかしいことなどありません。ささっと、子だけ授けていただければそれでいいのです」


  「だから、そんなに簡単には無理だってば！　あ、愛情もないのに、せ、せ……っくすとか、できるわけないし……」


  「はい？　なんです？　何ができないというのですか」


  「だから、子どもを作るような真ま似ねだよ……兄きよう妹だいでしちゃいけないのはもちろんだけど、愛情がないのはもっと駄目でしょ？」


  「いえ、ですから、子を授けていただければそれでいいのです」


  　出会って一週間が経たとうというのに、司し狼ろうには妹カレンの言っていることが何ひとつわからないままである。


  （いやわかる……わからなくはないんだけど、それは駄目だろ！　肉欲に身をまかせるだけじゃ、本当にただのケダモノになっちゃうよ！）


  　わからないふりをするのも倫理観のある兄の使命であった。


  「も～～っ、だいたいなんで、そんなに子どもを欲しがるのさ～～」


  「愛する男の子を欲しいと思うのは、女の本能です。そもそも、私はそのために世界を繋ぐ門アモル・フオルタムを越え来たのですよ？　ですから兄さんも、私のために危ない橋を渡ってください」


  「命がけの戦いっていう意味での危ない橋ならもう充分渡ったよっ」


  「何を馬ば鹿かな……寄生蝶パピリス程度に命がけになるなどありません」


  「死にかけたくせに！　あの時リタさんがいなかったらどうなってたことかっ」


  「はー？　なんのことでしょう？　私は兄さんの雄お々おしき姿しか覚えていませんね……さぁ、あの時と同じ姿で、私に子を授けてくださいませ」


  　唇を突き出して迫るカレンを押し退のける司狼。


  「うわぁ！　キースーはー駄ー目──っ。本当に戻れなくなったら嫌だ──！　だいいちっ、もう魔獣レムレースもいないんだし、二度と獣化ミユータテイオーしないんだ──！」


  「往おう生じよう際ぎわの悪い。魔獣レムレース駆除はしましたから、あとは孕はらむだけでしょう……さぁ、さぁ早くっ。私に兄さんの子をください。ささっと孕ませてください～～！」


  「こんな状況で興奮できるわけないじゃないかっ。そういうことは、もっとムードがないとっ」


  「むーど？　なんだかよくわかりませんが、出し惜しみされるのももう飽き飽きです。兄さんにその気がないなら仕方ありません。愛は私が二人分持つことにしましょう。それで構いませんね？　そういうわけで、もういいですから、やり方だけでも教えていただきましょうか」


  「だからそれがっ……あれ？」


  「はい？」


  「えーと、カレン？　一応、確認しておくんだけど……子どもの作り方って、知ってる？」


  「ですから、孕ませてくれれば良いのでしょう？」


  「だから、孕ませ方だよっ」


  「…………」


  「…………」


  「じょ、情を交わせば良いと……」


  「情の交わし方」


  「……っ……っく……さ、さぁ？　兄さんが知っているんですよね？」


  「そりゃ知ってるけどさ！　いやいや、ちょっと待った。孕はらませ方だよ？　子どもの作り方。知らないの？　本当に!?」


  「え、いえ……その、あの……で、ですからっ、それは……それは……」


  　狼ろう狽ばいするカレンを見て、どっと力が抜けていった。


  「なんだよも～～！　知らないのか、知らないのかよ～～！」


  「な、なんですかっ、人のことをまるで無知のように言わないでもらえますか!?　兄さんごときに馬ば鹿かにされるのは、無む性しように腹が立ちますよ？」


  「……だったら、どうやって子どもを作るのか言ってみなさい」


  「…………」


  「…………」


  「こ、こうしてしとねを共にしていれば、朝にはお腹なかがぽっこりと膨ふくらんで……」


  「一日で膨らむかっ」


  「えぇ──!?　ち、違うんですか？　……いえ、それくらい知ってますよ？　一日は言い過ぎました……十日もあれば、子どもはちゃんと生まれて──」


  　しどろもどろになるカレンを見て、司し狼ろうはにこやかに頷うなずいた。


  「なんですかその顔！　不愉快です、腹立たしいです、むかつきます──！」


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「おーい、シロくーん！」


  　月曜の朝。集合時間より十分早く、爽さわやかな声が聞こえてきた。


  　見れば、すぐそこに夏服になってより際立った大きな胸が……ではなく、爽やかな笑顔の少女が自転車でやってくる。


  「おはよう、撫子なでしこさ……んぐえっ」


  　カレンに首を締められ、苦しむ司狼。カレンが見えない撫子は首を傾かしげる。


  「あれ、顔、ちょっと赤いよ？　どうかした？」


  「うぅん、なんでもない……おはよう。体の具合はどう？」


  「うん、もう大丈夫。ほら、元気元気っ」


  　ガッツポーズを取る撫子の胸が激しく揺れる。


  　司狼は視界の端でその揺れを楽しみ、撫子に微ほほ笑えみかける。その笑顔が不自然だったせいか、撫子なでしこは不安げに身をすくめた。


  「ホントに元気だよ？　大丈夫……心配かけて、ごめんね？」


  「い、いいんだよ！　それより、もし少しでも気分悪くなるようなことがあったら……」


  「だから大丈夫だってば、心配し過ぎっ。むしろ前より元気になってるの、本当だよ？」


  　たった三日前まで、その体内に寄生蝶王パピリオ・レギスを宿していたとは思えない回復ぶりに、司し狼ろうは心底安あん堵どの息を吐く。


  　それは撫子の自然治ち癒ゆだけではなく精霊エレメントウムの力を借りてのことだったが、彼女はそのことに気付いていない。もちろん、自分が寄生蝶王パピリオ・レギスに寄き生せいされていたことにも。


  「先週はずーっと寝ぼけてるみたいな感じだったけど、今日は目覚めスッキリ……久しぶりに、朝ジョギングして来ちゃった」


  「へぇ、どこ走ったの？」


  「……小川沿いに、公園の方、まで？」


  「え……まさか、うちの方？」


  「ん～～。ま、まぁ、近くまでかなっ、あははっ」


  （やっぱりいいっ、撫子さんがいいっ、ちょー可愛かわいいー！）


  　照れ笑う撫子の可愛さにクラクラする。


  　この爽さわやかさは撫子以外にはない（注：司狼の主観）。


  　それなのにどうして、寄生蝶王パピリオ・レギスに寄生されていた時の陰いん鬱うつさを受け入れてしまっていたのだろう。司狼は改めて、自分の観察眼のなさを恥じた。


  「だ、だったら、一声かけてくれれば良かったのに」


  「うん、そうだったかも……スマホは持ってたんだ。ほらこれ、猫ちゃんいたから撮ってみたの。可愛いでしょ？　今日の可愛いコレクションひとつめ」


  「うん、可愛いね。今度は、僕も一緒に見たいな？」


  　スマホの画面よりも撫子を見つめる司狼。そして撫子も、司狼を見つめ返す。


  「シロくん……」


  「だからさ、うちまで来てくれてもいいんだよ？　なんだったら、僕が迎えに行くから一緒に……んぐえっ」


  「ん？　んん？　ん──」


  「なんでもないなんでもないっ……あれ、撫子さん？」


  　撫子の目が、驚くほどまん丸になっていた。


  「……シロ、くん？　……その子、誰？」


  「どうかした……って！　うわぁ！　な、なんで──ッ」


  　なんで姿を見せてるのさカレン、という言葉は辛かろうじて飲み込む。


  　透明なまま首にしがみつかれていることに慣れていたせいで、姿を見せていたことに気付けなかった。


  「兄さん、どうしてこの者とばかり話しているのです？　ここには男性だけで集まるのではなかったのですか？」


  「何言ってるんだよ、撫子なでしこさんだってずっと……あ、そっか」


  　先週、姿を見せた時は良よし彦ひこと大和やまとしかこの場にいなかった。その後はずっと、撫子が司し狼ろうを避けていたために一緒に登校できなかった。


  　カレンが撫子を知っているのは寄生蝶王パピリオ・レギスの宿主ウイスクムとしてだけで、こんな風に会話する相手だなんて……もちろん、司狼の恋する相手だなんて知らないはずで。


  　司狼の心の中に、正体不明の汗があふれ出た。


  「それにこの者の恋人アマトウスは──」


  「わーっわーっ……あれは違うから！　あのことは忘れなさい！」


  「何な故ぜです？　この者はほかにも──」


  「いいから忘れるの！」


  「むぅ……理り不ふ尽じんな」


  　カレンに言い聞かせ、慌あわてて撫子を振り返る。


  「な、撫子さん？　この子はその、紹介が遅れたけど、それには深～い訳があって……言ってみれば紹介する必要もないかなーと思ってて、それはその、なんというかつまり……」


  



  「くぁーわ──いぃい────！」


  



  「「…………はい？」」


  　司狼とカレンの声が完全に重なった。


  「ちょっとシロくん、何？　なんなのどういうこと？　誰この可愛かわいい子、兄さんってどういうこと？　シロくんって一人っ子じゃなかったっけ？　イトコの子？　親しん戚せきの子？　近所の子？　まさか、義理の妹ができたとか!?」


  「失礼な。私は正しよう真しん正しよう銘めい、シロウの妹ですっ」


  「えぇ──!?　何それどういうこと？　シロくんに妹？　しかも何、なんなのこの美少女！　ありえなくない？　可愛過ぎない？　絶世の美少女ってこういう子のこと言うんじゃない!?　やばい、あたしの可愛いランキングに大変動勃ぼつ発ぱつだよっ、大事件だよこれは！」


  「あ、あの撫子さん、落ち着いて？　これには深過ぎる事情が……」


  「くぉ～～んなに可愛い妹さんがいただなんて、どうして今まで隠してたのよ！　中学生？　まさか小学生？　ねぇねぇ、なんでうちの制服着てるの？　うふふっ、コスプレかなぁ～？　背伸びしたくなっちゃったのね？　あぁもう可愛過ぎっ……そうだ、写メ写メ！　あたしの可愛いコレクションが大充実のチャンス！」


  　撫子なでしこの目の色がやばい。司し狼ろうは言葉に詰まり、撫子とカレンを交互に見る。


  「ねぇ、撮ってもいい？　撮らせて？　その可愛かわいいお顔を写させて？　あぁ写メじゃ足りない。カメラ持ってくれば良かった、取りに帰っていい？　お父さんがこーんな望遠のカメラ持ってるから、って望遠意味ない。むしろマクロ機能が充実してるの買わないとっ」


  「な、撫子さん、落ちついてー」


  「あぁもうカメラは後後っ。まずは第何種かわかんないけど接近遭そう遇ぐうよ！　……こほん。ね、ねぇ～？　お姉ちゃんとお話ししな～い？　ほ～ら、こっちおいで？　ずっと背中にいたら、お兄ちゃんも重たいんじゃないかなぁ？　だからね？　ねっ？　ねぇってばお願ぁい！」


  （必死過ぎる！　瞳ひとみに星がきらめいている！）


  　さすがの司狼も、撫子のハイテンションぶりに困惑する。


  「……兄さん、なんですかこの気持ち悪い人は」


  「気持ち悪くないよ！　あぁ撫子さん、ごめん。カレンってばホント礼儀を知らなくてっ」


  「カレンちゃんっていうの？　何それ可愛過ぎる！　名前まで可愛いとか反則過ぎる！　……ちょっとシロくん？　話を聞かせてもらいましょうか。まずはカレンってどんな字書くの？　生まれはどこ？　育ちはどこ？　普段は何語で話すの？　日本語ペラペラなのねぇ～、偉いわ。お姉ちゃん、英語も満足に話せなくて困っちゃってるのよ」


  「いやあの、撫子さん？　カレンはその……」


  「そうそう、あたし滝たき沢ざわ撫子。気軽に撫子って呼んでね？　うぅん、むしろ呼んで。今すぐ呼んで。あたしもカレンちゃんって呼ぶからっ。いいわよね？　ねっ？」


  　やたらと興奮する撫子と、あからさまに引いてるカレン。その腕の力が強まり、首を絞しめられるのが辛つらい。


  「二人とも、とにかく落ち着いて……」


  　まずは自分が落ち着かなければ。司狼は心の中で気合いを入れる。


  「おぉお！　妹さん発見！」


  「中なか津つ川がわ……その子は」


  「ヨッシー！　大和やまと先輩まで！　……あぁ、撫子さん。手、出したら危ないかもっ」


  「怖くない怖くない……ほら、お姉ちゃんにも抱きついてみない？　お兄ちゃん苦しがってるわよ？　あたし、これでも鍛きたえてるからちょっとくらい絞められても平気なの。だからね？　こっちおいで？　是ぜ非ひおいで？　抱きついちゃって、抱きつかせて!?」


  「なんだよシロ。妹さん制服着てんじゃん。もしかして、うちに転校してくることになったのか？　いや～、こいつぁヤベェぜ！」


  「中津川……先日のことだが、俺はなぜ、柔道場で寝ていたのだろうか。本当に何も知らないのか？」


  　現れた男二人は助け船ではなく、より混乱を誘う嵐あらしでしかなかった。


  「でも妹さんいくつなんだ？　……ってあれ、双ふた子ごなんだったっけ？　いやいや、双子には見えねーなぁ」


  「あぁもうっ、お兄ちゃんもヨッシーも退どいて！　あたしがカレンちゃんと大事な話をしてるのが見えないの!?　ねぇ～、カレンちゃん。あたしたちの大事なお話をしましょうね～？」


  「なんですか？　私は兄さん以外とは……あ、だから何って、放してっ……に、兄さんっ」


  「ちょっとだけ、ちょっとだけでいいからこっちにおいで～？　……あぁ、何この綺き麗れい過ぎる金髪、顔小ちっちゃい、体も小っちゃい、すごく可愛かわいい、すごく可愛いっ……いいなぁ、あたしもこんな風に生まれたかったなぁ、今からでもこうなれないかなぁ～～」


  「兄さん？　兄さんってばっ、ちょっ、何なんですかこの人！　兄さぁ～ん！」


  「んぐ、うぐぐっ……──」


  　撫子なでしこに引き剥はがされまいと司し狼ろうに強く抱きつくカレン。


  　司狼はしばらく我慢していたが、結局いつもの哀れな悲鳴をあげた。


  「──んぐえ！」


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「みんな元気そうで何よりじゃない」


  　リタの言葉に笑顔でうなずく司狼。


  「大和やまと先輩は、撫子さんに襲われたこともまるで覚えてないし、血は吸われてはいないので体は大丈夫……ヨッシーは、がっつり血ぃ吸われたくせに元気過ぎますよ」


  　救急車で運ばれたほかの被害者たちも命に別状はなく、良よし彦ひこの恋人である日向ひゆうが育いく江えももう動けるようになったとのこと。


  　体液を吸われた男の被害者も、宿主ウイスクムにされた女の被害者も、どうして自分が倒れていたのか、覚えている者はいなかった。


  　寄生蝶パピリスの催さい眠みん効果だろう。覚えていられると、いろいろと困ったことになったかもしれないので安あん堵どする。


  「被害者が全員無事でホッとしてます」


  「今回の寄生蝶王パピリオ・レギス自体、弱かったみたいだしね。いろいろと運が良かったわ……あぁそうそう、私たち同学年設定だから敬語っぽく話さなくてもいいからね？　……はい、これ」


  「設定って……あ。ありがとうございます、いただきます」


  　司狼はリタに淹いれてもらったコーヒーを受け取り、その馥ふく郁いくたる香りに気付く。


  「あぁ、ずいぶん良い豆使ってるんですね」


  「わかる？　私、これ気に入っちゃったのよね～。現うつし世よは本当に素敵なところだわ」


  　一口飲んで満足げに頷うなずくリタを見て、司狼も飲んで微ほほ笑えむ。


  　二人の間に、ほんのりと穏やかな空気が流れた。


  



  　昼休み。各種説明を求める撫子なでしこや良よし彦ひこから逃のがれ、安住の地を求めてさまよい歩いていた司し狼ろうを拉ら致ちったのはリタだった。


  　先週末、助けてもらった時に運び込まれた部屋は、リタが所属しているオカルト研究会。


  　精霊人フエミナであるリタが河かわ越こし高校の部活動に所属しているというのはおかしいはずなのだが、慣れた手つきでコーヒーまで淹いれる様さまに、司狼は首を捻ひねるばかり。


  　リタの正体がカレンと同じく精霊人フエミナであることはいい。しかしどうしてこの学校にいるのか、いつから自分たちのことを知っていたのかなどなど、説明を請こいたいところなのだが、リタはのらりくらりと質問をかわすばかり。


  （母さんと同じタイプの人だ。こういう人には根掘り葉掘り聞いちゃ駄目なんだよね。まずは焦らず、ゆっくりと緊張を解ほぐしていく感じで……）


  　コーヒーを飲み、微ほほ笑えむ司狼。リタも同じく笑みで返すが、同い年設定という割りにはどこか大人っぽい雰囲気を漂ただよわせている……のだが。


  （それにしても……カレンといいリタさんといい、精霊人フエミナはみんな胸が小さいのかな？）


  「んふ。どこ見てるの？　いったい何を考えているのかしら～？」


  　司狼の視線を感じ、リタがにんまりと笑う。


  「すっ、すみませんっ……って言うか、その……リタさんの話も聞きたいなぁ、とか」


  「あら熱烈ね……いいわよ？　それじゃ、二人っきりの熱～い夜を過ごしてみる？　み・ちゃ・う～？」


  「リタ！　私の飲み物はまだですか？　まさか私には出さないつもりだとでも？」


  「あら、ごめんなさい。でもこれ、カレンちゃんにはまだ早いと思って」


  「ミルクと砂糖はないんですか？」


  　同じことを思った司狼が、先んじて尋たずねてみる。


  「私には必要ないもの。シローくんも要いらない派でしょ？」


  「そうですね……じゃあ、カレンには早いかも」


  「なんですか、その結けつ託たくしたような物言い……不愉快ですね。だいいち早いとはなんですか。リタ？　兄さんに貢みつぎ物をしたい気持ちはわからなくもありませんが、まずは私に貢いでからにしていただきたいものですね」


  「はいはい。それじゃ、どうぞ～」


  　まだたっぷりと残っていたコーヒーを注いで渡す。


  　カレンは初めてのコーヒーをいぶかしげに眺め、眉み間けんにしわを寄せた。


  「ふん……ん？　なんですか、この焦こげ臭い……黒い……んむ？　苦っ、なんですかこれ！　兄さん、毒ですよ毒！　こんなものを飲むなんて、どうかしています！」


  「……予想通りのリアクションだなぁ」


  　呆あきれる司し狼ろうと笑いを堪こらえるリタ。カレンは馬ば鹿かにされてることに気付き、顔を赤くする。


  　このコーヒーの件に限らず、双ふた子ごで同い年であるはずのカレンはどこか幼げな部分が多い。やはり、リタと同い年には見えなかった。


  　実のところ、最初の出会いで脅おどかされたせいもあり、今もってその正体が不明だからということもあり、司狼はリタに対してまだ警戒を解ききれずにいる。


  　カレンもリタに対して大いに不満があるようだが、それは結果的に魔獣駆除の義務オブリガテイオーの手助けをしてもらったことに関してのみ。それ以外は、同郷の者同士という気安さがあるらしい。


  「リタ。こんな泥水より、桃の果汁はありませんか？」


  「今はないけど、似たようなものならそのうちあげるわ。お子ちゃまは大人おとなしく水でも飲んでなさい」


  「ふふ、泥水を飲めたら大人だなどと。そのような世迷よまい言ごと、聞く耳持ちませんね」


  「現うつし世よではそういう泥水を飲んで大人になるのよ？　つまりカレンちゃんはこの愛しき世界アモル・アゲールではただの子ども……それなのに運命の男デイレクトウスの愛を、ましてや愛の結晶を求めるだなんておこがましいわ」


  「このようなものを飲まなければ大人になれないなら、私は大人になどなりたくありません。いいえ、なる必要もない……子どものまま、子どもを産みます」


  [image: ]


  「やめて！　なんか耳とか心が痛くなってくるからもうやめて！」


  　逃げ延びた先は、とても安住の地と言える場所ではなかった。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  「それじゃ、シロくん。カレンちゃんについては、今後じーっくりと教えてもらいますからね？　……それじゃカレンちゃん、またね？　明日もお姉ちゃんとお話ししてね？」


  　それはそれは名な残ごり惜しそうな撫子なでしこと何か聞きたげな大和やまとと別れ、ようやく静かな帰路。


  　先週、戦いを終えたばかりだというのに部活動など早いかとも思ったのだが、被害者である良よし彦ひこの方がよほどやる気で、付き合うようにたっぷりと汗を流してきた。


  　司し狼ろうはといえば、久しぶりに柔道部に参加したので体がなまっているかと思いきや、戦っていたせいかむしろ以前より技の切れが良くなっていた。


  　それでも、良彦や大和には遠く及ばないし、階級差のことを考えなくても二人に柔道で勝てることはこの先もずっとないだろう。


  　だからといって、柔道部をやめる気はない。誰に何を言われようとも、だ。


  　後日、司狼に退部を迫った和わ田だの方が、今日、退部届を持ってきた。


  　そういえばカレンが死にそうになったところを見ていた和田だが、撫子の件も含めて記憶はないらしい。


  　退院してきた時の行動も、寄生蝶王パピリオ・レギスの催さい眠みん効果だったのだろう。


  　司狼自身も催眠効果に惑わされはしたが忘れてはいない。それが精霊人男子フラーテルであるからなのかどうかは、判断が付かなかったが。


  （僕は大丈夫。撫子さんに関することを忘れたりなんかしないぞ！）


  　愛いとしい少女を思う司狼の背中で、カレンが重いため息を漏もらす。


  「兄さん……私、女性に撫なで回されるのは苦手です」


  「ははは……」


  　初めて見るカレンの疲ひ弊へいしきった顔。人ひと気けの少ない公園に、司狼の乾いた笑いが響く。


  （撫子さんの可愛かわいいもの好きが、まさかあそこまでだったとは）


  　だからといって、それで撫子への気持ちが変わるわけではない。


  　カレンの存在を不思議に思うより先に、可愛さに骨抜きになるとまでは思わなかったが。


  （あ、そうだ……カレンのことばっかりに気を取られてたけど、魔獣レムレース駆除を無事終えたんだし、今度こそ撫子さんに告白を……告白を……おぉ……）


  「どうかしましたか？」


  「……いや、なんでも」


  　自分が愛を告白したい相手が、自分に愛を告白してくる相手に対して興きよう味み津しん々しんであるというこの状況で、何をどのように告白すればいいのだろうか。


  （だいいち、告白したい時にも、カレンはこうして首にかじりついているだろうしなぁ）


  　気楽な時でも、気重な時でも、カレン安心の定位置である。


  （いつまでも姿を消されたままっていうのは困るな……けど、まさか転入なんてできっこないし。戸こ籍せきがないしね！　あぁ、常識社会の日本って素敵。ファンタジーの付け入る隙すきなんてないんだ……あぁでも、そしたら僕って何なんだろう）


  　司し狼ろうは、何度目ともしれぬため息を吐ついた。


  「なんですか、先ほどから鬱うつ陶とうしい」


  「うぅ、なんでもないよ」


  　そう言うカレンも、撫子なでしこに撫なで回されて、ため息を漏もらしていた。


  「だいたい、何なんですかあの人は……私は現世人ウイルの女性を愛する気はありませんよ」


  「そんなんじゃないよ。撫子さんはあれだ……犬猫を可愛かわいがり過ぎて嫌われるタイプの人なんだな」


  「犬は兄さんの方です」


  「……狼おおかみなんだよね？　いや、もういい。どうせ、もう変身したりしないからね！」


  「……………………」


  「カレン？」


  「それはどうでしょうねー」


  　淡々と言うカレンに、司狼は目を丸くする。


  「やめてっ。怖いこと言うのホントやめてっ。もう駆除はしきったんでしょ？　僕らが倒してない寄生蝶パピリスは、リタさんが駆除してくれたんだし」


  「迷惑な話です……もっとも、現世人ウイルの匂においに誘われて、気軽にこちらを訪れる魔獣レムレースたちの方が、よほど迷惑な存在ですがね」


  「気軽にって……世界を繋ぐ門アモル・フオルタムさえ開かなければ大丈夫なんだよね？　そんなに簡単に開いたりするものじゃない……ん……だよ、ねぇ……？」


  　司狼は視界の端に、否定したいものを見る。


  　細くくびれた月から、一ひと条すじ、また一条と光が降り注ぐのを。


  「ねぇカレン、簡単には開かないって言ったよね？　ねぇ!?」


  「言いましたよ？　私の力だけでは簡単には開かないと」


  「じゃあ誰！　誰が開いてるの!?」


  「世界を繋ぐ門アモル・フオルタムは自然現象ですので、誰が開いてるとか、儀式によって開くとか、そういうことではないんで──」


  



  　ＧＹＡｏＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！


  



  「──すよ」


  「自然現象で片付けちゃ駄目！　絶対何かしらの意図とか意思が介在してるって！」


  「何かしらとは？」


  「あ、悪意とか？」


  「馬ば鹿かなことを……それを言うなら、愛、です！」


  「その自慢げな顔が無む性しように腹立たしい～～っ」


  　光の柱が円を描き、月から光の粒が舞い落ちる円柱を作り出す。


  　それ自体はとても幻想的で美しいのだけど、そこから現れるものは、やはり司し狼ろうの理性を掻かき乱すものだった。


  「は、ははは……知ってる、あれ知ってるよ……恐竜っていうやつじゃなかったかなぁ！」


  「ふむ……獣脚恐竜マグナス・ラケルタとは。相性の悪い魔獣レムレースが来てしまったものですね」


  「相性って何！　カレンとの？　それとも僕との!?」


  「私に倒せない魔獣レムレースなどいません。都合が悪いのは兄さんですよ……守護獣ベステイアの牙きば程度では、あの硬い皮ひ膚ふを貫つらぬけないでしょうから……」


  「あああああああああ」


  　幼いころ、図鑑で見たことのあるティラノサウルス、もしくはアロサウルスとよく似た、しかしどこか幻想的な美しさのある巨大なトカゲが、餌えさを喰くらおうと地上に降り立った。


  　もちろん、餌、イコール、司狼とカレンである。


  　あの大きな口なら、司狼がツナ缶を食べるよりも楽に二人を飲み込むだろう。


  （僕ならツナ缶ならぬ、けもののかんづめってところか……）


  　自分がぺろりと食べられてしまうところを想像して、司狼はまた情けない声をあげる。


  「嘆く必要はありません。兄さんはもはや守護獣ベステイアではなく、人を超え、獣けものをも超える強き者、守護者ウイクトル！　さぁ、かの雄お々おしき姿で、私を悦よろこばせてください！」


  「嫌だ！　……けど、放っておくわけにはいかないし……ああもう、なんでまたこんな」


  「えーと……聞いた話ですが、一度世界を繋ぐ門アモル・フオルタムが開いた場所は、繋つながりやすくなるそうですから……」


  　ぽつりとカレンが呟つぶやいた。


  「やっぱカレンのせいじゃん！」


  「違うなどとは一言も申しておりません」


  「潔いさぎよ過ぎる！　あっさり認め過ぎるぅうう！」


  　カレンの美点に、あまり嘘うそはつかない、ついてもすぐにわかる、ということがある。そしてこのように、素直であるということも。


  「うぅ、これも駆除の義務だっていうなら、やっぱりやるしかないのか……これじゃ、いつになったら告白できるんだ！」


  「私への愛の告白でしたら、いつでもどうぞ。そして、兄さんの子を産ませてください。産ませるための行為をしてください。妹の腹を膨ふくらませることを、思う存分してください！」


  「しないしない！　僕には好きな人がちゃんといるんだから──！」


  



  　カレンにキスをされながら、思う。


  　そういえば、こうして狼おおかみに変身させられることはもちろん、妹が異世界人であること、父親が女性であること、出生の秘密は次第に明らかになっていくだろう。


  （そうだ、魔獣レムレース駆除はいつになったら終わるかわからないから、出生の秘密にしよう……それがわかって安心できたら、今度こそちゃんと告白するんだ！　大好きな滝たき沢ざわ撫子なでしこさんに、僕の気持ちを伝えるんだ！　大好きですって、はっきり言うんだ────！）


  



  　決意の遠とお吠ぼえが、静かな夜空に響き渡った。


  



  


  あとがき


  



  　はじめまして、藤ふじ原わらたすくと申します。


  　普段は主に成人向け美少女ゲームの脚本を書いています。


  　世に言うエロゲライターというやつです。


  　そんなエロいばかりの私ですが、本書にて全年齢対象作品であるライトノベルでデビューをさせていただくことになりました。


  　今後はライトノベル作家とも名乗らせていただければ幸いです。


  　どうぞ末永くよろしくお願いいたします。


  



  　私の物書き人生は二〇〇〇年四月に、とあるゲーム会社に入社することで始まりました。


  　その前は、ごく平凡な会社で隠れオタクとして日々を楽しく生きていました……が、ある日思い立ったのです。


  



  「やはりオタクとして生まれたからには、なにかしら創り出さねばなるまい！」


  



  　勤めていた会社を辞めて、選んだのは成人向け美少女ゲームを作るゲーム会社。


  　私の応募作品を見て拾い上げてくれたシナリオライターの先輩とは、以来十三年の一番長い付き合いになります。今後は小説家としても先輩になるので、永遠に頭が上がらないでしょう。背負い投げで対応していこうと思います。


  　そしてもう一人、私が入社する少し前にその会社を辞めていた先輩とも、もう十年以上の付き合いになります。本書が世に出るきっかけを作っていただきました。彼には釣込腰で対応することにします。


  



  　やはり人との繋がりは大事ですね、なんて当たり前のことを思いつつ、謝辞で締めくくりたいと思います。


  　美麗なイラストを仕上げていただきましたNidy-2D-様。ありがとうございます。


  　担当の江橋様、ガガガ編集部の皆様、そして小学館様。ありがとうございます。


  　同じ会社出身のライター＆小説家の先輩二人。ありがとうございます。


  　いつも私を支えてくれる愛する家族たち。ありがとうございます。


  　そして、本書を手にしていただいた皆様。誠にありがとうございます。


  　皆様のお時間を少しいただけたことを誇りとし、次回作への励みにしたいと思います。


  藤原たすく


  Tasuku Fujiwara


  



  日々エロいことばかり考えてる幼稚なロートルライター。全年齢対象作品を書くならエロは入れないぞ！　……そんなことを考えていた日が確かにありました。あったはずなんですが、現在行方不明です。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ


  けもののかんづめ
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